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    登場人物


    大おお久く保ぼ新しん之の助すけ……剣の修行中。あやかしを視みる能力を持つ。


    ふくろう……拝み屋と名乗る謎の男。


    



    高たか田だ屋や加か絵え……廻船問屋「高田屋」の娘。


    遊ゆ佐さ上野介こうづけのすけ義よし景かげ……公こう儀ぎ隠おん密みつ妖よう異い改あらため。


    



    ましろ……あやかし。金きん眼げん白はく髪はつ双そう尾びの化ばけ猫ねこ。


    くろえ……あやかし。銀ぎん眼げん黒こく髪はつ一いち尾びの犬いぬ神がみ。


    すくね……あやかし。未来を視る能力を持つ。
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     壱　しがらみの太刀　break_daybreak


    



    　道場にカラッという乾いた音が響いた。竹と竹がぶつかった、ただそれだけのなんでもない音だ。日が落ち行き、蝋ろう燭そくの朧おぼろげな光の中で、二本の竹刀しないが絡み合う。


    　真冬の乾ききった空気に軽やかな音が立て続けに鳴る。たかだか、稽けい古こ試合で数すう合ごう撃ち合っただけのこと。しかし、そのほんの些さ細さいな出来事に衆目は息を呑のんだ。


    　名門の一いつ刀とう流りゆう道場、その高弟、巣す鴨がも三さん四し郎ろうの竹刀が鳴ったからだ。


    　江え戸どでも五指に数えられるその太た刀ち捌さばきは、相手に刀を触れさせることすらしない。風に舞う羽根の如ごとく、ひらりと軽やかにかわし、その実、矢のような鋭さで相手を撃つ。その剣は守ることさえ許さない。


    　ついたあだ名が〝音おと無なし三四郎〟。


    　だが、その剣に触れた者がいる。静せい謐ひつな道場の中で高らかに、ただその音だけが響いた。


    　三四郎の前にいたのは一人の少年だ。名を大おお久く保ぼ新しん之の助すけという。一年近く見かけなかったかと思うと、先日、また急に道場に転がり込んできた。それから何をするのかと思えば、日がな一日素振りを繰り返し、夜は書物を紐ひも解といていた。


    　頭でも打ったのかと心配していたら、それが今日になってこの有あり様さまだ。いきなり稽古試合を申し出てきたかと思うと、とんでもない剣を遣つかう。


    　三四郎は動揺した。


    　剣術を習い始めた頃ころならいざ知らず、今となっては、自分の剣に合わせてくる者など皆無だった。そもそもその通り名だけで勝てぬと思い込み、わざわざ挑んでくる者などいなかったのだ。また一つ、三四郎に自慢の種を与えるだけなのだから。


    　江戸で五指に入ると噂うわさになり、剣壇で華々しく語られる。諸藩からは指南役にと声がかかる。自身の値が吊つり上がっていくのが、楽しみであり、己おのれの誇りだった。


    　それが、入門して二年と経たたないそこらの若造に竹刀を鳴らされた。


    　なるほど、確かにこの少年には見込みがあった。あと、十年もすればかなりの遣い手になるだろうと道場の誰だれもが思ったほどの器量だ。三四郎自身、期待を込めて厳しい稽古をつけていた。よく言えば可愛かわいがってやっていた。


    　だが、幾らなんでも成長が速すぎる。三四郎の胸にあるのは強敵を得た喜びでも、後進への祝福でもなく、追い落とされる者の恐怖だった。


    　心が揺れ動いたその刹せつ那な、三四郎の動きが止まる。その隙すきを新之助は見逃さずにただ冷静に面めんを撃った。


    　脳天に痺しびれるような痛みが走った。狙ねらい澄ました強烈な撃ち込みに、三四郎の眼めの前が暗くなる。これ以上ないくらい鮮やかに決まった一撃だ。


    　だが、撃った本人は思案顔で小首を傾かしげる。その態度が気に入らず、三四郎は新之助を睨にらみつけた。


    　三四郎はふるふると頭を振ってから距離をとる。先刻は油断しただけ、若造となめてかかったのがまずかった。次は油断すまじと竹刀しないを中段に構える。


    　気合いを叩たたき込むように、呪じゆ詛そを刻み込むように新しん之の助すけを凝視する。視線で射い殺ころさんばかりに殺気を注ぎ込んでやった。


    　だが、新之助は三さん四し郎ろうを見ていない。ちょうど三四郎より頭一つ上あたりに目を向けている。まるで、違う相手を見ているようだった。


    　その態度がさらに気に入らない。三四郎はぴくっと頬ほおを引き攣つらせてから、思い直したように深く息をついて仕切りなおす。逸はやる心を静めてから、充分にためを作った。もはや勝ち方にこだわっている場合ではない。音おと無なしの称号を失ってしまったのなら、せめて勝利だけは掴つかんでおくべきだった。そして、勝つだけ、というのであれば小こ綺ぎ麗れいに道場剣術を披露してやる必要はどこにもない。


    　まずは、様子見の籠こ手て。それを新之助に軽々受けられると、火のついたように乱打が続いた。面めん、籠手、胴どうは勿もち論ろんのこと、腋わきや腕うで、肩かた、防具に守られていない部分も執しつ拗ように攻め立てる。


    　すでに三四郎の剣に先ほどまでの余裕はまったくない。少しでも痛みを負わせようと半ばこじ開あけるように竹刀を突き入れる。


    　抉えぐり込むように防具の隙すき間まを穿うがち、時に、脛すねを払おうと下段を薙なぐ。その攻め方は蝮まむしにも似た厭いやらしいものだ。ちろちろと舌を蠢うごめかすように、何度も何度も打だ突とつを繰り返し、ふらっと相手が体勢を崩した瞬間、止とどめの毒どく牙がを放つ。


    　大上段からの面。加速をつけ、振り抜くや走り抜ける。


    　すれ違いざま、面の隙間から新之助と目が合った。背中に冷たいものを感じながら、三四郎は振り向く。そこで動きが止まった。


    　喉のどに、竹刀が突きつけられていた。


    　合図をかけられて、新之助はすっと剣をひくとすぐに三本目の体勢へ入る。だが、三四郎は動けなかった。


    　あれだけの攻撃をしながら、ただの一度も竹刀に手ごたえを感じなかった。まるで、幽霊を相手に切りかかっているかのようにふわふわとしていた。


    　そして、何よりあの突き。振り返るその一瞬の隙を違たがわずに放たれている。寸止めでなかったら、防具をつけていても命を落としていたかもしれない。


    　三四郎はあの冷酷な瞳ひとみを思い出して、ぶるっと身震いをした。噛かみ合わずがちがちと鳴る歯の根の間からどうにか言葉を紡つむぎ出す。


    「お、大おお久く保ぼ。お前の剣はまるで邪剣だ……」


    　新之助はそれを聞くと、ふっと翳かげったどこか寂しげな笑えみを浮かべる。


    　その言葉は苦し紛まぎれの言い訳に過ぎないが、あながち間違いでもない。確かに、この剣には鬼が棲すんでいる。人を斬きることを禁きん忌きとするならば、この剣は確かに邪剣だろう。


    　剣術とは突き詰めればいかに効率よく人体を破壊せしめるかということだ。したがって、千の稽けい古こに一度の人ひと斬きりが勝ることもある。


    　すでに、剣鬼と呼んでいい。


    　再びここに現れる以前の少年の剣は、どこか完成していた。お手本のように綺き麗れいで、型に嵌はまった美しい剣だった。それで十二分に強かったのだ。これから何十年とかけて研けん鑽さんを積むことによりその剣技は研ぎ澄まされていくだろうと思っていた。


    　だが、目の前の少年は空恐ろしいまでの速度で成長していた。これまでの、完かん璧ぺきさを求めるような潔癖の剣筋ではない。それは例えるならば炎、燃え盛る豪火ではなく、鬼おに火びのように青白く全すべてを溶かす蒼そう炎えん。


    　わずかな期間でこの少年は確実に変わっていた。


    　これは自分の知っている剣術ではない。自分の剣は命のやり取りをするためのものではない。理と利によって成り立ち、限られた規則の中で優劣を競うものだ。三さん四し郎ろうは野生の獣けものを見るように、ひどく怯おびえた眼めを新しん之の助すけへ向ける。


    　三本のうち、二本までをとられた。


    　命のやり取りにおいて二本目は存在しない。これが真剣での勝負であったならば、一度目で三四郎の頭ず蓋がいは切り割られている。それがなくとも、後の刺し突とつで喉のどに風かざ穴あなが開あいていたはずだ。


    　三四郎の目の前で新之助はけだるげに溜ため息いきをついた。だが、嘲ちよう笑しようや侮ぶ蔑べつの表情ではない。真実、徒労感に溢あふれていた。己おのれが求めた剣は、強さはこれではなかったと、過ぎ去った年月を悔やむような短い嘆息だった。


    　これ以上、ここに留とどまることに意味はない。


    　新之助はゆるっと竹刀しないを回すと、中段でぴたりと止める。身体からだのどこにも力は入っていない。その構えは泰然としていた。見ているだけでへなへなと座り込みたくなる。


    　それでも、この音おと無なし三四郎。容易たやすく負けを認めるわけにはいかない。築き上げた名声がある。その誇りにかけて、退ひくことだけはしてはならない。


    　三四郎は竹刀を下段に構える。竹刀をゆっくりと振りはじめると、まるで陽かげ炎ろうのようにその像が揺れた。手首の柔らかさ、腕の筋肉のしなやかさがあって初めてなせる芸当だ。


    　新之助の剣は揺るがない。だが、ほんの一瞬、三四郎の竹刀が猫の尻しつ尾ぽのように変幻自在に動いた。


    　新之助の目は剣先の行く末を追うように動く。一ひと所ところに留まらず、絶えず流動する切っ先が視線から外れた。


    　必死で生み出した新之助の隙すきを三四郎は見逃さない。三四郎の剣のほうが出足は早い。


    　それでも、その一撃が放たれてなお、新之助の剣は迎撃した。脇わき構がまえから滑り出た一いつ閃せんが三四郎の逆ぎやく袈げ裟さ斬ぎりを捉とらえる。


    　瞬間、ぱんっと弾はじける音がした。


    　互いの握る竹刀は柄つかから先が折れている。硬いはずの孟もう宗そう竹ちくで作られた竹刀がその限界を超える圧力で弾はじけていた。


    「引き分け、ですね」


    　新しん之の助すけは手元をしげしげと眺めて言うと、ぺこりと一礼して下がった。そのまま、防具を解きにかかり、帰り支度を始めてしまう。


    　三さん四し郎ろうは折れた竹刀しないを無言で見つめていた。


    　引き分け、と新之助は言ったが、冗談じゃない。これが真剣だったら、新之助の一撃は三四郎の刀を切断して、この身を裂いていたことだろう。剣けん閃せんの速度は新之助のほうが遥はるかに速いのだ。刃やいばの有無によって命を拾ったに過ぎない。


    　江え戸どで指折りの剣士である巣す鴨がも三四郎をもってしても、一本とることができない。


    　三四郎は込み上げてくる苦いものをぐっと飲み下す。


    「……大おお久く保ぼ。お前なら師範も免状を許すだろう。私から口添えしておこう」


    　免許があれば食うには困らない。大方の連中がそれを求めて竹刀を握るのだ。だが、そのありがたい申し出に新之助は笑って返した。傲ごう慢まんさも卑ひ屈くつさもありはしない。そのまま消え行ってしまいそうな透き通った笑顔だ。


    「すいません。それは今の自分には不要なようです」


    　最後にもう一度、深々と一礼すると、新之助はすっと背を向ける。淀よどみのない所作から、二度とここへ来るつもりがないことがわかった。


    　三四郎は黙って去りゆく後ろ姿を見つめていたが、我慢しきれなくなり、声を張り上げる。


    「大久保っ!　お前は何を求めているのだっ!　その剣の先に何があるっ!」


    　新之助は足を止めた。


    　町には夜の帳とばりが下りている。奥まった小路の先には月の光も届いていない。


    　その先へと。何一つ口にせず、新之助は再び歩み始める。


    　大久保新之助は闇やみの中へ進むのだと、遠ざかる背中が語っていた。


    



    　からころと下げ駄たの音だけが夜の街に響き渡る。


    　百万都市江戸といえど、夜は暗い。放射状と碁ご盤ばん状が入り組んだ複雑な町並みは、木き戸ど番ばん小屋にかけられたちっぽけな高たか張はり提ぢよう灯ちん程度では照らしようがない。一晩中明るいのは遊ゆう里りくらいのもので、どこもかしこも暗い。昼間はにぎやかな街も人々が寝静まれば山奥とさして変わらないものだ。


    　暗闇の中で、三四郎の声だけが残響のように、新之助の耳について離れない。


    　その剣の先に何があるのか。


    　今のままでは何もありはしない。すでに、尋常の剣でどうにかなるとは思っていない。


    　あの男の背を追うには何かが足りていない。それが、ここしばらく江戸に留とどまり、道場に詰めていた新しん之の助すけが得た結論だった。


    　もはや新之助は免許など必要としていなかった。


    　ならば、何を必要としているのか。


    　藩はん邸ていの蔵から引っ張り出してきた書物で知識は得た。剣においても、巣す鴨がも三さん四し郎ろうを相手に圧倒した。それでも、決定的に足りていない。


    　凍えるような月を見上げて、自みずからに問いかけながら新之助は下げ駄たを鳴らして歩く。


    　からりころりさく。からりころり。


    　そのまま、一町も行かないうちにふと後ろを振り返った。


    　別に誰だれかに呼び止められたわけでも怪しげな光を見たわけでもない。ただ、何か違和感を抱いだいただけだ。


    　闇やみ夜よというのは不思議なもので、光に溢あふれた世界にあってはまるで気にならないことがいやに気にかかる。それは大の男であっても変わらない。


    　からりころりさく。からりころりからり。


    　新之助はもう一度振り返る。それからすぐに前に向き直ると少しばかり足を速めた。


    　何もおかしなことはなかった。気にすることなど何もない。


    　からりころりからりころりからり。


    　下駄を鳴らす音の後ろから闇の中で何かが這はいずり回るような不快感がついてきていた。 日常の中にひっそりと現れるこの感覚には覚えがある。どころか、もはや慣れ親しんだと言っていい。


    　幾度となく出くわして何度となく感じてきたもの。鉄てつ錆さびた匂においや沸き立つような昂こう揚よう。その後ろに見え隠れする死の陰影。


    　本来、恐怖を感じるべき気配へ、今は親しみすら覚えていた。


    　まるで誘い込むように新之助は路地裏へと消えていく。


    「人の後をつけるなんて、いい趣味してるじゃねぇか」


    　新之助は振り返って告げた。 すると、闇がけたけたと笑った。その度たびに伸びた影が震える。


    「鈍どん臭くさそうな顔してる割りに鋭いじゃねぇの」


    　板壁から影がすり出てくる。喪服のように黒い、紋無しの羽は織おり袴ばかまが北風にはためいた。くくっと咳せき込むように笑うと、狐きつねによく似た細目が一層細くなる。


    「大おお久く保ぼ新之助、だよな?　お初にお目にかかるねぇ」


    　三十絡がらみのその男は何が面白いのかにたにたと笑いながら、慇いん懃ぎんに頭を下げた。きゅっと狭まった瞳どう孔こうが新之助を舐なめまわすように見てくる。


    「ふぅん……。どう見ても強そうには見えねぇのになぁ。こんなのが『山の主あるじ』を殺やっちまったのか?　信じられねぇなぁ」


    「なら、あんたが試してみるか?」


    　新しん之の助すけは挑発的に笑って見せた。左手はすでに鯉こい口ぐちを切っている。


    「あらら、案外好戦的なのねぇ。おじさん、そういうのは嫌いじゃないなぁ。男の子はこうでなきゃ。聞いた話じゃ根暗な坊やってことだったから心配しちゃったぜ。それとも、この一年でいろいろあって一皮剥むけちゃった感じかい?　いいねぇ。男子三日会わざれば刮かつ目もくせよってやつだぁな。いや、初対面なわけだけれども」


    　男はぺらぺらしゃべりながら、新之助との距離を詰め始める。軽薄な口調の割りに慎重な性格なのか、探るような足取りだ。 その歩みを遮さえぎるように新之助が睨にらみつける。


    「ごちゃごちゃうるせぇよ。そんな理屈めいたことはどうだっていい。もっと単純に行こうぜ?　要は俺おれを始末しにきたんだろ?　公こう儀ぎ隠おん密みつ妖よう異い改あらため」


    　新之助の言葉に、男はひゅうっと口笛を吹いた。


    「おーおー、鋭いじゃねぇの。ちょっと手がかり与えすぎちゃったかい?」


    　男は暗に認める。 大おお久く保ぼ新之助は別に高名な人間ではない。江え戸どに来てから日も浅ければ、人付き合いも深くない。剣壇で名を知られるにはまだ早すぎる。


    　もし、知られているとすればそれは新之助を追っていた人間にだけだ。そして、新之助を追う理由がある者は自おのずと限られる。


    　二度までもあやかし絡がらみの事件に関かかわったのだ。それを取り締まるための組織、公儀隠密妖異改に目をつけられていないはずがない。
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    　新しん之の助すけにとってみれば、この邂かい逅こうは織り込み済みだ。いずれ来るだろうと思っていた者と今、出会ったに過ぎない。


    　否いな、待ち望んですらいた。すでに常識の範はん疇ちゆうで満足できない身となった今、外れてしまった者たちは格好の相手だった。自らの力を測るのにはいい機会だ。


    　あの時、誓った。再び出会うために強くなると。


    　万事心得た様子で新之助が、男に向き合う。その余裕ある姿を改めて見直して、男はまた笑った。


    「ああ、ずっと待ってたわけね。そんじゃ、こう言うほうが正しいか。待たせたな。公こう儀ぎ隠おん密みつ妖よう異い改あらため、遊ゆ佐さ上こうずけ野の介すけ義よし景かげ、ただいま推参、っと」


    　言うや、遊佐は抜き打ちを仕掛けてきた。長ちよう刀とうが黒い影から滑り出て、新之助の脛すねを払おうとする。


    　その痩やせた身体からだに見合わぬ、意外なほどに鋭い剣撃だった。新之助はそれを後ろに下がってやり過ごす。すると、遊佐が返す刀で唐から竹たけ割わりに斬きりかかってきた。


    　新之助は冷静に抜刀し、余裕を持って受けた。鎬しのぎを削る状態になると、二人の顔はぐっと近づく。ぎりっと刀で押し合いながら、遊佐は新之助の気を逸そらすように間かん断だんなく話しかけてくる。


    「お前さぁ、今いま更さら普通の暮らしができるなんて思ってないよな?　人を斬って、お上かみに楯たて突ついて、真まっ当とうな人生歩けるなんて思ってねぇだろ?」


    「もともと望んじゃいねぇよ」


    　新之助は答えと一緒に、ぐいっと刀を押した。すると、遊佐も張り合うように押し返す。


    　新之助はふっと瞬間的に、力を抜いて一歩下がった。遊佐の体勢が泳いだ隙すきに、新之助は身体を翻ひるがえす。そのまま、回転を加えて一撃くれてやった。


    　どうにかそれを受けたものの、遊佐の痩せぎすの身体は面白いように飛んでいく。板壁に打ちつけられると、ぐうっと一つ呻うめき声をあげた。それでも、減らず口を止やめる気はないらしく、痛みに顔を歪ゆがめながら言葉を続ける。


    「いやいや、強いねぇ。俺おれもこれでなかなかやるんだが……。お前は正直やばいよ。遣つかい手だの達人だのって言葉じゃ足りやしねぇ。そりゃあ人だって斬れますよ。お前にとっちゃ人間なんて野菜同然なんじゃないの?　人じん外がいと一緒にいて人間やめちまったのかい?」


    　遊佐はぱんぱんと埃ほこりを払いながら立ち上がる。その姿は油断しきっているのに、新之助の足は動かなかった。


    　人の領域を外れている。その言葉を噛かみ締めるように新之助は頷うなずいた。


    　平穏な江え戸どの夜に、当たり前のように斬り合っているのだ。その事実が、すでに新之助は常識の外側にいるのだとまざまざと教えてくる。


    　外れれば外れただけ、あの男に近づいているような気がしていた。知らず、笑えみがこぼれている。


    　その笑顔を見て、遊ゆ佐さは確信したように言う。


    「ははぁ、もうお前はとことんまで落ちちまってんだな。まともな暮らしなんてできやしねぇきったねぇ薄汚れた人生なわけだ。そんなもんに生きてる価値はねぇよなぁ。ここで惨みじめに死んどくか?　……それとも、こっち側へきて、汚きたねぇなりに汚よごれ仕事でもやって生き恥晒さらしてから死ぬか?　お情なさけかけて選ばせてやってもいいぜ」


    　遊佐は見透かすように言ってから、実に楽しそうに笑った。


    　公こう儀ぎ隠おん密みつ妖よう異い改あらためはあぶれ者の集団だ。人ならぬ者を相手にし、人ならぬ道を歩く。今の新しん之の助すけにはとてもふさわしいように思われた。


    　人とは違うことも、元の暮らしには戻れないことも、もう知っている。今いま更さら言われるまでもない。


    　それでも、新之助は頷うなずかない。ここで殺されるつもりも、いいように利用される気もさらさらないのだ。この程度の相手にかかずらっている暇ひまはない。


    　だから、返す言葉は決まっていた。


    「どっちも御免だな」


    「だよなぁ。ま、俺おれとしちゃどっちでもいいんだけどよ。でも、今の幕府ってやつを俺は気に入ってる。仕事も実入りも悪くねぇ。嫁さんとガキを食わせにゃならんし。だから、邪魔になりそうな奴やつは排除しときてぇのよ、あらゆる手を使って……」


    　どちらも譲ゆずれないことはとうの昔に理解していた。予定調和とも呼べる会話をして、二人は互いに刀を構える。


    　にやにや笑いを浮かべながらも、遊佐に隙すきはない。触れれば切れる、そんな研ぎ澄ました気配を纏まとっていた。


    　だが、新之助の殺気はさらに鋭い。


    「あんた、勘違いしてるぜ。別に俺は幕府に楯たて突つく気も人を殺して悦に入るつもりもねぇ。俺は自分の信念を貫つらぬく。貫いたその先でしか会えない奴がいる。それだけのことなんだよ」


    　新之助の揺るがない視線を受けて、遊佐は興味深そうに嘆息した。


    「へぇ……。ふくろうの奴も偉く気に入られたもんだな。あいつを追うために強くなりたいわけか。泣かせるねぇ。いや、まったく無駄な努力ほど心打たれるものはねぇな。あいつにとっちゃ、もうお前なんて眼中にねぇってのに」


    　遊佐はごく自然にあの男の名を口にする。その語り口が親しげなせいで、新之助は幾分苛いら立だった。こちらを揺さぶるつもりか知らないが、軽々しくその名を呼ぶな。こんな奴があの男の何を知っていると言うのだろうか。そんな思いがつい表情に出た。


    「ははっ!　別に恋仲じゃあるまいし、名前呼んだくらいでそんな怖い顔するなよ。あの化け物じみた強さに惚ほれこむ気持ちはわかるけどよ。でも、お前が思ってるほどあいつはお前のことを想おもってくれてるかねぇ?　──認めろよ。お前は捨てられたんだぜ。それでもあの背中を追ってゆくのかよ?」


    　その言葉に新しん之の助すけは、なんの迷いもなく言い切った。


    「追ってやるさ。だから、お前らなんかで止まってる暇ひまはねぇ」


    　仕掛けたのは新之助からだった。


    　ちきっと鍔つばを鳴らせて、新之助は刀を右肩に立てて構える。一息で間合いを詰めると、踏み出した左足に体重をかけて思い切り振りおろした。


    　速く重い一撃を遊ゆ佐さは真正面から受けることはせずに、柳のようにふらふらと合わせた刀で受け流す。そこから畳みかけるように新之助は斜め上に斬きり上げて、伸びきった身体からだを捻ひねると、横よこ薙なぎに一いつ閃せんした。


    「うおおっと!」


    　遊佐は大げさな声をあげながら、後ろにのけ反ぞってそれをかわした。ととっとたたらを踏んで、肩で息をしている。


    　この数すう合ごうで、新之助は彼ひ我がの力量差を測る。遊佐の剣筋は悪くない。しっかりと系統だった剣術ではないが、粘り強く守りに適した動きをとっている。自分で言っていたようになかなか遣つかうようだった。


    　だが、それだけだ。新之助の剣は遊佐をはるかに上回っている。 新之助は小さく舌打ちをすると、刀を納めた。


    「お?　なんだよ、これから楽しくなるのにもう終わりにしちゃうのかい?」


    　遊佐が息を整えながら、薄笑いで問いかけた。


    「これ以上、やったところであんたが死ぬだけだ。それはあんたもわかってんだろ?」


    　新之助の声には苛いら立だちが混じっている。この苛立ちの正体は落胆だ。とんだ茶番に付き合わされてしまった。公こう儀ぎ隠おん密みつですらこの程度。今の自分の相手には不足だった。


    　その答えに、遊佐は目を瞬まばたかせた。何を言われたのかわからない、そんな表情だ。


    「は、馬ば鹿かかお前。殺し合いをしようってのに、そりゃないんじゃないの?　こちとら不手際続きで苛いら々いらしてんのさ。もうちょっと憂うさ晴らしに付き合えよ」


    　遊佐はくるくると刀を弄もてあそぶと、刃先を新之助に突きつける。ぴたりと正せい中ちゆう線を捉とらえて離さない。手元が僅わずかに動くたび、触れた新之助の衣に鉤かぎ裂ざきができていく。


    「お前、今の自分が最強とか思ってるだろ。周りの奴やつらは相手にもならねぇとか勘違いしてんだろ。若い、若いねぇ……」


    　遊佐の笑顔が嗜し虐ぎやく的に歪ゆがむ。毒をゆっくりと流し込むように一言一言口にしていく。


    「お前、俺に勝てないよ」


    　その言葉を聞き終える前に新之助は刀を引き抜いていた。鞘さやの内で加速し、火花を散らして、目の前の刀をへし折った。


    「黙っとけ」


    　峰を返して、遊ゆ佐さの左腕を強したたかに打つ。骨の硬い部分にまともにぶつかったせいか、鈍い音がした。肉に抉えぐりこまれるようにして、刀は止まった。


    「うひゃあ、強ぇ強ぇ」


    　痛みを逃がすように遊佐はおどけてみせる。


    「……でも、お前の兄貴はこんなに強いのかね?　親父おやじさんは腕に覚えがあるかい?」


    　その言葉で新しん之の助すけの動きが一瞬止まった。その隙すきを突いて、遊佐は懐から素早く匕あい首くちを抜くと新之助の首筋にすっと当てる。


    「お前が馬ば鹿かみてぇに強いのは百も承知だ。そんでもって、甘い奴やつだってのは二百も合がつ点てん。おいおい、あんま公こう儀ぎ隠おん密みつなめんなよ?　そんくれぇのことは調べてんだよ。お前の家族も糞くそ家老もあの事件の関係者だ。無事じゃすまさねぇ。ま、お前の返事しだいだけどよ」


    　強こわ張ばった新之助の横よこっ面つらを匕首でぺたぺたと叩たたく。


    「言ったろ?　お前は俺おれには勝てないって。はなっからお前に選択の余地なんざありゃあしねぇのさ」


    　遊佐は薄く微笑ほほえむと、新之助の鳩みぞ尾おちを思い切り蹴けり上げた。肺はい腑ふから空気が抜け出して、新之助は荒い息を吐き出しながら地を転げる。


    　それを追って、遊佐が新之助の手を踏みつけた。変わらず酷薄な笑えみを貼はりつけて、新之助を見下ろしてくる。


    「駄目だ、てんで駄目だな、お前は。そんなんじゃあいつには追いつけねぇぜ。最強を追おうってんだろ、天てん下か無む双そうの男を追いかけようってんだろ?　だったら、他ほかの誰だれかを気にしてる余裕があるのかよ?　強くなりたきゃまず縁切ることから始めるべきだったな」


    　無双とは二つと無いこと。最強とは詰まるところ孤独。誰一人そこへ追いつくことなどできない絶対の領域だ。浮世にしがらみを残した身で、守るべき者を背負った身で到達できる場所ではない。


    「捨てちまえよ」


    　さっきまでとは打って変わって、遊佐の声は甘くなった。この声に従えば、浮世の縁えにしなど断ち切ってやるとそう囁ささやいてくる。


    「あいつはそうだったぜ。強くあるために、しがらみを捨てて、一人になった。お前はどうするよ?」


    　そうだった。あの男は一人だった。道中をともにしても、絶対に踏み入ることのできない自分だけの場所をあの男は持っていた。だから強かったのかもしれない。


    　誰とも組まないと言っていた。お互いにもともと行きずりの関係だと。たまたま行く方向が同じだった。それだけだったのだと。


    　だが、新之助はそれが気に入らない。何が気に入らないのか。剣客としての性さがだろうか、あの男の背中に必死で喰くらいつきたいと思うのは男の性分だろうか。そのあたりはまだ判然とはしない。


    「ここらで決めろや。捨てられるかい?」


    　言われて、くすっと笑いがこみ上げてきた。腹の底からくつくつとやたらと乾いた笑い声が、喉のどを伝ってせり上がってくる。


    　その笑い声は己おのれのうちから湧わき上がり、己一人を嘲あざけるものだ。


    　新しん之の助すけは笑っていた。


    　捨てるの捨てたの口では言いながらも、まだどこか縋すがっていたらしい。要はそんな気分に浸って楽しんでいただけなのだろう。


    　一丁前にやさぐれて、何かを悟ったふりをして、手前勝手な一人遊びにふけっていたのだ。なんて下らなくて滑こつ稽けいなのだろうか。


    　結局、安全なところにいる限り、あの男の気持ちなど理解できないのだ。


    　何かに守られている奴やつが遠いところで優しい言葉を吐いても、そんなものが届くはずがない。しゃらくさい、安い台詞せりふで救われるものなどそもそも救う価値もない。


    「……ああ、家族には申し訳ないが、どうやら俺おれは何もかもを捨てたいらしい」


    　くくっと喉にひっかかったような笑い声を上げる新之助を、遊ゆ佐さは驚嘆の瞳ひとみで見つめる。


    　驚いた、というよりは恐れたと言うほうが幾らか正しいだろう。


    　遊佐はこの笑顔に覚えがある。かつて自分の相棒が同じ笑い方をしていた。見かけるたびにその奥底に潜ひそむ冷酷さに身震いしたものだ。だから、それと同種の笑えみを浮かべる新之助を見て、遊佐は戦せん慄りつした。


    　今、この少年は一つの領域を踏み越えたのだ。震えるような笑いが耳に届くと妙に喉が渇いて、遊佐は思わず唾つばを飲み下す。


    「こいつぁどうにも当てが外れたね……。甘い甘いと思っていたらこの調子だ」


    　髪を撫なで付けるふりをしながら、手の甲で額ひたいの汗を拭ぬぐって気を落ち着かせようとする。予想とは違うが、帳ちよう尻じりが合えばそれでいいのだ。遊佐が導く結論は変わらない。平静を装って言葉を継いだ。


    「本気であいつを追おうってんならお膳ぜん立だてしてやろうじゃねえの」


    　こちら側へ来るか。その問いはいつかもされたことだった。弱者の屍しかばねを踏み越えて、それでもなお進む道。新之助が踏み入れるべき領域ではないと、そう告げられた。


    　あのときは答えることができなかった。だが、今なら言える。


    「ああ、追ってやるよ」


    　乾いた笑い声の後に、新之助はそう告げる。さらりと流れるように言葉が出てきた。


    　世を捨てるということは、しがらみから抜けることだ。身分も立場も関係なく、浮き草浮雲根無し草。


    　だから、あの男はひょうひょうと笑っていられた。


    　なんて、悲ひ愴そうで冷たい笑顔だろう。それは今、自分の顔に浮かんでいるのも同じものなのだと、新しん之の助すけは気づいた。


    　誰だれとでも対等に言葉を交わしたあの男。


    　常に道化てみせて、誰にも本心を悟らせなかった男。


    　すべてを平等に扱うなら、それはすべてを無視することに等しい。何一つ特別に扱わず、誰にも感情を注がない。あの男は誰彼構わず笑顔を向けて、結局誰一人として深く関かかわりを持つことはなかった。


    　それがあの男なりの世の捨て方だったのだ。


    　これでいい、新之助はそう思う。これで浮世のしがらみは消えた、切り離された。もともと離れていた日常がさらに遠ざかっただけだ。もともと、持っていなかったものをひと時与えてもらった。それだけで充分だ。感謝こそすれ、恨みなどありはしない。


    　手放した代わりに、常識では届かなかった領域へと踏み出す。あの男も通った道。ならば、いずれ行き着く。


    　新之助はかすかな疼とう痛つうを覚えながら立ち上がると遊ゆ佐さに背を向けた。視界に入るのは江え戸どの町並み。それを眩まぶしそうに見つめて、背中越しに遊佐に問いかける。


    「まぁ、なんだ。どの道家族には二度と会うこともなさそうだ。生かすも殺すもどっちも変わりゃしねぇ。好きにしてくれ」


    　ばっさりと、それこそ一ひと太た刀ち加えたように新之助は言い切った。新之助を縛り付けていたもの、繋つなぎとめていたものがぷつりと音を立てて切れていく。遊佐はその様さまを如によ実じつに感じながら、たっぷり間まを取って言葉を返した。


    「そう言われちまうと殺し甲が斐いがねぇなぁ……。ま、世の中結果がすべてさ。お前がこっち側に来るならそれで構いやしねぇ。お前の枷かせにならないならつける意味もねぇ。無駄なことなんかしてもしょうがねぇのよ」


    「そうかよ。じゃあ、無駄なおしゃべりはなしだ。俺おれに何をさせたいんだよ?」


    「お、生き急いでるねぇ。若者はそうでなくちゃ。ま、ついてこいよ」


    　そう言うと、遊佐はより深い深い闇やみへと消えていく。誘い込まれるように新之助はその後へ続いた。


    



    　道の外れにあるのは一軒の夜鳴き蕎そ麦ばだった。中では親父おやじが一人、黙々と葱ねぎを刻んでいる。遊佐が暖簾のれんをくぐると、包丁の音が止やんだ。


    「ちょっくら借りるぜ」


    　袂たもとから取り出した一いち分ぶ銀ぎんを親父の掌てのひらに握り込ませる。それだけで、万事心得たのか親父は黙って屋台から離れていく。


    　何一つ聞かず、新しん之の助すけに視線を向けることもせずに通りの向こう側へ歩いていくと、そこでぴたりと直立不動になった。二人の会話から離れるのと同時に、通りを歩く人々を警戒しているようだ。


    「座れよ」


    　遊ゆ佐さがぽんぽんと自分の隣を叩たたいた。今にも朽くち果てそうな腰こし掛かけは叩かれるたびにぎしぎしと音を立てている。不安に思いながらも新之助は腰を下ろした。ぎっと一ひと際きわ大きく鳴ったものの壊れはしないようだ。


    　遊佐は調理場から徳とつく利りと猪ちよ口こを失敬すると手酌で注ぎ込こむ。ついで、新之助の分も注いだ。ほわっと熱あつ燗かんの湯気と酒の香りが立ち上る。


    「ま、まずは一いつ献こん。固めの杯さかずきといこうや」


    　小さく猪口を掲げると、遊佐はくいっと一息に飲み干す。新之助は躊ちゆう躇ちよしていたが、遊佐が無言で飲めと強要してくる。仕方なしに覚悟を決めてぐいっと呷あおった。


    　強烈な酒の香が突き抜けて、どっと熱いものが押し寄せくる。甘いんだか辛いんだかわからない。少なくとも、美う味まいとは到底思えなかった。


    　けほっと咳せき込むと、遊佐がけたけたと笑い声を上げる。


    「ともあれ、これでお前も公こう儀ぎ隠おん密みつの一員だ。ようこそ、ろくでなしで人でなしの世界へ。門かど出での一杯だ。酒も一味違うかい?」


    「別段うまかないがね。おいしい話のほうが聞きてぇよ」


    「まぁまぁ、そう急せくなよ。物事には順番ってもんがあるぜ。公儀の支配下に入った以上、お前にはいくつか制約がつく。そこんとこをわきまえてもらわなきゃ困る」


    　遊佐は新之助のつれない態度もどこ吹く風、相も変わらず手酌で注いでは干していく。


    「一つ、お勤めに関かかわることについては他言無用のこと。ま、大人なら当たり前のことだな」


    　杯で口を潤うるおすと、遊佐は新之助の返事を待たずに話し始める。


    「一つ、万事必要なものは己おのれの裁量にて取り計らうこと。ぶっちゃけて言っちまえばご公儀に金はねぇ。あったところで俺おれたちに出せる額なんざたかが知れてる。悪いがその辺は自分で用立ててくれや。それ込みでの報酬だと思え」


    　いかに幕府が弱体化したとはいえ、お抱えの秘密組織へ費用を用立てるのが難しいとは新之助には思えない。


    　経費削減の意味合いもあるにはあるのだろうが、むしろ機密保持の側面が強いのだろう。 役人連中が手配すると、余計なところで足がつく可能性がある。しかし、人として扱う必要のない連中であれば、いざというときに切り捨てることができる。


    　いかにも公儀隠密らしい、と新之助は皮肉交じりに苦笑した。


    　遊佐は一つ語るごとに猪口を呷る。


    「んで、最後にこいつが一番大事だ。一つ、不覚を取りしときはその命をもって責を負うこと。ま、要するに死んでもやれ、出来なきゃ死ねってことだ。やれやれ、仕事人の世界はほんと世せ知ち辛がらいやね」


    　嫌なことでも思い出したのか、遊ゆ佐さはだんっと猪ちよ口こを叩たたきつけるように置いた。所しよ詮せん、使われる者の末路などそんなものだと理解しながらも、やりきれない思いが身体からだから滲にじみ出る。


    「どうだ、誓えるか?」


    「選ぶ余地があんのかい?」


    　新しん之の助すけは問いに問いで返す。けれど、その問いの答えはあまりに明確でこれ以上の言葉を必要としなかった。


    　それを聞いて遊佐はくくっと低く笑った。


    「決まりだな。そんじゃお仕事の話と行こうか」


    　空になったままの新之助の猪口へ酒を注ぐと遊佐が切り出した。


    「お前には薩さつ摩まの先、吐ト噶カ喇ラって島々へ行ってもらう。そこで抜け荷を探れ。そんでもって、首謀者を殺せ」


    「薩摩、吐噶喇……、抜け荷?」


    　単語の一つ一つを聞きとがめて、新之助は半はん身みで遊佐を見る。表情には当惑と懐疑がありありと浮かんでいた。


    「ああ、なんかおかしいかい?」


    　ぐいぐいと調子よく酒を飲んでいるのに、遊佐は顔色一つ変えない。酔っているわけではなさそうだ。だったら、このおかしな発言は素面しらふで言っていることになる。


    「おかしいじゃねぇか。そんな大藩に俺おれが乗り込んでどうなるって言うんだよ。密貿易やってるって言うんなら、それこそ幕府が表立って処分すればいいだろうが」


    　にっと遊佐が笑った。しかし、瞳ひとみの奥底は笑っていない。濁った眼めは特にどうという感情も映しておらず、ただただ義務感だけがある。


    「お偉方は薩摩藩の抜け荷自体には目瞑つむってんだよ。見逃してやる代わりに、おとなしくしてろってことだ。だから、俺たちが動くのには別の理由がある」


    　幕府にとって、薩摩藩は例外なのだ。乱世の折から所領を削られることもなく、虎こ視し眈たん々たんと力を蓄え続ける南海の覇は者しやをまともに相手したくはない。なら、多少の手心を加えて、歓心を得るのが賢い選択だろう。


    　逆に言えば、それ以外の連中には容赦しない。


    「……薩摩藩以外の何かが抜け荷をやってるってことか」


    「半分正解。俺たちが動くんだぜ?　つまり、そこいらの木こっ端ぱ連中が抜け荷やってるわけじゃねぇのさ。そいつの正体を探るために表の役人を送っても、俺の部下を使っても、とんと音おと沙さ汰たがねぇ。何が絡からんでるか、わかるよな?」


    　きな臭い話に、新之助の肌が粟あわ立だつ。


    　単なる抜け荷であれば表立って幕府が動けばいい。だが、探索に出した密偵はことごとく音信が途絶える。これは尋常のことではない。尋常のことでないなら異常のことなのだ。であればこその妖よう異い改あらため。だが、この妖異改ですら消息を絶つ。


    　彼かの西南の地には何かがいる。その何かに対抗する手段として、遊ゆ佐さは新しん之の助すけを選んだのだ。つまりは、新之助の実力と性質に近似した存在が相手だということに外ほかならない。


    「さらに、もう一つ手がかりをやるよ。相手は、あの幕府が恐れて、潰つぶしたいと思う連中だ。飼いならすこともできず、持て余してる奴やつらだ。幕府が、将軍家が、その血筋が恐れるもの。さて、どんな奴らかねぇ?」


    　ぞくっと震えが来たのは寒さのせいではあるまい。恐怖とも歓喜ともつかない感情が背筋を走り抜けた。


    　なるほど、確かに新之助は無関係ではないらしい。むしろ、何な故ぜこうして遊佐が声をかけてきたのか納得がいく。おあつらえ向きの仕事だ。


    　新之助は手の中で弄もてあそんでいた猪ちよ口こを口に運ぶと、一息で飲み干した。その行動を了解ととったのか、遊佐が話を続ける。


    「薩さつ摩まに手の者がいる。お前が着いたら連絡するように言っとくから詳しいことはそこでな。そいつが殺されないうちに頼むぜ」


    　遊佐が冗談めかしたように言うが、とても洒しや落れには聞こえなかった。


    「ああ、すぐに発たつさ」


    　新之助はつっと視線を港のほうへと向けた。その先は未いまだ、ぬばたまの夜よ闇やみに濡ぬれている。逸はやる気持ちが一歩踏み出させた。


    「一人で行くのかい?」


    　遊佐の声が背にかかる。その声こわ音ねには試して遊んでいるような色があった。


    　確かめるように、愛刀を差しなおした。身一つで江え戸どへ来たのだ。なら、出るときも身一つで充分だろう。別の道を進むには似合いの格好だ。


    　暁ぎよう闇あんを見つめていると、ふと二人の少女の姿が思い浮かぶ。だが、別れを告げる必要もあるまい。自分は捨ててしまうのだ。別れの言葉すら言えぬのが、この別れにはふさわしい。


    「最初から、一人さ」


    「へっ。今の話を聞いても一人で充分たぁ、やっぱり化け物だな。人じん外がいはこうでなきゃ。心強いねぇ」


    　遊佐が短く笑うと、新之助も応こたえるようにくつくつと低く笑った。


    　自分に何が足りていなかったのか、気づいてしまった。


    　堕おちた先にしかあの男がいないならばどこまでだって落ちてやろう。あの男にならなければ追いつけないなら、あの男になってやろう。


    　肩を揺らして笑う新之助の姿が、遊佐には昔の相棒と重なって見えた。


    　捨てるの捨てたの申し開きもせず、まるですべてを忘れてしまったように呆ほうけて笑う。暗い表情一つ浮かべないのは、惜しみ懐かしみ悔やむ感情すら捨て去ってしまったからだろう。


    　ようやく追いつき始めた、そう実感して新しん之の助すけは歩き出した。


    　遊ゆ佐さは新之助が見えなくなるまで、その背を見送るつもりだった。何度となく、人を闇やみ夜よに引きずり落としてきた。だから、見届けるのは自分の責任だろう。


    「山やま手てへ監視を放ちますか?」


    　ぼうっと見つめていると、傍かたわらに手下の者が這はい出てきた。投げかけられた問いに、一思案してから返す。


    「いや、いらねぇよ。あの手の奴は裏切らねぇ」


    　部下はその言葉の意図を測りかね、困った様子で愛あい想そ笑いを浮かべていた。すると、遊佐は笑い声を上げる。


    「自分さえも裏切っちまったら他ほかに裏切るものなんてねぇのさ」


    　薄うす墨ずみを流したような藍あいの空には、傾き始めた月と消え入りそうな星が儚はかなげに光を放っている。払ふつ暁ぎようまでには幾ばくかというところだろう。だのに、その夜に限っては永遠に明けそうになかった。
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     弐　碇切　anger_anchor


    



    　潮の香りが強い。日も明けやらぬ刻限、薄暗いぶんだけ、目よりも鼻に訴える。遮しや蔽へい物の少ない港ではなおさらのことだ。


    　だが、新しん之の助すけの鼻はさほど匂においを感じていない。


    「……寒い」


    　すんすんと鼻を鳴らしながらこぼしてみる。


    　季節は冬である。厳冬と言ってもいいだろう。押し寄せる波は濤とうは散る度たびに、周りの空気を凍らせていくようだった。


    　そんな寒空の下、取るものも取りあえず、おっとり刀で出てきたことを軽く後悔してしまう。


    　だが、この身軽さは悪くない。追い縋すがってくるものを気にしなくていい。それは気が楽だ。


    　むしろ今までが異常だったとすら言える。違うものが無理して交じるからうまくいかないのだ。そんな簡単なことにも気づいていなかった。


    　鶴つるの群れに烏からすが混じることはできない。どれだけ羽根を白くしようとも首を伸ばしてみても笑われこそすれ、受け入れられることなどない。


    　所しよ詮せん、烏は烏。一羽、夕暮れを飛び、山へと帰るだけ。ともに空を飛ぶことができるのは烏だけ。陽ひのあたる場所から、夜へ夜へとひたすらに飛ぶ。


    　暗いところだけを見つめていればいい。闇やみの中に眼めを凝こらしていなければ、あのどこまでも深い黒い夜へと消えていった者には追いつけない。


    　懐かしむのはすべてが終わってからでいい。


    　冬の乾いた中にあって、潮風はべとつくようだった。寒さで軋きしみそうな身体からだをぶるっと震わすと、新之助は埠ふ頭とうへ向かって歩き出した。


    　とりあえずは船を確保しなければならない。


    　目指すは薩さつ摩ま。


    　この国の南西部に位置する大藩である。その気風はまさしく勇猛にして剛ごう毅き。天下分け目の合戦においては敗軍となるも、所領を削られることもなく、乱世の精神を未いまだ宿している。かの東とう照しよう大だい権ごん現げんですら今いまわの際に恐れ、その遺い骸がいを西に向けよと遺言したという。


    　海路ですら江え戸どから四十五日。これだけ離れていれば異国の地と言っていいだろう。人づての印象や噂うわさ、書物に散見する情報くらいしか知る手立てはない。


    　江戸の庶民にとって、箱はこ根ねから先はこの世の外、気張りに気張って伊い勢せ参まいりが関の山。薩摩なんてところはよほどの用がない限りは行かない。


    　それほどの旅路を新之助は行こうとしている。


    　薩摩へ向かう以上、まずは船の調達をしなければならない。陸路も考えたが、どのみち新之助の足では途方もない時間がかかってしまう。ことは迅速を要するのだ。となれば、海路しかあるまい。


    　だが、公こう儀ぎ隠おん密みつ妖よう異い改あらための仕事とはいえ、船までは用意してくれない。


    　万事、己おのれの裁量にて取り計らうこと。特殊な環境下にある以上、常に指示が仰あおげるとも限らない。したがって己の判断と実力をもって行動することが求められる。


    　遊ゆ佐さが言うにはどうやらそういう建前らしい。そうした理由は確かにあるのだろうが、実際のところ、新しん之の助すけと幕府との繋つながりを知られたくないのだろう。新之助がしくじったときにもみ消しやすくするための、言ってみれば蜥蜴とかげのしっぽ切りだ。


    　だが、それでもいいと新之助は思う。相手が利用してくるならこちらも利用するだけのことだ。何より自分一人で行動させてもらえるのはありがたかった。


    　埠ふ頭とうでは水夫たちが大おお坂ざかからの荷を下ろしている。威勢のいい声が飛び交い、所狭しと駆け回っていた。


    「おーい……」


    　新之助は軽く声をかけるが、聞こえていないのか誰だれ一人としてこちらへは寄ってこない。


    　さっきからちらちらと新之助を見てはいるが、気に留めず作業を続けている。


    　相手は仕事のまっただ中なのだ。邪魔をするわけにもいくまい。ここは大人の判断である。空気を読むこともまた大事なことだ。とにかく、作業が一段落するのを待つべきだろう。


    　一人ぼうっと突っ立っていると、みゃーみゃーと海鳥が鳴き始めた。東には日輪が見えてきている。


    　朝方になって、ようやく荷下ろしは終わりつつあるようだった。


    「やっと終わったか……」


    　新之助は待ち続けたいらいらをかみ殺してゆっくりと歩き出した。近くを通りかかった男に話しかける。


    　調子を合わせて適当な言葉を繋つなげていけばいい。難しいことなどないのだ。誰一人として自分にとって特別な人間などいない。飄ひよう々ひようと軽々と気安く馴なれ馴れしく声をかければいい。


    「あー、おい。ちょっといいか?」


    「あん?　……お、お侍!?」


    　男は振り向いて新之助の姿を捉とらえるとすぐさま後ろへ下がった。そのまま、するりと人の流れに交じって遠ざかっていく。


    　新之助はその様子を唖あ然ぜんと見ていたが、すぐに反省する。どうやら待ち続けたいらいらで殺気立っていたらしい。


    「いかんいかん。こういうときこそ笑顔だ。笑顔、笑顔……」


    　頬ほおをぐにぐにと解ほぐしてから、にっと口角を上げてみる。頑張って目元も緩めてみる。それを水みな面もに映してみて確認した。


    「よし。上出来な笑顔だな」


    　その状態を維持して、今度こそ近くの男に話しかけてみた。


    「おい。少し、尋ねたいんだが」


    「あ?」


    　一人の水夫が振り返った。だが、新しん之の助すけの顔を見ると、ひくっと眉まゆ根ねを動かす。


    「なんだそのにやけた面つらぁ。喧けん嘩か売って……って侍かよ」


    　小声でぼやいた後に、ちっと盛大な舌打ちをすると、くるっと踵きびすを返して去ってしまう。


    「……どうしろってんだよ」


    　新之助は片かた頬ほほをひくひくと動かしながら呟つぶやいた。


    　いっそのこと、刀を抜いて船に乗り込んでやろうか、と危険な考えが頭をよぎる。実際、交渉するよりもはるかに成功率は高いだろう。


    　出発直前の船に乗り込んで、船頭の身柄を抑える。問題はこちらが一人なので寝込みを襲われる恐れがあることだ。二日くらいは寝ないでも大丈夫だから、その間に行けるところまで行って、近くの港へ着いたら上陸。休息を取った後、今度は別の船を襲えばいい。こうして、乗り継いでいけば一人でも大丈夫だろう。


    　残る懸念材料は、水夫たちが船頭の命を顧かえりみずに反撃してくる場合だが、半分くらい打ち倒してやればおとなしくなるだろう。もしくは、積み荷の半分をやるとか条件を持ち出せば味方を作ることができるかもしれない。


    「問題ないな……」


    　問題があるとすれば、そんな妄想をしてしまう自分の性しよう根ねだろう。しかも、妙に現実味があるところがなおさらに厄介だ。


    　新之助はひどく深いため息をついて、暗い情念に満ちた計画を心にしまい込む。


    　今回は隠おん密みつ行動でなければならないのだ。目立たないために、商船に潜り込むのに、これでは本末転倒である。


    「さて……、どうするかな……」


    　新之助はしゃがみ込んで、足あし下もとの石を拾って海へと投げた。ぴしぴしっと水面を跳ねて、四回目で沈んだ。


    　新之助の気分は石よりも深く沈み込んでいる。港へ来てから一いつ刻ときと経たっていないのに、早くもやさぐれ気分である。


    　あの男ならばどうするだろうか。そんなことばかりが頭をよぎる。


    　どうせ、適当に調子を合わせて言い包くるめてさっさと船を調達してしまうのだろう。相手のことなんてお構いなしにずかずかと人の心に土足で踏み込んで、踏み荒らしていくのだ。


    　ごろりと寝転がってみると、明け切った青い空が眩まぶしい。


    　みゃーみゃーという声が聞こえて、思わずあたりを見回した。青い空の中に、ぽつんと白い点。声の正体を見つけた。


    　確か、あの鳥の名は海うみ猫ねこと言ったか。


    　風の中を自由気ままに飛び回る姿にふと白い少女の面おも影かげがよぎる。


    「帰るって選択肢はないんだったな」


    　退ひくことはもうできないのだ。


    　どうしてこうなってしまったのか。遊ゆ佐さと出くわしたときか、それともふくろうと出会ったときからか。もしくは、この眼めを持って生まれたときからか。はたまた、もっと遥はるか前、新しん之の助すけには考えも及ばないほどの昔からか。


    　宿命、とあの男は言った。ならば、この道筋すらもそうなのかもしれない。


    　雨が河を流れ、海に注ぎ、また天から降り落ちてくるように、太陽が東から昇り、西へと落ちるように、すべて決まっていたことなのかもしれない。


    　高くなり始めた朝あさ陽ひを薄目で睨にらみつけていると、ふと陰った。


    「ちょっと!　だいじょぶかい!?　しっかりおしっ!」


    　新之助の傍そばに立った人間は耳元で大声で喚わめくと腕を掴つかんで脈を取り始める。寒空の下で倒れていれば、死体と思われてもおかしくはあるまい。新之助が生きていることを確認すると、ほっと胸を撫なで下ろした。


    　逆光でよくは見えないが、船乗りのような格好をしている。だが、声の感じでは年若い女のようだった。


    「ああ、びっくりした。行き倒れかと思った……」


    　人に話しかけられて、それをやんわりと遠ざけたいとき、どうすればいいか。答えは簡単だ。適当なことを言っておけばいいのだ。
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    　相手に個人としての意義を見み出いださなければ人も木石も変わらない。まったく受け付けないことと、すべて受け入れてしまうのは結局根幹のところで同じなのだ。


    　へらへら笑って飄ひよう々ひようと受け流してやればいい。


    「女、なのか?」


    「どう見たって女だよっ!　これはサラシを巻いてるからであってほんとは……ってそんなことはどうでもいいんだよっ!」


    　一人愉快にはしゃぐ少女をよそに、新しん之の助すけはゆっくりと身体からだを起こした。


    「誰だれも言ってねぇよ……」


    「そ、そっか……。まぁ、行き倒れじゃないんなら心配いらないね。でも、こんなところで寝てたら風邪引いちまうよ」


    　少女はすっとかがみ込んで新之助に視線を合わせてくる。


    　冬も盛りだというのに、少女の肌は浅黒く日に焼けていた。胸元に巻かれた白いサラシが眩まぶしい。きつく巻いていてこの量感なのだからさぞかし立派なことだろう。


    「……どこ見てんのさ、この助平」


    「い、いや、これは事故だろっ!　冤えん罪ざいだっ!　間まが悪かったんだ!」


    　自分の無罪を主張するために、新之助は視線を上にぐいと上げる。断じて名残なごり惜しくなどない。間が悪かったのだ。決して、魔が差したわけではない。


    「なんだ、大きな声出るじゃないのさ。蚊とんぼみたいな声だったから心配しちまったよ」


    　少女は安心したように笑う。明るい面おも差ざしは健康的な肌と相まって、太陽の光に似ている。だが、今の新之助にとっては、それこそ真夏の太陽のように辛つらいものだ。


    「……そいつは悪かったな。別にどっかおかしいわけじゃない。冬晴れが気持ちよかったんでな、ちょっと寝転がってただけだ。気にしないでくれ」


    　あからさまな無視は得てして人の気を引きやすい。人と人が言葉を交わすのはごくごく自然なことだから、その流れをぶつ切りにすれば、それだけで違和感を抱いだかれる。


    　だから、本当に誰とも話したくないときは、なるべく楽しそうな雰囲気を演出したほうがいい。角かどを立てずに丸く収めておけば、つるっと滑るように終わっていく。


    　新之助は上っ面つらで横滑りしていくような言葉でその場を乗り切った。


    　あとは欠伸あくびを一つかまして、眠いのだから邪魔をするなと印象付けてやれば誰も話しかけたりはしない。人付き合いが苦手なせいで人を遠ざける余計な技術だけは身に付いていた。


    　空から欠伸をした後、すっと目を閉じる。だが、本当は眠さを見せつけるためだけではない。


    　聞くのも見るのも嫌だから、新之助は目を閉じた。これ以上、あの笑顔と向き合っていると、捨てたものが追いすがってくる気がした。


    　二人の間を冷たい風が吹きぬける。


    　少女は一つ溜ため息いきをつくと、すっと立ち上がる。その場を動く気配がした。


    　これでいい。大おお久く保ぼ新しん之の助すけと関かかわる人間は一人でも少ないほうが都合がいい。


    「ねぇ、あんた腹減ってるでしょ?」


    「は?」


    　不意にかけられた声に、新之助が瞼まぶたを開く。すると、目の前には腰こしへ手をやった少女が仁王立ちしていた。


    「なんていうかさ、そんな捨て犬みたいな態度とられちゃうとほっとけないんだよねぇ。あたしの悪い性分だよ、ほんと」


    「お前、人の話を……」


    「ああ、いいっていいって気にしなくて!　うちはあんたみたいな食いっぱぐれた水夫を何人も抱えてるんだ。一人くらい増えたってかまやしないよ」


    「……だから、人の話聞けよ」


    　だぁっと滝が流れ落ちるように話を始める少女に、新之助はたじたじっとしながらも、反論を試こころみる。だが、まっすぐな笑顔を向けられてしまうと言葉が出なくなってしまう。駄目押しに、澄んだ瞳ひとみが見つめてきた。


    「何思いつめてるのかあたしにはわかんないけどさ、空すきっ腹じゃろくなこと思いつかないよ?」


    「いや、別に腹が空いてるわけじゃ」


    　言いかけると、くくぅと小さく腹が鳴った。思い返せば昨日の昼から何も食べていない。道場で激しく身体からだを動かした後、遊ゆ佐さとやり合ってそのままここへ来たのだ。とっくのとうに胃は空からっぽだった。


    　一度括くくった腹も、空きっ腹では緩むらしい。軽くいなしても、打ち切ってもその綻ほころびへにこにこ笑いながら踏み込んでくる少女に、新之助の調子は早くもくるわされ始めていた。


    「腹が減っては戦はできぬ、でしょ。お侍さん」


    「いや、武士は食わねど高たか楊よう枝じと言ってだな……」


    　新之助はもごもごと言い募る。だが、少女は豪快に笑って新之助の肩を叩たたいてきた。


    「据すえ膳ぜん食わぬは男の恥っ!　ほらっ!　黙ってついてきなっ!」


    「少し使い方間違って──」


    　言い終わらないうちに、少女は新之助の襟えり首くびを掴つかむと、鼻歌交じりにずるずると引きずり始める。


    「さぁてと。何がいいかなー」


    　朝あさ餉げの献立をあれやこれや思案している風の少女を見ていると、無理やりに腕を振り払うことなどできそうもない。困惑に眉まゆ根ねを寄せながらも新之助は黙って引きずられていく。


    　どれほど強く北風が吹きつけても、暖かく照らす太陽には敵かなわないらしい。


    



    「まったく……、こんな大変なときにあの馬ば鹿か娘はどこをほっつき歩いてるんだか」


    　喜き兵へ衛えには頭痛の種が二つある。


    　一つはここ最近の海の様子だ。廻かい船せん問どん屋やを営む喜兵衛にとっては、命に関かかわることといっても過言ではない。


    　船が一隻せき沈めば莫ばく大だいな損害が出る。二隻、三隻と沈めば首を括くくる羽目になるだろう。この時期、北きた前まえのほうならいざ知らず、坊ぼうの津つから江え戸どにかけての海が荒れることなどほとんどない。事実、今度の廻船も大半が無事に江戸へと入ってきている。


    　その一方で、何隻か行方ゆくえ知れずになった船があるという。このまま船が戻らなければ三軒隣の駒こま込ごめ屋やは夜逃げしてしまうかもしれない。そこに貸し付けてあった金をどうにか回収しないとこちらも焦げ付いてしまう。死人に鞭むち打つようで後味は悪いがこちらも商売だから仕方がない。何より、いつ自分の船が沈むとも限らないのだ。今回はたまたま駒込屋の船が被害にあったが、いつこちらへ災難が降りかかるか知れたものじゃない。


    　手文庫にしまってあった証しよう文もんを引っ張り出して、内容を確認すると番頭に渡す。早く処理しなければ単なる紙切れになってしまう。


    「やれやれ、とんだ災難だよ、ほんとに。それにしたって、おかしな話だね……」


    　喜兵衛は傍かたわらで算そろ盤ばんを弾はじいている番頭に話しかける。


    「荒れてたってわけじゃないんだろう?　なのに、どうして沈むかねぇ」


    　ぱちり、と算盤の玉が止まった。


    　番頭はきょろきょろと店の中を見渡して、周りに誰だれもいないことを確認すると、喜兵衛ににじり寄ってそっと耳打ちをした。


    「旦だん那な様、そのことなんですが……沈んだ船の近くで漁いさり火びが燃えていたそうですよ」


    「うん……漁火?」


    「はい」


    　番頭が神妙な顔をして頷うなずく。喜兵衛ははっと鼻で笑った。海で漁火が燃えているなんてことをおどろおどろしく語る番頭に呆あきれてしまった。


    　魚を漁船のほうへ誘い寄せるために火を焚たくなど、よくある光景だ。ことに烏い賊か釣りの季節から外れていない今ならなおのことだ。


    「何を言ってるんだい。漁火くらい珍しくともなんともないだろう。烏賊釣りだか凧たこ揚げだか知らないけどね、そんなものに船が沈められるもんかい」


    「いえ、誘われたのが烏賊ならよかったんですが、船が誘われていったのだそうで」


    「するってぇと何かい。お前さん、舟ふな幽ゆう霊れいのせいだとでも言うのかい?」


    　喜兵衛が冗談めかして聞いてみると、番頭はすっと目を伏せた。いつのまにやら後ろで聞き耳を立てていた丁でつ稚ちと女中も何事か言い交わしている。この様子を見ると、どうやらすでに噂うわさになっているらしい。


    「はっ、馬ば鹿かだね、お前さんは。寄よ席せで仕入れてきた怪談話かい、そりゃ。あやかしだかなんだか知らないけどね、そんなものはまやかしだよ」


    「そうだといいんですが……」


    　喜き兵へ衛えの言葉にも番頭は納得していない風だ。店の柱がこうでは下の者に示しがつかない。案の定、小僧たちも噂話に花を咲かせている。


    　またずきりと痛む頭を撫なでさすって、喜兵衛はその輪の中へ入っていく。胸の前でだらりと両手をぶら下げると、ひゅーどろろと口ずさんだ。


    「一枚、二枚、三枚……小判が一枚たりなぁいってね。ほんとに怖いのはね、あやかしなんかじゃなく、赤字だよ。わかったら、ちゃっちゃと仕事しておくれ」


    　手でしっしと小僧たちを追いやると、喜兵衛は奥の間まへと消えていく。いったんは蜘く蛛もの子を散らしたようになっていた小僧たちは、またひょっこり集まって噂話に尾ひれをつける作業に戻っていった。


    



    　母おも屋やに繋つながる渡り廊下を喜兵衛は歩く。今日は底冷えのするような寒さで、足た袋びの裏からしんしんと冷たさが這はい登ってくる。


    　風邪でも引いたら、なおさら頭痛がひどくなってしまう。喜兵衛は襟えり元もとを掻かき合わせて身震いを一つした。早いところ、母屋へ入ってねんねこ半はん纏てんを着て生しよう姜が湯ゆでも飲みたいところだ。


    　背中を丸めてまるで猫のようになっている喜兵衛の視界に中庭の松が入ってくる。店を始めるときに植えてから随分と月日が経たち、今ではしっかりと根を張って多少の風ではびくともしない。枝ぶりもよく、自慢の木だ。この庭自体が喜兵衛の道楽で造られていて、最高の逸品だと自負している。


    　最近は忙しくて庭を見るゆとりもなかったな、と思い、心安らかにして見渡してみる。


    　また頭痛がした。


    　きゃんきゃんと無数の犬が大挙して現れ、楽しげに走り回っては、あちらこちらを掘り返す。愛する松の木は猫によって爪つめ研とぎにされていた。


    　坂を転がるように痛みを増していく頭を抱えて、喜兵衛は母屋を走り回る。無数の部屋の襖ふすまを開あけては、もう一つの頭痛の種を探し出した。


    　それは台所に立っていた。上機嫌に鼻歌交じりで鍋をかき回している。


    「これっ!　加か絵えっ!」


    「ひゃぁっ!」


    　少女は名前を呼ばれて飛び上がると、恐る恐る後ろを振り返る。


    「お、おとっつぁん……」


    　愛まな娘むすめはどういうわけか船乗りの格好をしている。見ているこっちが寒くなるような薄着だ。


    「お前ね、生き物を拾ってきたら最後まで面倒を見ろとあれほど言っただろう。躾しつけまでちゃんとやりなさい。おかげで、あたしの庭がひどいことに……」


    　そこまで言いかけて、加か絵えの目がこれでもかというくらいに泳いでいることに気づく。これほどの薄着だというのに、だらだらと汗をかいている。まさか、かまどの前にいるからということもあるまい。


    　もう十六年もこの娘の父親をやっているのだ。こんな反応には慣れている。


    「お前……、何か隠してるね?」


    「べ、べべべ別に何もないっ!　何も隠してなんかないっ!」


    　言いながら、加絵の視線は土間に一番近い部屋へと送られている。


    　それを見て喜き兵へ衛えは深々と溜ため息いきをついた。


    「素直な娘に育ってくれたのは嬉うれしいけどね。そこまで真まっ直すぐだとただの阿あ呆ほうかと疑いたくなるよ……。それで、今度は何を拾ってきたんだい?　犬かい?　猫かい?　鳥ならまだいいけどね、虫なんてのはやめておくれよ」


    　つかつかと問題の部屋のほうへと喜兵衛が歩くと、加絵はなんとか押しとどめようと襖ふすまの前で大きく腕を広げて立ちふさがる。


    「何もないってばぁ!　ここには何もいないよぉ!」


    　可愛かわいい娘の言う言葉、信じてやりたい親心。しかし、可愛い娘だからこそ、心を鬼にしてこの襖を開あける。捨て犬捨て猫を見境なく拾ってきてしまう娘の優しさは好ましいが、これ以上増えられても困る。今度の件は厳しく言い聞かせなければならない。


    　喜兵衛は加絵をぐいっと押し退のけて、からりと襖を開けた。


    　その先にいたのは、茶ちや碗わんを抱えて、今まさに飯をかき込んでいる一人の少年だ。


    　二人の目が合う。


    　頬ほおに米粒をひっつけたまま、もぐもぐとよく噛かんでから、少年は飯を飲み込む。


    「……ドウモ。イタダイテマス」


    「ふぅ……、虫は虫でも悪い虫をつけてきたのかい」


    　喜兵衛はまたぞろ始まった頭痛に頭を抱えた。


    



    　静かな部屋の中では、かたかたと茶碗と箸はしとが鳴る音だけがよく響く。


    　喜兵衛の前に座る少年はよほど腹が減っていたのか、無心で飯を貪むさぼる。横では、加絵があいた茶碗に甲か斐い甲が斐いしくお代わりをよそっていた。


    　もともとお節介な娘だが、こうも世話を焼いている姿を見ると、父親としてはいくらか複雑な心境だ。普段、阿呆なことばかりしでかす子なので忘れていたが、この子も娘、十六なのだと改めて思い知る。


    　少年はむぐむぐとひたすらに箸と口とを動かしている。喜兵衛の見た限りでは、存外上品な食事だ。作法もきちんと心得ている。姿勢もよく、所作の一つ一つに育ちのよさが窺うかがえた。だが、身なりはぱっとせず、髪の毛もぼさぼさでしっかり髷まげを結ゆっていない。おそらくは浪人者だろうと当たりをつけた。


    　しかし、家の主あるじを前にしても、ひたすらに飯を食うとは只ただ者ものではあるまい。よほどの阿あ呆ほうか。それとも、相当な英傑か。ただ、その豪胆さは嫌いではない。


    　加か絵えがいそいそとお茶の準備をし、少年の持つ空からの茶ちや碗わんにたっぷりと注そそぎ込む。それをぐびぐびと飲み干して、やっと少年が一息ついた。


    「それで……。おたく、一体何者なんだい?」


    　喜き兵へ衛えもお茶をすすって尋ねた。喜兵衛に出されたのは出で涸がらしの、ほとんど白さ湯ゆみたいなお茶だった。それを飲むと、味はしないのにやけに渋く感じられる。


    「うちはね、荒くれ者だって出入りするような所だ。お世辞にもお行儀がいいとは言えない連中さ。でもね、娘に近づこうって奴やつは別だよ。これでも、父親なんでね」


    　じろりと値踏みするような目で少年を見る。


    　名乗ることに躊ちゆう躇ちよがあるのか、少年は言いあぐねている。見かねて、喜兵衛は自分から名乗った。


    「あたしは高たか田だ屋や喜兵衛。廻かい船せん問どん屋や高田屋の主人をやってます」


    「高田屋……」


    　少年ははてと小首を傾かしげる。が、喜兵衛はそれを気にも留めずに付け加えた。


    「それと、ここの馬ば鹿か娘、加絵の父親ですよ」


    　馬鹿娘と呼ばれて、加絵が身を小さくする。反論してこないところを見ると、自分でも自覚はあったらしい。


    「あ、あのおとっつぁん!　べ、別に新さんは悪い人じゃないと思うんだ。その、なんて言うか、犬っぽくて、つい……」


    　喜兵衛は娘のでこをぺんっとはたく。いつのまにやら、新さんなどと気安く呼ぶ仲になっているのも気に入らない。


    「つい、で人を拾ってくるんじゃないよお前は。大体ね、どこの馬の骨とも知れない男を家にほいほい上げるんじゃありませんよ。そんなことしてたら命がいくつあっても足りやしない。盗ぬす人つとだったらと思うと……、それこそ盗人に追おい銭せん」


    「おとっつぁん、そんな言い方はっ!」


    　加絵にきっと睨にらみつけられ、喜兵衛ははっと口を噤つぐむ。少年のほうへ身体からだを向けて、取り繕つくろうように言った。


    「いえね、お前さんのことを言ってるわけじゃありませんよ。見たところ、浪人さんのようだが、元は良いところの出でしょう」


    　出自の話に及ぶと、少年はいささか居住まいを正す。懐かしむように、ゆっくりと口を開いた。


    「故く郷には、山やま手てです」


    　少年の瞳ひとみが遠くを、あまりにも遠くを見ていることに喜き兵へ衛えは気づいた。歳とし若い風ふう貌ぼうに似合わないその瞳は多くの絶望を、たくさんの哀かなしみを映してきたのだろう。真冬の凪ないだ海のような冷たく澄んだ目に、喜兵衛は一瞬心を奪われた。


    「大おお久く保ぼ新しん之の助すけです。今は素浪人、かな?」


    　はっと我われに返ってから、喜兵衛は今言われた言葉をすぐに反はん芻すうする。


    　頭の中に人々の関係図が引っ張り出される。高たか田だ屋やにとって最大の顧客とそれに関かかわる人々を早急に洗い出した。


    　喜兵衛にとって、山手という土地は馴な染じみ深い。一万五千石の小藩ながらも、筆ひつ頭とう家が老ろう、田た町まち意おき次つぐは辣らつ腕わん宰さい相しようとして知られ、産物の専売制、さらに三角貿易と藩財政を潤うるおす政策を実行している。そして、高田屋こそがその共同事業者なのだ。ともすれば、癒着とも映る構図だが、それだけに利益を独占的に得ることができている。


    　一番の得意先なのだから、当然、主要な人物については把握していた。


    「大久保?　山手……。も、もしや、中老の元げん之の丞じよう様のご子息で?」


    「あ、ああ。よくご存じですね……ま、次男なんで家はあまり……、いや、今はもう関係ないですけど。──あ、そうか。高田屋って田町さんの」


    　少年、新之助は驚きに身を仰のけ反ぞらせてから、何か思い出したらしい。だが、驚きの度合いで言えば、喜兵衛のほうが遥はるかに上をいく。そして、さらに思い出したことの重要さでも遥か上を行く。


    「い、いやいやいや、これは大っ変失礼致しました。先ほどの暴言はどうかお忘れくださいませ」


    　喜兵衛が深々と礼をする。もはや土下座に近い。


    　父親が平伏している姿を見て、加か絵えは目をぱちくりさせている。大おお店だなの主人がここまでへりくだる姿など初めて見た。


    「ええっ!?　あんた偉い人なの!?」


    「これぇっ!　加絵ぇっ!」


    　ぺしぺしっと素早く頭をはたくと、そのまま掴つかみ寄せて、加絵の頭も下げさせる。


    　高田屋にとって山手藩の存在は大きい。ましてや、大久保新之助といえば、田町意次のお気に入りにして、中老・大久保元之丞の息子むすこ。その上、藩内最強の剣士というおまけまでついているのだ。機嫌を損ねたら、それこそ命がいくつあっても足りない。


    「うちの馬ば鹿か娘が失礼致しました。お父上や田町様には常つね日ひ頃ごろお世話になっております」


    　ばたばたと必死でもがく愛まな娘むすめの頭をこれでもかと畳にこすりつけていると、恐縮しきった新之助の声が上から降りてきた。


    「よ、よしてください。偉いのは親父おやじたちであって俺おれじゃない。それにもう勘当されてるようなもんですから」


    　その声こわ音ねに何か物悲しいものを感じ取って、喜き兵へ衛えはゆっくりと頭を上げる。そこにあったのは先ほど見み蕩とれた瞳ひとみだった。


    「……恐れ入りました。そのお歳としでご自分のことを理解されている方は少ない。お侍というものは親の威光を笠に着て、横おう柄へいに振る舞う輩やからが多いというのに」


    「そんな大層なもんじゃない。俺には、もう家も故く郷にも関係がないだけですよ」


    　ぷいっと視線を外しながら新しん之の助すけが答えた。物もの憂うげな横顔だけが喜兵衛の視界にある。


    　武者修行、という単語が喜兵衛の頭に浮かんだ。大おお久く保ぼ新之助のことは田た町まちから聞いていた。確か、江え戸どへは剣術修行のために出てきているはずだ。剣名を上げるまでは、故郷にかかずらってはいられないのだろう。


    　だが、そうなると今度はそんな人がどうして加か絵えに拾われて、ここで飯を食っていたのかという話になる。


    「加絵や……。お前、一体全体どんな縁で大久保様と知り合ったんだい?」


    「へ?」


    　喜兵衛の手と畳に挟まれながら、加絵が間の抜けた返事をした。喜兵衛が手を離すと、こきこきと首を鳴らしながら話し始める。


    「ええっと……、港へ出たら、人が倒れてて、様子を見に行ったらほっとけなくて連れてきちゃった」


    　加絵はてへっと笑って誤ご魔ま化かしてみた。喜兵衛にできるのは溜ため息いきをつくことしかない。


    「……はぁ」


    「ちょっ!　可哀かわい相そうな目であたしを見ないどくれよ!」


    　喜兵衛は自分の娘を諦あきらめて、新之助へ水を向ける。


    「……ちと薩さつ摩まの先へ所用があって、乗せてくれる船を探してたんですが、なんというか、その、船乗りとうまく話がつけられなかったんで、途方に暮れてたところで」


    　新之助は所用がなんであるかは省いた。言うべきことではないだろう。ついでに、話がつけられなかったどころか、会話すらうまくいかなかったことも省いた。言うべきことではないだろう。


    「ほう、薩摩の先……」


    　喜兵衛は細かい内容は尋ねない。


    　代わりに、傍かたわらの加絵をちらと見る。新之助の言葉を真剣に聞き、うずうずとしている。


    　この娘は人や動物が困っている姿にひどく敏感なのだ。おかげで今にも死にそうな犬や猫を拾ってくるものだから、近ちか頃ごろは屋敷が獣けもの臭い。その加絵が手を差し伸べたということは、新之助はよほど切羽詰まっているのだろうと理解した。


    　だが、それでも言うべきことは言っておかねばならない。


    「少し、難しいかもしれませんな」


    「やっぱり簡単には乗せてくれないものですかね?」


    「いえ、そうではございません。今は時期が悪い。ついこないだ何なん隻せきか船が沈んだのです。わけもわからず、ね。舟ふな幽ゆう霊れいの仕し業わざだなんて言われて、船乗りはみんなぴりぴりしておりますよ。そこへお侍を乗せるというのは……少々嫌がられますかな。案外、気にしますので」


    「そうか……」


    　新しん之の助すけは朝方の出来事を思い返して、納得した。どうやら、この道行きはよほど不吉なものらしい。舟幽霊なんてものまで出てくるとは人の世を捨てた自分に似つかわしい。大した引きの強さだと自じ嘲ちよう気味に笑うと、知らず視線が下へ向く。


    　俯うつむいた表情を見ていると、加か絵えは自分まで気落ちしてしまう。


    　最初に彼の姿を見たとき、捨て犬のようだと思った。申し訳程度の小さな木箱に入れられて、鳴き声も上げずにじっと耐えている捨て犬。こっちが捨ててやったのだと強がって、その実、捨てられてしまったことに本当は気づいているに違いない。


    　けれど、その強がりが加絵には好ましい。そういう気概は嫌いではない。


    　喜き兵へ衛えによれば、拾ったものの面倒は最後まで見るべし、である。すなわち、加絵にはすでに責任がある。


    　ぐっと気合いを入れなおして、新之助の肩を叩たたく。


    「まぁさ。よければ今日はうちでゆっくりしておいきよ。待てば海路の日ひ和よりありって言うでしょ?　明日になったらちょっとはマシになってるさ」


    「は?　あ、ああ」


    　一瞬見せたしおらしさとは打って変わって、加絵は片目を閉じて楽しげに笑いかけてくる。新之助はその意図がさっぱりわからないが、勢いに圧おされてつい頷うなずいてしまった。


    　喜兵衛は加絵の態度を見て思うところがあるのか、またしても頭を抱かかえる。


    「はぁ……、蛙かえるの子は蛙、か。致し方なし。大おお久く保ぼ様、あたしからもお願いしますよ。よろしければ、今日はこちらでお過ごしください。では、一仕事ありますのでこれにて」


    　ことわざ親子があたふたと去っていくのを新之助は呆あつ気けにとられて見送った。


    



    　新之助の眠りは浅い。


    　襖ふすまの前で、しゅっと衣きぬ擦ずれの音がすると、それだけでぱっと目が覚める。誰だれかが、しゃがみ込んでこちらの様子を探っている。新之助は無意識にゆっくりと刀を引き寄せると、胸に抱いた。


    　こちらから声をかけることはしない。注意深く相手の出方を窺うかがって、いかようにも応じられるような気構えをしておく。


    「起きてるよね?」


    　加か絵えの声だ。新しん之の助すけは幾分警戒を解いて、刀から手を離す。


    「……ああ、起きてる」


    　返事を聞いて、ゆっくりと襖ふすまが引かれる。加絵は忍び足で部屋へと入ってきた。


    「よく、起きてるってわかったな」


    　新之助は素直に感心した。派手に物音を立てていれば別だが、普通、壁一枚、襖一枚隔てた部屋の様子などわかるものではない。それを加絵は、新之助が起きていることを前提に声をかけた。


    「や、別に大したこっちゃないよ。慣れない場所だとよく眠れないだろ?　あたしが拾ってくる犬なんかもさ、はじめのうちは眠りが浅いもんだからさ。一週間もすると慣れるんだけどね」


    「犬と一緒にされてもなぁ……」


    　こぼしてはみたものの、なかなか言い得て妙だった。今や、新之助は公儀の走そう狗くだ。皮肉なことに、犬呼ばわりはふさわしいのかもしれない。


    「さ、そんなことより船出だよ。ちゃっちゃと起きとくれ」


    　加絵は布団をぐいっと引っぺがすと、急せかすように新之助の身体からだを引き起こす。


    　片隅に残っていた睡魔を叩たたき出すように、新之助は頭を振った。


    「船出って……。おいおい、どういうことだよ?　説明してくれって」


    「船出は船出さ。こいつはね、好機なんだ。あんたも聞いたろ?　今は薩さつ摩まのほうへ船が出てない。ということは、砂糖や唐から芋いもの値が上がる。ここで抜け駆けして買い占めちまえば大おお儲もうけさ!」


    「ちょっと待て、話についていけねぇ……」


    　新之助はまさしく寝耳に水の話に額ひたいを押さえる。心なしか頭痛がしてきた。


    「?　なんだい、案外察しが悪いんだね。いいかい、薩摩への船、薩摩からの船が出せないんだから、当然薩摩の産物がこっちじゃ足らなくなるでしょ?　そしたら、お金を多く出しても欲しいって人が出てくるじゃないか。そこで、あたしが買い占めたものを売り捌さばけば大儲けっ!　わかる?」


    「それはわかってるんだけどな」


    　新之助とて馬ば鹿かではない。決して賢くはないが、少し考えてわかる程度のことなら理解できる。問題は少しも考える余裕を与えてくれない質問に直面したときだ。


    「それで、なんでお前が船を出すことになってて、俺を起こしに来るんだ?」


    「うっ、ううぅ、そ、それは……」


    　新之助に問いただされて、加絵は少し言葉に詰まる。しかし、まっすぐに見つめられてしまうと笑って誤魔化すこともできやしない。


    「ほら、あたし女だからさ……。女の船乗りなんて認められないし、周りの廻かい船せん問どん屋やからは白い目で見られちまうんだよ。そんなの、悔しいじゃないか」


    　加か絵えは俯うつむいてぽつぽつと語る。


    　確かに女の船乗りは認められていない。不浄の存在だからとか縁起が悪いからとか、とかく迷信めいた理由から忌き避ひされている。


    　さらに、婿むこもとらずに家を継つぐというのはこの界かい隈わいの常識ではありえない。加絵がこのまま家を継げば周囲との軋あつ轢れきは否いや応おうなく増し、いずれは取引を断たれるかもしれない。


    「だから、今しかないんだ。周りが何もできないときにあたしだけができることをする。そうやって結果を出せばあの人たちだって、きっと……」


    　無理やりにでも認めさせてやるのだ、と加絵がぎゅっと拳こぶしを握り込む。


    　迷信に打ち勝つには新たな迷信を作り出すしかない。不幸の象徴が幸福を呼び込んでくれば、以前の迷信をひっくり返すことができる。


    　船がいくつも沈み、歴戦の船乗りたちが避けるような場所へ行って帰ってきたとなれば、加絵は船乗りたちの女神として尊そん崇すうを集めることだろう。そうなれば、いくら旦だん那な衆とて認めないわけにはいかない。


    　周りが身動きが取れない、今しか好機はないのだ。


    　その決意は固いだろう、新しん之の助すけにはそれが見て取れた。こうして自みずからの力で道を切り開こうとする姿は嫌いではない。


    「なるほどな……。んで、なんで俺を起こすんだよ」


    「……舟ふな幽ゆう霊れいが出たら怖いじゃないか」


    「はぁ?　なんつった?」


    　加絵の声があまりにも小さすぎて新之助は思わず聞き返した。


    「う、うるさいっ!　あんた侍なんだから庶民を護まもって当然だろ!　用心棒として使ってやるんだよ!　そのついでに、あんたを薩さつ摩まの先まで送ってやるのっ!　あ、こんなことおとっつぁんにばれたらあたし、死んじゃうから黙っといてね」


    　まだ、頭のどこかが眠っているのかもしれない。加絵の言っていることが半分もわからなかった。とりあえず、理解できた部分を問い返す。


    「薩摩の先へ行ってくれるのか?」


    「べ、別にあんたのためじゃないよ!?　買い付けがあるから行くんだよっ!?　あんたのことはそのついでなんだからっ!　あ、あんたも困ってそうだし、それに拾ったら責任取らないと……。ああ、もうどっちなんだい!　行くのっ!?　行かないのっ!?」


    　何に照れているんだか、加絵はそっぽを向いている。


    　薄うす闇やみの中でもはっきりわかるくらいに、顔を真っ赤に染めている加絵を見て、新之助はずいぶんと久しぶりに笑った。


    「わりいな。お言葉に甘えさせてもらうよ」


    「よしきた。ちゃっちゃと支し度たくしなっ!」


    　加か絵えは言い捨てるとその場を駆け去っていく。最初の忍び足が台無しなくらいに豪快な走りだ。この分では、喜き兵へ衛えどころか店中の人間が跳ね起きることだろう。


    



    　準備を終えると、新しん之の助すけは店の裏口からすっと外へ出た。身に帯びているのは、小さくまとめられた風ふ呂ろ敷しき包み。中には書物が数点と矢や立たて、路銀が少々。腰には無銘の脇わき差ざし。そして、二尺二寸三分、鞘さやは黒塗り、鍔つばは銀ぎん無む垢く透かし彫り、愛刀・冷れい泉ぜい新あら鷹たか。


    　荷はこれだけだ。あとのものはいつのまにやらどこかへ消えうせた。


    　空を見上げると、まだ月が煌こう々こうと照っていた。空が白み始めるまでにはあと四し半はん刻とき、日が昇るには半刻はあるだろう。


    　港を見れば、冷たい夜気の中で、数人の男たちが諸もろ肌はだ脱ぎで縄を解ほどいたり、荷を運び込んだりしている。鍛きたえ上げられた肉体から湯気が立ち上っているのが遠目にも見えた。


    　その屈強な男たちを采さい配はいしているのは、加絵だ。積み上げた樽たるに上って、大声で指示を出している。その姿は女だてらに一いつ端ぱしの船頭のようだった。


    「お嬢っ!　いつでもいけやすぜっ!」


    　男が高々と拳こぶしを天に突き上げて、加絵に合図を送る。


    「よしきたっ!　総員、乗船して待機っ!　最後のお荷物積んだらすぐに出るよ!　念仏唱えて待っとけっ!」


    　加絵も応こたえるように手を振った。お荷物というのは新之助のことだろう。新之助も船へ向けて歩き出そうとした。


    「やれやれ、騒々しい娘ですよ、ほんと」


    　振り返ると、盛大に白い溜ため息いきを吐き出す喜兵衛がいた。


    「喜兵衛さん……」


    「ああ、別に止めようってんじゃありませんよ。ただね、一度沖に出たら、生きるも死ぬも五分五分だ。見送りくらいしとかないと、悔いになっちまうんですよ」


    　それを聞いて、新之助は言葉を詰まらせる。別れを告げておかねば悔いになる。その通りかもしれない。だが、もやもやとしたものを抱えながらも、後ろを振り返ることはもうしないと決めた。


    　喜兵衛は静かに押し寄せてくる黒々とした波を見ている。その瞳ひとみに怯おびえや恐れが見え隠れしていた。


    　同じなのだ、と新之助は感じた。剣けん客かくが剣に生き死にを賭かけるように、船乗りは船に生き死にを賭ける。父親である喜兵衛にとって加絵が心配でないわけがない。


    　だが、喜兵衛は新之助の気がかりを見て取ったのか、笑ってみせた。


    「なぁに、この程度で死ぬようにゃ育ててませんよ。あの子は、どういうわけか小さい頃ころから船乗りになりたがってね。どれだけ言っても聞きやしない。あたしがおとっつぁんの跡を継ぐんだって言い張ってねぇ……。そんなの聞いたら嬉うれしくなっちまって、ついつい仕込んじまいましたよ」


    　話してから、照れ臭そうに喜き兵へ衛えは顔を逸そらした。そういう仕草は加か絵えとよく似ていた。


    「俺おれのせいで申し訳ない」


    　新しん之の助すけにはそれしか言えない。加絵を海から守ってやることなどできないのだ。できるのは謝ること、そして、無事を願うことくらいだ。


    「謝ることなどございません。あたしは船乗りだが、商人だ。利がなけりゃ動きません。今回、売るのは山やま手て藩への恩でございます。これは高くつきますよ?」


    　算そろ盤ばんを弾はじくような仕草をしながら、喜兵衛が軽口を叩たたいた。


    「もっとも、あの馬ば鹿か娘はそんなこと考えちゃいないでしょうがね……。まぁ、馬鹿だがあれでなかなか大したもんですよ。あたしが言うのもなんだが、見た目もまずくないし、腕もいい。何より……優しい。自慢の娘です。──と、噂うわさをすれば影」


    　新之助を見つけて、加絵が寄ってくる。だが、その後ろにいる喜兵衛の姿を見つけて、ぎょっと立ち止まってしまった。


    「げげげっ!　おとっつぁん!」


    「まったく、この馬鹿娘ときたら……。加絵、よくお聞き」


    　喜兵衛の前に立つと、加絵の先ほどの威勢の良さはどこへやら、またぞろ説教されるのかと、しおしおと項うな垂だれている。


    「いいかい、今回はいつもより船が小さい。荷も少ないから舵かじの具合には気をつけるんだよ。潮の流れについてはおじいに従いなさい。あれはもう六十年も海の上にいるからね」


    「へ?　う、うん」


    「それから、船沈めたらただじゃおかないからね。……ちゃんと帰って来るんだよ」


    　最後に付け加えて、喜兵衛は娘の頭をがしがしと撫なでる。加絵の目は心なしか潤うるんでいたが、近くに新之助がいることに気づくと、喜兵衛の腕を払いのけた。


    「はっ、あたしを誰だれだと思ってるのさ。高たか田だ屋や喜兵衛の娘だよ?　まかしとくれよ。それじゃ、行ってくるね」


    　片手を挙げて喜兵衛に別れを告げると、加絵はくるりと回れ右をした。くいっと新之助を手招く。それを受けて、新之助も喜兵衛に一礼して歩き出そうとした。


    「大おお久く保ぼ様」


    　呼び止められて振り向くと、喜兵衛が深々と頭を下げている。


    「本末転倒なお願いではございますが……、加絵をお願いしますよ」


    「……心得た」


    　自分にできることなど限られている。海の上ならなおのこと。それでも、この真しん摯しな姿に答える言葉など他ほかにはなかった。


    



    　風が吹いた。帆を上げると、ばっと膨ふくらんで、前へ前へと進もうとする。


    「よし、碇いかり上げぇっ!」


    「おうよぉ!」


    　加か絵えの声に、勇ましい怒号が返ってきた。艀はしけから舫もやいを解き、碇をぎりぎりと巻き上げる。男たちが口々に掛け声を上げると、船はゆっくりと艀を離れていく。


    　出港である。


    　東から白み始めた空、月は色を薄くしながら西へと傾いていた。陸が徐々に遠ざかり、家々はどんどん小さくなっていく。男たちはばたばたと船上を駆け回り、慌あわただしい時間が流れている。


    　新しん之の助すけは刀やら荷物やらを一まとめにして茣ご蓙ざに包むと、手ごろな樽たるか何かを探して歩く。加絵いわく、あまり侍は受けが良くないので、しばらくは隠しておいたほうがよいのだそうだ。


    　隅のほうにちょうどよい塩あん梅ばいの空の木箱があったので、中に入れて紐ひもで括くくる。


    　と、近くの樽ががたがたっと動いた。


    「揺れるなぁ……」


    　新之助は初めての船旅に感慨深そうに呟つぶやいた。
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    　加か絵えのほうを見上げると、加絵は相変わらず、大声で何事か指示を飛ばしては、空を見上げ、海面を見つめ、思い直したようにまた指示を飛ばしている。


    　新しん之の助すけは手持ち無ぶ沙さ汰たな気分で壁に寄りかかりながら、遠ざかる江え戸どを見ていた。もう戻ることはないのだろう。やっと実感が湧わいてくる。


    　内海は波もなく、至し極ごくゆっくりと船は進む。湾から出ると、潮の流れが強くなるのか、船は僅わずかに揺れを増した。その代わりに風を捉とらえやすくなったのか、ぐいぐいと速度を上げ始めた。


    　ようやく一息ついた加絵は水みず瓶がめから柄ひ杓しやくで水を掬すくうと、ごくりと飲み干す。水夫たちもいくらか落ち着いたようだ。


    「さてと……。はい、みんな集合っ!」


    　ぱんぱんと加絵が手を打つと、水夫たちがぞろぞろと集まってきた。何か始まるのだろうかと、新之助も遠巻きに見つめている。


    　だいたいの連中が揃そろったことを確認すると、加絵はすうっと大きく息を吸い込んだ。


    「お前たちはなんだっ!」


    「高たか田だ屋や水軍でありやすっ!」


    「高田屋水軍とはなんだっ!」


    「最強、最速、最安値っ!　安心と信頼の廻かい船せん問どん屋やでありやすっ!」


    　突然の出来事に、新之助は固まった。加絵の問いかけに男たちが声を揃えて答えている。一糸乱れぬ呼吸で交わされる問答は異様だ。はっきり言って、船から降りたくなった。


    「よし、上出来だっ!　今日はお前たちに新しい仲間を紹介しちゃうぞ!」


    　加絵が実に楽しそうに叫んだ瞬間、新之助はとても嫌な予感がした。つかつかとこちらへ歩み寄ってくる加絵の姿に新之助は思わず後じさったが、屈強な男たちに囲まれていて、逃のがれる場所がない。見渡す限り筋肉だ。


    「こいつは新入りの新之助だ。新ちゃんって呼んでやれっ!」


    「新ちゃぁんっ!!」


    　声が野太い。


    　地の底から這はい出るようなおどろおどろしい声が新之助の腹に響いてくる。豊かに発達した筋肉が奏でる音律はまるで地獄への呼び水だ。耳じ朶だを打つたび、頭がくらくらして、船酔いよりも強烈に胃の腑ふを締め上げる。


    　筋肉達だる磨まの集団が放つ熱気に負けて、新之助はがくりと頭を垂れる。


    「よ、よろしく……」


    　高田屋水軍に新たな仲間が増えた。
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    　江え戸どを離れて、早はや二、三週間が過ぎた。といっても、日のあるうちしか船を進めていない。夜になると、近くの港や湾に入って過ごしている。新しん之の助すけの見る限りでは、どうやら常に陸地に沿って進んでいるようだった。確かに、これなら迷いようもないだろう。その代わりに、陸地が見える時刻でなければ船を進めることができない。


    　新之助にとって、夜に休めるのはありがたかった。出港してからこのかた、昼間は常に雑用に使われている。今日も今日とて、荷を動かしたり魚を釣らされたりと忙しい。


    「よっ、ちゃんと働いてる?」


    　後ろから声をかけられた。


    「ああ、おかげさまでな」


    　皮肉を込めて、新之助はじろりと加か絵えを睨にらみつける。


    「拗すねない拗ねない。だいたい、ただ乗りしようなんて甘いんだよ。働かざる者食うべからずってやつだよ」


    「そりゃ、わかるけどな……」


    　そこまでは新之助もわかる。浮世にあっては当然のことだ。ましてや、船という特殊な環境にあっては、ただ飯めし食らいの役立たずを乗せている余裕などない。


    「ただ、わからんのはあれだ。あの掛け声とかなんだよ。聞いたことねぇっつーの」


    「ええ?　別に普通だろ?」


    「いやいやいや、ざっと見た限り、他ほかの船はあんなのやってないから。普通じゃないから」


    　ぶんぶんと首を振って全力で否定する。加絵にも言い分はあるのか、むっとふくれっつらで言い募ってくる。


    「なんだよう。盛り上がるんだからいいじゃんか」


    「他の船はそんなのやらんでも盛り上がってるみたいだがな」


    　新之助が一いつ蹴しゆうすると、加絵はわなわなと肩を震わせた。


    「他の船、他の船ってさっきからなんなのさっ!　そんなに他よ所そがいいなら、他所の子になっちゃいなさいっ!」


    「お前は俺おれの母親かよ」


    「うるさいっ!」


    　加絵は新之助の向こう脛ずねを蹴けりつけると、ぷりぷりと怒って舳へ先さきのほうへ行ってしまう。新之助は涙目で脛を擦さすりながら座り込む。


    　そこへ、上半身むき出しの筋肉がやってきた。


    「おう、どうした、新ちゃん。お嬢につまみ食いがばれて怒られたか?」


    「あ、ああ。サブさん?　か。うん、たぶんサブさんだな」


    　新之助には筋肉達だる磨またちの見分けがつかない。顔も背格好も性格も言葉遣いもみんな似通っている。ただ、それぞれが身体からだのあちこちに傷をこさえているので、それで判別している。サブの目印は右肩から腰にかけての傷だ。


    「つまみ食いなんかしてねぇよ」


    「ありゃ、おめぇじゃねぇのか。じゃあ、お嬢かなぁ?　まぁ、いいか。そんじゃあ、なんで怒られたんだ、おめぇ」


    　新しん之の助すけは今のやり取りを不満たらたらに説明してやった。それを聞くと、サブはぐはっと笑い声を上げる。


    「ああ、ありゃあ南なん蛮ばんの真ま似ねっこさ。一度見て気に入っちまったんだな。でも、あれがあると俺おれたちはこの船の、高たか田だ屋やの一員だってそう思わせてくれんのさ。単なる水夫じゃねぇんだって。きっと、お嬢なりの優しさなんだろうよ」


    「優しさ、か」


    　サブの言葉に、新之助は頷うなずく。


    　確かに、加か絵えは優しい。寝転がっていただけの自分を心配して声をかけてくれ、飯を食わせ、そして、今も危険を冒して船を出してくれているのだ。


    　そうした具体的な行動以外でも、何くれとなく新之助に声をかけてくれる。はじめはわずらわしくもあったが一週間もすると慣れてきた。


    　一週間で慣れるなんて、それこそ拾われてきた犬みたいだ。


    



    　昼間、しこたま働いて、夜は疲れとともに眠りにつく。そうしていると、余計なことを考えないで済む。それも、加絵の計らいなのかもしれなかった。


    「お嬢は俺たちみてぇなあぶれ者にも優しくしてくれる、大したお方だよ。この船に乗ってる奴やつはみんな、お嬢に拾われたようなもんさ。あの人がいなかったら俺たちは飢え死にしてたろうよ」


    　サブは新之助の横にどかっと座り込んで、遥はるか沖を見つめた。この男にも語られていない過去があるのだ。サブだけでなく、水夫たちはみな、その傷とともに秘めた過去を背負っている。だから、同じように脛すねに傷を持つ自分もここで受け入れてもらえているのかもしれない。


    「だからよぉ、俺はお嬢のためとありゃ将軍様だって殴なぐってみせるぜ!　でも、納豆だけは勘弁なっ!」


    　サブは親指をびしっと立てて、すごくいい笑顔をしている。


    「威勢がいいな。けど、好き嫌いは直しとけよ」


    　新之助は薄く微笑ほほえむ。サブも応こたえるように豪快に笑った。


    「いやぁ、お前も言うじゃねぇか。海の男らしくなってきたな」


    「そうか?」


    「ああ。船酔いもしねぇし、動きがいちいちすばしっこい。只ただ者ものじゃねぇよな、お前」


    　サブの最後の言葉に、新之助の表情がどこか歪いびつな笑顔になる。


    　確かに、新しん之の助すけは只ただ者ものではない。船酔いしないのも動きに隙すきがないのも、剣術の修行の賜たま物ものだろう。鍛きたえ上げた体幹はちょっとやそっとの揺れでは平へい衡こうを失わない。


    　今も、この目を凝らせば、波間に漂う水すい妖ようの姿を捉とらえることができる。


    「ああ、もちろん普通じゃねぇぜ。あるときは素す浪ろう人にん、あるときは船乗り、またあるときは……ってやつだ。正体は秘密。お楽しみは最後までとっておけよ」


    　冗談めかして言ってみても、新之助の纏まとっている雰囲気は尋常ではない。その背後に見え隠れする危険なものを感じ取ったのか、サブは取り繕つくろうように口を開いた。


    「ああ、わりぃ。別に昔のことを根掘り葉掘り聞こうってんじゃねぇんだ。どうせ俺おれたちだって脛すねに傷持つ身だしよ。言いたくねぇことなんてたくさんあらぁ」


    　サブは立ち上がると、今度は陸へと目を向ける。見る先は遥はるか東、江え戸どの方角だ。


    「俺たちは陸になんか縛られねぇ。自分の腕で海へ漕ぎ出すんだ。過去なんてなぁ波と一緒で勝手に追ってくる。なら、俺たちは先へ進むだけだ。そうしねぇと飲み込まれちまう。船乗りなんてみんなそうさ」


    　ぱたぱたと帆が風を孕はらむ。一ひと際きわ強い風が吹きぬけた。


    「おお、くだらねぇ話しちまったな。もう一仕事片付けてくるぜ」


    　真剣に話し込んでいた自分が気恥ずかしくなったのか、サブは足早に去っていく。その姿を見送りながら、新之助は考える。


    　船乗りはみんな、陸を捨てて海に出る。


    　なら、加か絵えもまた何かを捨てて、ここにいるのだろうか。


    　加絵は女の身でありながら船頭をやっている。それはある種の禁きん忌きであり、伝統の破壊だ。船乗りは女性を船に乗せることを嫌う。その理由は往々にして迷信に基づいているが、築き上げられた常識は強固なもので、簡単に覆くつがえせるものではない。


    　ましてや女を船頭に頂いているのだから、周囲の船乗りからは白眼視される。心ない言葉をかけられることもあっただろう。いや、言葉をかけられることすらなかったかもしれない。


    　それでも、彼女は己おのれの信念を貫いて、この道を選んだのだ。父の跡を継ぐ、慕ってくれる水夫たちの生活を守る、そのために。


    　けれど、彼女は決して犠牲になったなんて思っていないに違いない。自みずからが選び取ったことで、幸せになれる人がいるのだと、その事実だけで充分に満ち足りる。


    　新之助にとって、その無心さは純粋に好ましかった。


    　ふと見れば、大の男たちが小娘一人に追い使われて、帆を張り、舵かじを取っている。ここに至るまでは決して、穏やかな凪なぎばかりではなかっただろう。それでも、時し化けも嵐あらしも乗り越えて、ひと時の平穏を手にしている。


    　一段高いところに立って、采さい配はいを振っていた加絵が新之助の姿に気づいて檄げきを飛ばす。


    「こらっ!　いつまで怠なまけてんだい!　仕事に戻んなっ!」


    「……了解だ、お嬢」


    　波間でたゆたうのは船ばかりでない。心も同じように動いている。だが、それはまるで揺り籠かごのようで、決して悪い気分ではなかった。


    



    　江え戸どを出て一月と少しばかり過ぎると薩さつ南なんへと入る。


    　坊ぼうの津つ、といえば南の地においては昔から、貿易の一拠点として知られている。その歴史は古く、起源は遣唐使にまで遡さかのぼることができる。


    　今にあっても、その重要性は変わらない。否、むしろ、増したといっていいだろう。江戸、大おお坂さかはもちろんのこと、琉りゆう球きゆう、大陸の荷も運び込まれる大きな港だ。


    　抜け荷について言えば、一大拠点と言っていいだろう。


    　薩さつ摩ま藩が半ば公然と行っている密貿易を探るというなら、坊津に網を張っていればことは済む。だが、新しん之の助すけが追うのは尋常の抜け荷ではない。


    　諸藩の勢力でなければ、幕府が大々的に叩たたき潰つぶす。だが、それができないのは、相手の背後にあやかしの姿が見え隠れしているからだ。


    　だから、公こう儀ぎ隠おん密みつが必要だった。


    　船は半島をぐるりと回って、坊津へと入った。久々の陸地に船乗りたちは感嘆の声を上げる。ここから目指す吐ト噶カ喇ラまではあともう一息だ。最後の大休止を取るべく、船から降りると、思い思いの時間を過ごす。


    　新之助も、また陸に上がった。江戸に比べて温暖で湿潤な気候と言えるだろう。


    　船を下りた先、広がる港町の中を進んでいく。


    　雑踏の中、人々は近ちか頃ごろの噂うわさ話ばなしに花を咲かせていた。ここでも江戸と同じく、奇妙な燐りん火かの話は絶えない。それどころか、やれ山ほど大きい海うみ坊ぼう主ずだのされこうべの鎧よろい武む者しやだの目の潰つぶれた海うみ蛇へびだのと派生しては新たな怪談が生まれていた。


    　ざわめきを耳に感じながら、新之助は迷うことなくまっすぐに歩いている。


    　だが、その視線は常に虚こ空くうを捉とらえているようだった。


    　まるで何かに誘い込まれるように、路地裏へと消えていく。


    　喧けん騒そうから離れたことを確認すると、すっと空中に手を伸ばして、何かを掴つかみ取った。


    「おい、ここでいいだろう」


    　薄暗がりに声をかけると、するりと何か動いた。


    「お勤めご苦労様です……」


    　影は警戒しているのか、新之助の間合いの外にいる。顔を見られまいと、手て拭ぬぐいで覆おおっていた。おかげで、か細い声がさらに聞き取りづらかった。


    「遊ゆ佐さ様からの預かり物をお渡ししますので、その子を放していただけますか」


    　新之助の目が自分の手の中を視みる。幽かくり世よを映すその瞳ひとみが捉えているのは、指の間でにょろにょろと動く生き物、もといクダギツネだ。妙に胴が長い鼬いたちとも鼠ねずみともとれないそれは、きゅーきゅー鳴いて主人に助けを求めていた。


    　あやかしの姿を捉とらえる眼めを持つ新しん之の助すけを呼び出すには格好の使いだろう。誰だれに知られるともなく、新之助ただ一人にだけわかる。


    　労をねぎらうようにクダギツネの頭をそっと撫なでると、新之助は解放してやった。するっと抜けると、クダギツネはくくっとお礼でも言うように鳴き、一つ頭を下げてから、男のもとへふよふよと飛んでいく。


    　男の袂たもとに入ると、折りたたまれた紙片を掴つかみ出してこちらへ戻ってきた。


    「薩さつ摩まより先、吐ト噶カ喇ラへの地図です。印の近くでは不知しらぬ火いがちらほらと見られていると付近の漁師から報告があります。おそらくは……」


    　新之助が紙片を手に取った。開くと非常に精密な地図が描かれている。島のひとつに朱書きでぺけ印があった。おそらくは、ここが抜け荷の拠点。これを調べ上げるのに、一体どれだけの血が流れたのだろうか。その朱の色がいやに鮮やかに目に留まった。


    「仔し細さい了解した」


    　新之助はそれだけ言って、紙片を懐ふところへ仕舞い込むと用は済んだとばかりに歩き出す。


    　路地から出れば、南の地では陽光が燦さん々さんと降り注いでいる。だが、どこへいても、冬の風は冷たいものだった。


    



    　坊ぼうの津つへ一晩寄港した後、夜も明けやらぬ頃ころに船は碇いかりを上げた。ゆっくりと沖へと出る。


    　陸地から遠ざかると、朝もやの中で桜さくら島じまの煙がたなびいているのが見えた。今朝方の風の具合は悪くない。加か絵えの横では、こっくりこっくりとお目付け役の老人が舟を漕いでいる。


    　薄暗い空の下、全身に潮風を浴びている加絵のもとへ新之助がやってきた。心なしか、いつもより元気がない。


    「この島へ行きたいんだが、頼めるか?」


    　新之助は広げた紙片を手て燭しよくで照らす。魚油を使った手燭は、じじっと音を立てて燃え上がるたびに生臭い臭においを放っている。


    　加絵の目に飛び込んできたのは精巧な絵図面だ。半島の入り組み、島の位置から考えると、ここから南西へかけてのものであるのは間違いない。


    「あんた……こんな詳しいもの、どうやって手に入れたんだい?」


    　それは、単純に地図と呼ぶべきものではなかった。陸地が描かれているだけでなく、海岸線に浅瀬や岩礁、暗礁、潮目に至るまで精密に描かき込まれている。海図と呼ぶべきだろう。


    　しかし、天下に名だたる高たか田だ屋やですら、これほどの海図にお目にかかる機会はそうそうない。空から眺めてそのまま写し取ったかのようによくできている。そんなものを一介の浪人者が手にできるはずがない。


    「後ろめたい方法で手に入れたもんだ。あんまり深く聞かないでくれ」


    　新しん之の助すけが肩を竦すくませて、冗談めかして言った。そうもあっさり言われると、加か絵えは言葉に詰まってしまう。


    　とても、単なる軽口とは思えなかった。この少年が何か後ろ暗いものを背負っていることには薄々気づいている。そうでなかったら、あんな寂しい瞳めはしないだろう。


    「わかった。これ以上は聞かないよ」


    　口にしたくないことの一つや二つ、誰だれにだってあるのだ。加絵にだって、ある。


    「そうしてくれると助かる。それで、どうだ、行けそうか?」


    「ちょいとお待ち。これが、薩さつ摩まで……。丸っこいのが屋や久く島しま、ひょろ長いのが種たね子が島しまだね。それで……、ふんふん。なるほどねぇ」


    　加絵は海図を指の腹でなぞると、航路を思案し始める。傍かたわらに侍はべる老人にも水を向けた。


    「おじい、どう思う?」


    「んあ?　──潮はたいしたことねぇが、南のほうは風がちっとな……」


    　それまで眠っているように見えた老人が、ゆっくりと首を上げて蒼そう天てんを睨にらむ。新之助にとっては晴天そのものだが、老人には何か感じるものがあるようだった。


    「確かに、ゆっくり行ってるとちょうど時し化けにあたっちまいそうだね……。よしっ、なら夜通し駆けることにしよう。こんだけ詳しい海図があれば眼めぇつぶってたって行けるさ」


    　加絵が手の甲で海図をぱんっと叩たたいて自信満々に言った。その言葉に老人はちろりと諌いさめるような目を向ける。


    　しかし、加絵は老人の無言の抗議にいっさい取り合わなかった。彼女にしてみれば、夜の闇やみよりも時化のほうがよっぽど怖い。精せい緻ちに描かれたこの海図があれば、方角と距離感さえ保っていれば問題はないということなのだろう。


    　加絵は自みずから舵かじをとると、舳へ先さきをぐるりと動かした。


    　方角でいえば南。ちょうど琉りゆう球きゆうを目指すような具合だ。これから向かう吐ト噶カ喇ラの島々はそのあたりにある。


    　船は面白いように速度を上げた。帆が風を受けるたびにぐいぐい前へ前へと、進んでいく。


    　船の脇わきではまるで競うように魚が飛んでいた。新之助は初めて見る光景に面食らった。新之助の知る限りでは魚は飛ばない。くしくしと瞼まぶたを擦こする新之助に加絵が自慢げに説明してくる。


    「初めて見たのかい?　あれはね、飛び魚って言うのさ」


    　飛び魚、とはよく言ったもので、この魚は大きな胸むな鰭びれを羽のように広げて海の上を飛んでいくのだ。このあたりを船が通ると、決まって横を飛び跳ねていく。


    「あんななりしてるけどね、食べると美う味まいんだ。すり身にして練り合わせて揚げるの。昨日食わなかったのかい?　そこらじゅうにあったのに」


    「いや、気づかなかったな」


    「そっか……。それじゃあさ、帰りはたんとお食べよ。他ほかにもこの辺は美う味まいものが多いから、とっときをご馳ち走そうしてあげる」


    　加か絵えが片目を閉じて微笑ほほえみかけてくる。


    「そうだな……楽しみだ」


    　新しん之の助すけも笑い返す。


    　けれど、この約束が守られることはない。そのことに二人は気づいていた。なのに、加絵の中からいくつもいくつも言葉がせり出てくる。


    「帰りはゆっくりでいいんだもん。薩さつ摩まの後は、大おお坂さかとか尾お張わりに寄ってもいいね。それともぐるりと長なが崎さきへ足を伸ばすかい?　船乗りは津々浦々に行きつけの店があるからさ、あたしのお気に入り全部教えたげる」


    　加絵が言葉を口にすればするほど、新之助の目は遠くを見つめていく。それを少しでもつなぎとめたくて、また言葉を紡いだ。


    「船乗りはいいよお。その気になれば唐もろ土こしだって南なん蛮ばんだって行ける。まぁ、今の唐土は南蛮に攻められちまってるけどね。南蛮の船はすごいよ!　風がなくてもぐいぐい進むんだ。初めて見たときゃ妖よう術じゆつかと思ったよ」


    　加絵はあの黒々とした不吉な船を思い出すと、呆あきれたように言った。新之助には想像もつかないが、普段千石船を乗りこなす加絵が肝きもを潰つぶすほどだ。よほどの大船なのだろう。


    　そんな大船がこの国の周りにはうようよしているのだ。唐土のように領土を切り取られるのも時間の問題だろう。四方を海に囲まれているのだから、好きに攻めてくださいと言っているようなものだ。


    　そのことを一番肌で感じているのは、加絵たち船乗りかもしれない。このまま手をこまねいていれば、いずれ国が盗とられる。


    　とはいえ、新之助にはどうすればいいのか見当もつかない。世の広さを知ると、つくづく己おのれの小ささを思い知らされる。


    「世界ってのは広いな」


    　新之助が漏もらした嘆息に加絵も相あい槌づちを打つ。


    「特にああいうのを見ちまうとね。変化っていうのは、いつも海から来るものなんだろうね……陸の上には、しがらみばかりがある。でも、海にはそれがない」


    「確かにそうだ。海には境なんてないしな。特に、この船じゃ、侍だって水夫と同じだ」


    「なによう。まだこき使われたのを根に持ってるの?」


    　軽口に加絵がじと目を向けるが、新之助は大真ま面じ目めに返してきた。


    「いや、いいことだと思うぜ。過去も身分も問わないってのは悪くねぇよ」


    「そうでしょ?　船の上なら侍も水夫も、男も女もないのさ。だから、あたしは……」


    　一ひと際きわ冷たい風が吹いて、加絵の滑らかな肌を撫なでた。思わず、胸元をかき合わせた。


    　加か絵えは女だ。こればかりはどれだけ願おうが呪のろおうが変わりようがない。そして、大おお店だなの廻かい船せん問どん屋や、高たか田だ屋やの一人娘だ。


    　いずれはしかるべき婿むこをとり、その婿が高田屋を継ぐことになるだろう。店を、家を守るという点においては武家と同じ、むしろ、従業員を抱えている分、より深刻だと言える。


    　祝しゆう言げんを挙げれば、もう船に乗ることはないだろう。今、こうして乗れているのも父の喜き兵へ衛えが娘に大おお甘あまだからだ。少女時代の名な残ごりと見逃してくれているに過ぎない。


    　この浮うき世よにあって、女の価値はしっかりと跡取りを産むこと。どれだけ海に焦がれても、自分自身で店を切り盛りしたいと願っても、摂理に抗あらがうことはできない。


    　それが運命なのだと聡さとい加絵は気づいている。


    　女は船乗りにはなれない。きっとこの旅が終われば、加絵は自分の行く末を決めなければならないだろう。


    「だから、あたしは船乗りになりたかったんだ……」


    　口くち惜おしげに、もう届かない夢を呟つぶやいた。口を尖とがらせて、潮風でひりひりする眼めを潤うるませて、搾り出すように加絵は呟いた。


    「もうなってるじゃねぇか」


    　波が船を打つ音の中で、新しん之の助すけの声だけが澄んで聞こえた。


    「え?」


    「世間ってのは波と一緒で勝手に追ってくるもんだ。飲み込もうとしてくる。流されちまえば楽だろう。でも、そうしないお前は立派な船乗りなんじゃねぇか」


    　新之助の声こわ音ねは潮しお騒さいのように、静かで安らかなものだった。その言葉は大海のような豊かな優しさに包まれている。瞳ひとみは凪なぎの海を映したように深い。穏やかなのに、一歩踏み出せばどこまでも沈み込んで行きそうな蒼あお色いろ。


    　その眼めを見て、加絵は新之助に抱いだいていた親近感の正体を知った。どう見ても普通ではないやさぐれた雰囲気、あぶれ者だけが持つしみったれた感情、外れた者だからこそ持てる計り知れない力強さに魅ひかれていた。


    　それは加絵もそうだからかもしれない。彼女自身、つまはじき者で部外者だった。


    「あんたも、同じなんだね」


    「そうかもしれねぇ」


    　新之助がはにかむように微笑ほほえんだ。


    　二人は真実同じだった。


    　許せないのだ。


    　もう決まったことだからと、今いま更さら変えるのは面倒だからと、世の中とやらの主張を押しつけられるのは我慢ならない。それが常識なのだと嘯うそぶくことを認めない。


    　本当に正しかったのか、最善だったのか考えることもしない。そんなものは常識ではなく、ただの怠慢だ。そのせいで、今までどれだけの夢が失われ、どれだけの才能が潰つぶされたのか。どんな努力も嘲あざ笑わらい、どんな願いも飲み砕く。声の大きい者にひれ伏し、小さな悲鳴に耳を塞ふさぐ。


    　許せるものか。


    　仕方がないなど言わせない。


    　そんなことを言えば、世界は止まってしまう。胸に灯ともした炎が消え失せ、代わりにこの身を焦がし、苛さいなむ。


    　止まってなどやらない。


    　前へ進まぬ者は野の垂たれ死じね。お前はそこで乾いて果てろ。だが、この身は留とどまることを知らず、風を引き連れ、その先を目指す。


    「あんたさ、剣けん客かくなんて辞めて船乗りになっちまいなよ。向いてるよ、きっと」


    　不意に加か絵えが口にした言葉が胸を突く。


    　いつだったか、同じようなことを言われた。侍なんて辞めて拝み屋にならないかと、そう言われた。あのときは、すげない態度をとったが、今なら素直に頷うなずける気がした。


    　皮肉な話だ。今いま頃ごろになってすべて捨ててもいいと感じている。だが、だからこそここで頷くことはできない。すべてを捨てたのはなんのためか。そこまでして追いつきたいものが、絶対に辿たどり着きたいものがあるからだ。


    「やめるわけにゃいかねぇさ。こいつは仕事じゃねぇ。俺おれの生き方だ。お前だって同じだろうが」


    「──ああ、そうだね。悪かった、忘れちまっておくれよ」


    　すべてを口に出さずとも、互いに伝わる。それだけで心地良かった。だから、加絵も言葉少なに答える。


    　船はとうに港から遠ざかっていた。すでに陸地は見えない。だが、それでいい。港は留とどまるためのものではない。新たな地へと旅立つためのものだ。


    



    　南へと進むうちに、風向きがいくらか変わったようだった。冬だというのを忘れるほどに、海面からほんのりと暖気が漂ってくる。潮の香りも一種独特な匂においに変わった。


    　同じ海でも江え戸ど近海とはまるで違う。肌を撫なでるのは異国の風だと思わせる。


    　陸の上だろうが、海の上だろうが、夜は人の時間ではない。たとえ、百年経たとうともその事実は変わらない。むしろ、灯あかりが明るくなれば、それだけ影は濃くなるのかもしれない。


    　闇やみの中で、手て燭しよくが儚はかなげに揺れる。船に吊つるした灯り程度では照らせる部分は限られる。船はまるで忍び足でもするかのように、ゆっくり慎重に進んでいた。


    　夕刻前、北のほうに鬱うつ蒼そうと茂った島が見えたことを考えれば方角は間違っていない。時間の経過を加味すれば、じきに吐ト噶カ喇ラの島々へ着くと考えていいだろう。


    　手て燭しよくがじっと音を立てて、ゆらめく。


    　夜の帳とばりが下りてしまうと、水みな面もは黒々と闇やみを孕はらみ、生臭い匂においが際きわ立だってまるで体液のようだった。


    　見えない分、他ほかの感覚が研ぎ澄まされる。鼻を突く潮の香り、体の中心へ響いてくるような揺れ、そして、肌にべとつく風。


    　だが、その風が急に凪ないだ。


    　耳慣れた風の音が聞こえない。代わりに鼓つづみを打つような音が遠くからゆっくりと近づいてくる。


    　否、この船が近づいているのだ。風が止やんでも、変わらず船は動き続けている。


    「おじい、どう?」


    　加か絵えは不安を押し隠した表情で、横の老人に話しかける。


    「こりゃあ、ちぃとことだなぁ……。何かに呼ばれてるみてぇだ」


    　老人がごくっと唾つばを飲み込む音が聞こえた。齢よわい七十を重ねて、見開くことも少なくなった眼めを精一杯に広げている。老人の顔に走った感情は、恐怖だ。


    　新しん之の助すけも老人の視線を追った。


    　遥はるか沖に漁いさり火びが燃えていた。ゆらりゆらりと蠱こ惑わく的な光を放っている。火に吸い寄せられる蛾がのように、新之助らの船はゆっくりと流されていた。


    　燐りん火かからはとん、とん、とゆったりとした拍子で鼓の音が響いてきた。だが、その音と裏腹に加絵の鼓動はどんどん速くなる。


    「おじい……」


    　加絵がむずがるように、老人に呼びかける。船員たちも不安げな表情で老人を見た。ざわざわと小声で何事か囁ささやき合う。彼らの頭をよぎったのは、漁火が人を誘って船を沈めるという不可思議な噂うわさ話ばなしだ。


    　新之助の目は漁火の正体を見極めている。前方ではぽつぽつと燐火が数を増していた。ふらと浮き上がり、伸び上がりながら一つ、また一つと灯ともっていく。


    　新之助は嫌な予感がして額ひたいに浮かんだ汗の玉を拭ぬぐうと、ぱっと後ろを振り返る。


    　ひたひたと、背後に群がっていたのは無数に飛び交う青白い光だった。それは岩の下に潜ひそむ蟲むしたちや木を食い荒らす白しろ蟻ありの大群を思わせた。びっしりと集まっては蠢うごめき、こちらを飲み込もうとしている。


    　新之助は腋わきに嫌な汗を流しながら老人へ言葉をかけた。


    「じいさん、あの数はちょっとまずいぞ……」


    　老人はこくっと頷うなずくと、震える声で口にした。


    「不知しらぬ火い……。舟ふな幽ゆう霊れいじゃ、舟幽霊がおる……」


    　風もなく、漣さざなみの音も聞こえない。あるのは、ゆったとりした音律を刻む鼓の音。徐々に周りには妖よう火かが集まり、囲まれていた。鼓つづみは四方八方から聞こえてくる。


    　くいっと新しん之の助すけの袖そでが引かれた。見れば、加か絵えが青ざめた顔で新之助の袖をちんまりと握っている。僅わずかに触れた部分から、加絵の震えが伝わってきた。


    「おじい、船ふな幽ゆう霊れいって?」


    「海で死んだ無念か、平へい家けの落ち武む者しやか。いずれも亡もう者じやの類たぐいじゃ……。海へ引きずり込まれたら助からん」


    　しゃがれた声で、ぼそぼそと老人は語った。新之助はその声を細さい大だい漏もらさず聞き取る。抜け荷、そして、船幽霊。さらに、公こう儀ぎ隠おん密みつが自分を遣つかわした理由。一つ一つが自分の中でまとまり始める。


    　新之助の思考を遮さえぎるように、鼓の音は速度を増す。


    　とんとんとんとんと間かん断だんなく打たれる拍子が最高潮に達すると、高らかに銅ど鑼らが鳴った。


    　すると、それを合図にして、火の下から朽くちた小舟が姿を現す。小舟は海を覆いつくすようにいくつも浮かび、暗くら闇やみの中で無数の鬼おに火びが踊っていた。船上には影が蠢うごめいている。影が一つ、また一つと動くたびにずるりと音がした。


    　その姿は醜しゆう悪あくだった。


    　まばらな髪を振り乱し、皮膚はどろどろに溶けて剥はがれ落ち、欠けた歯でかたかたと笑い声を上げる。濡ぬれた白しろ装しよう束ぞくが身体からだにぴったりと張り付いて、痩やせこけたあばら骨をあらわにしていた。
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    　亡もう者じやは鼓つづみと銅ど鑼らとに送られて、新しん之の助すけの乗る船へ取り憑ついてきた。筋が浮き出た腕を伸ばしては船ふな縁べりを掴つかみ、爪つめの剥はがれた指を壁に突き立てて、上ろうともがいている。


    　無数の亡者が這はい蠢うごめく姿は、ざざ虫が岩を舐なめる姿に似ていた。


    　幾いく重えにも群れて、折り重なり、覆いかぶさっては下の者を踏みつけて、ひたすら上へ上へと這い登ってくる。湿った呻うめき声と、肉と骨とが潰つぶれる音が耳へと届く。


    　加か絵えは嫌悪と恐怖に顔を歪ゆがめる。新之助の袖そでを掴む力がいっそう強くなった。


    「加絵……。全員を一箇所に集めろ」


    「う、うん……」


    　なんとか返事をしたものの、何を言われているのかわからなかった。現実離れした光景を前にして、頭がよく働いていない。


    「しっかりしろよ、お前はお頭かしらなんだろ?」


    　新之助は加絵の手をとった。新之助の体温が伝わってきた。ひんやりとしているのに、その奥には熱い血潮が流れていることを感じる。それで加絵の震えは止まった。


    「……うん、わかった」


    「いい返事だ」


    　落ち着いた声こわ音ねで新之助が言うと、すっと加絵の手を離す。すぐさま、新之助は船の片隅へと走り出した。


    　その背中に何か言葉を掛けたかったが、加絵はぐっと堪こらえて大声を張り上げる。


    「みんなっ!　真ん中に集まるんだ!　船縁へ近づくんじゃないよっ!」


    　加絵の声が響くと、船員たちは努めて動揺を隠し、さっと動く。それでも、この船が亡者で溢あふれ返るのは時間の問題だろう。いずれ、自分たちもあの亡者の一人になるのかと、歯は噛がみして天を仰あおいだ。


    



    　船の一角に荷が積み上げられている。


    　その中で玲れい瓏ろうたる音を響かせるものがある。早く手に取れと、その手で闇やみを払えと高らかに歌い上げている。それは運命をともにすると誓った相棒の到来を待ちわびていた。


    　自みずからの使い手はその男をおいて他ほかになく、また彼かの者の刀も自らをおいて他にない。


    　ごと、と積荷が動かされる。


    　新之助は菰こもに包まれている愛刀を見つけて拾い上げた。


    「さて、力を貸してもらうぜ」


    　新あら鷹たかは一ひと際きわ高い音を鳴らして、新之助の言葉に答えた。


    　がたがたと積荷が動いて、樽たるが二つばかり転がっていく。どうやら、亡者が取り憑ついて、船が揺れを増したらしい。


    　新しん之の助すけは刀を手挟むと、すぐさま駆け戻る。


    　船の中心では、加か絵えたちが亡もう者じやに囲まれていた。帆ほ柱ばしらに取り付かんばかりに、加絵も船員もじりじりと一歩ずつ下がっていく。だが、下がれる場所など限られている。互いにぶつかり合って、そこで動きが止まってしまった。


    「くそっ!　寄るんじゃねぇっ!」


    　水夫が一人、棒きれ片手に殴なぐりかかる。だが、亡者は一撃受けてなお、男に取りすがろうと手を伸ばす。水夫の腕を掴つかむと、とんでもない力でその場に引きずり倒した。衝撃が頭を揺らして、視界が暗転する。


    「う、うわぁっ!」


    　必死の抵抗もむなしく、瞬またたく間にずるずると引きずられていく。


    「サブさん、伏せろ」


    　水夫は聞き覚えのある声に無意識に従った。恐怖で縮み上がった心を解きほぐすような、落ち着き払った声だ。


    　頭の上を風が掠かすめた。今までに感じたどの風よりも力強く、清すが々すがしい。


    　風は轟ごう音おんとともに、水夫の縛いましめを解き放った。男が目を開くと、さっきまで取り憑ついていた亡者は、幾いく重えにも斬きられ、残ざん骸がいを吹き飛ばされている。


    「し、新ちゃん、おめぇ……」


    　男がかけた言葉に、新之助は無言で頷うなずいただけだった。これが、大おお久く保ぼ新之助の姿。刀をとり、人とあやかしとを斬る、表立っては口にできない新之助の正体だ。


    　とっと駆け出してその場を離れると、目に付いた亡者に斬りつけていく。


    　清さやけき光を放つ刀身が一いつ閃せんするたびに、亡者の残骸が宙を舞った。誰だれぞ掴つかもうと伸ばした腕が飛ばされ、追い詰めようと踏み出した足が進む前に身体からだが失うせる。血と臓ぞう物もつが溢あふれてこないのが幸いだった。


    　新之助は常に走り回っていた。


    　加絵たちを一段高いところに集まらせ、それ目掛けて来る亡者を薙なぎ払う。だが、一方を払えばまた別のところから湧わいてくる。新之助は休むことも許されず、ぐるぐると駆け回った。


    　四、五十ほどは切り捨てただろうか。新之助を手て強ごわいとみた亡者の動きはやや緩やかになる。


    　先ほどまでと鼓つづみの調子が変わった。聞くものの心を急せかせていた拍子は少しずつ間隔をあけていく。


    　銅ど鑼らが二度短く鳴った。それを合図にしたのか、潮がひくように、亡者は下がる。おそらく、次に銅鑼が鳴ったときには更なる数の敵が押し寄せるだろう。


    　新之助はぜえぜえと肩で息をしながら、心を落ち着かせようとする。


    　ここで冷静さを欠けば間違いなく死ぬ。やけになって拙せつ攻こうを仕掛ければ容易たやすく飲み込まれてしまう。


    　だが、なかなか息が整わない。先ほどまで大群を相手に全力で刀を振るっていたのだ。正直に言って体力に余裕は無い。


    　一対一なら新しん之の助すけの十八番おはこだが、多対一は得意ではない。ましてや、誰だれかを守りながらの戦いとなれば、肉体だけでなく精神まで疲労する。


    　守るという行為がどれだけ辛つらく苦しいものか、新之助はようやく思い出す。人の世を捨てたと言いながら、結局こうして戦っている。


    　こんなところで、こんな雑ざ魚こを相手に立ち往生している暇ひまはないのに。この程度の亡もう者じや、一人相手にするくらいならわけはないのに。一ひと太た刀ちで切り伏せられるような相手なのに。


    　だが、事実として今、追い詰められている。


    　これだから数字は怖い。個人の意思も願望も関係なく飲み干して、客観的な事実を叩たたきつけ、その想おもいを磨すり潰つぶす。


    　ここが大おお久く保ぼ新之助の限界。どれだけ息巻いても、意地を張っても、見栄を張っても、圧倒的な数を前にしてしまえば力尽きてしまうという現実がある。


    　絶対多数を前にして、独りぼっちでできることなどたかが知れている。


    　今いま更さらながらに思い知らされると、新之助は溜ため息いき交じりに深く息を吐き出した。終わりの見えない単調な作業が徐々に心を蝕むしばんでいた。


    「はっ、所しよ詮せんこんなもんか」


    　吐き捨てるように笑い飛ばしてしまうと、辛そうにしていた姿を見かねたのか、加か絵えが走りよってきた。


    「だいじょぶかい?」


    「いいから、下がってろ」


    　加絵が伸ばしてきた手を振り払った。加絵の表情が僅わずかに沈む。それでも、意を決したように新之助の腕を掴つかんだ。


    「何もよくないっ!　このままじゃあたしたちより先にあんたが参っちまうよ。あんな化け物相手に勝てるはずないじゃないか!」


    　この少年が恐ろしく強いのは加絵にもわかる。あやかしを相手どっての大立ち回りを見せ付けられたのだ。それでも、ここまで戦えたのは奇跡のように加絵には感じられた。神のご加護か御み仏ほとけの思おぼし召しか知らないが、それがいつまでも続くとは思えない。


    　敵が鳴りを潜ひそめた今が好機だった。今、このときを置いて他ほかに逃げ出す機会はないだろう。


    「逃げよう?　あんただけなら、隙すきを見て小舟で行けるかもしれない……。ま、まあさ、一度請け負った仕事だ。あんたが無事に島へ行けなきゃおとっつぁんに怒られちまうよ」


    　加絵は笑顔を作ろうとしたが、うまくいかなかった。


    　ここで、死なせたくないと、生きて欲しいと、涙が溢あふれそうな瞳ひとみが言っている。


    　新之助はそこに捨て去った何かを、今の自分にはあまりに遠く懐かしいものを見つけた気がした。加か絵えの姿は、誰だれ一人見捨てたくないと叫んだいつかの少年の姿と重なって見えた。


    　もしかしたら、見み蕩とれていたのかもしれない。ふと、新しん之の助すけの力が抜ける。


    　不意をついて、亡もう者じやの一人が飛び出してきた。


    「お嬢っ!　危ねぇっ!」


    　加絵に体当たりするように、傍かたわらの老人が飛び出す。


    　新之助の反応は一瞬遅れる。逡しゆん巡じゆんの分だけ、諦てい観かんの分だけ、身体からだの動きは鈍っている。どうにか阻はばもうと、足を送り出して、刀を振るった。亡者と新之助の間には力の差がある。新之助の刀がすんでのところで亡者の背を捉とらえた。


    　斬きり割られ、脊せき髄ずいが剥むき出しになる。それでも、亡者は止まらなかった。


    　四つん這ばいで船上を駆けると、老人を突き飛ばすようにして、海へと引きずり込んだ。けけと奇声を上げながら、老人の足を底へ底へと引いていく。


    「おじい!」


    　加絵は船ふな縁べりへと走り出そうとする。それを水夫たちが必死の形相でとどめた。


    「お嬢!　いけねぇ!」


    「離せっ!　離してっ!」


    　水夫たちはぎりっと歯を食いしばって加絵を後ろから羽交い締めにする。ここで彼女を失うわけにはいかない。この船で誰よりも何よりも大事な存在を必ず護まもる。見殺しにする罪も、咎とがを背負って生きる罰からも遠ざけてやりたい。その心すら護ろうと、水夫は加絵の視界をそっと遮さえぎった。


    　加絵を掴つかんだ太い腕は震えていた。悲しみと怒りとが綯ない交まぜになって、今にも解ほどけそうなのに、そこに込められた力に加絵は抗あらがえない。


    　老人はどうにか水面に顔を出していた。抗ってはいるが、徐々に水を飲み、咳せき込みながら深く沈んでいく。時折浮かんでは苦しげに喘あえいでいた。


    　ぎりっと、新之助は唇くちびるが破れるほどに歯を食い縛った。


    　どうする。


    　自分に問いかける。おそらく、新之助なら飛び込んで老人を助け出すことができる。だが、新之助がここを離れた瞬間に、取り囲んだ亡者が襲ってくるだろう。この均衡状態は新之助がいるから保たれているのだ。


    　歯が肌を食い破って、血が流れ出る。新之助は決断できないまま、老人の頭が海面に沈むのを見ていた。


    　いつかも目の前で人が死んだ。そのとき新之助にはそれを見ていることしかできなかった。目の前で失われるものを何もせず見捨てた。それと同じことが起きるだけだ。


    　全部を救うなんて神様だってできやしない。だから、できるのはただ選ぶことだけ。どうしたって救えないものはあるのだ。


    　仕方がなかった。運が悪かった。人間いつかは死ぬものだ。ここで手を出せばかえって被害を大きくしてしまう。


    　だから、これは仕方がないことなのだ。


    　湧わき上がってくる感情を押さえ込もうと、新しん之の助すけはまるで念仏でも唱えるように小さく呟つぶやき、ひたすら理詰めで自分を納得させようとした。


    　ぐっと、悔しさを飲み下すと、喉のどに引っかかって、代わりに苦いものがせり上がってくる。言葉など出てこようはずもなかった。


    　老人が再び浮かび上がったとき、顔は苦痛に歪ゆがめられていた。苦しげに喘あえいだ後、力尽きたように沈んでいく。


    　船の上で新之助は身を固くしていた。捨ててしまう罪悪感と、安あん堵どするような諦てい観かんが纏まとわりつく。ひたすらに自分を正当化しようとあれこれ理屈を探すのに、それを塗りつぶすように深い悔恨が押し寄せてくる。


    　それは新之助だけでなく、海の現実を知る水夫たちも同様だっただろう。


    「みんな、ごめん。あたしやっぱり見捨てられない」


    　ただ一人、彼女だけが。


    　加か絵えだけが言葉を口にした。水夫の腕を振り解ほどき、走り出した。その足に、背中に迷いはない。


    　誰だれもがその姿に見み惚とれた。みんなが諦あきらめてしまったのに、見捨ててしまったのに、それでも彼女は決して捨てない。


    　加絵は縄を引っ掴つかむと、海へ飛び込んだ。途切れ途切れに浮かんでくる泡を目掛けて潜もぐっていく。


    「っ!　縄だっ!　早く縄を引き上げろっ!」


    「お、応っ!」


    　新之助は水夫たちに告げると、すぐさま駆け出す。


    　新之助が離れた瞬間を狙ねらって、亡もう者じやの群れは動き始めるだろう。だが、それまでには僅わずかな間かん隙げきがあるはずだ。すぐに加絵たちを引き上げて迎撃すればぎりぎり間に合うかもしれない。僅かでも可能性があるならそれに賭かけるしかない。そうすることでしか加絵を助けることはできない。


    　水夫たちは縄を掴むと、一斉に引き上げる。船壁に叩たたきつけられながら、加絵と老人が引っ張り上げられた。


    　そこへ絡からみ付いているのは亡者。一人ではなく、四、五人が群がるように張り付いている。白い顔をした老人の頬ほおに爪つめをつきたて、加絵の髪に指を絡ませ、なお引き込もうと力任せに腕を引いている。


    　新之助は切り裂く。亡者も諦観も幻影も。


    　亡もう者じやの骸むくろを海へと蹴けり飛ばして、加か絵えたちを船へと引き上げた。急ぎ、船の中心へと戻る。


    「お嬢っ!」


    　水夫たちが身体からだを盾たてにするように、加絵をくるりと囲んだ。


    　けほっと咳せき込んでから、加絵はにこりと笑う。横では老人が飲み込んだ海水を吐き戻していた。ちゃんと息がある。


    　加絵がほっと胸を撫なで下ろすと、上から新しん之の助すけの不機嫌な声が降ってきた。


    「馬ば鹿かか、お前は」


    　その表情は加絵が初めて見るものだった。これまで、どこか遠慮気味に、壁一つ隔てたところで薄く微笑ほほえんでいた少年が、本気で怒っている。


    　ぶるっと、思わず震えが来るほどに、その瞳ひとみは憤怒で彩られていた。


    「ご、ごめん。でも、……誰だれかが欠けたら意味なんかないから、あたしの船はみんなが揃そろってて初めてあたしの船だからっ!」


    　加絵に迷いはない。飾り気もなければ趣おもむきもない、剥むき出しの感情だった。


    　どくっと新之助の鼓こ動どうが脈打つ。知らず、拳こぶしが握られる。


    　いつか少年が涙ながらに叫んだあの日の言葉は、想おもいは、消えることなくこの胸にある。捨て去っても、置き去っても、変わることなく蘇よみがえる。なら、それだけが真実。


    　魂たましいが震えた。


    「だから、馬鹿なんだ。……けど、俺おれはそんな大事なことも忘れちまった大馬鹿野郎だったらしい」


    　そう言ってから、新之助は笑った。きっとこれが彼の本当の笑顔。あの怒りは加絵に向けられていたものではない。たぶん、新之助自身への、そして彼が目指すものへ向けられた純粋で剥き出しの怒り。


    「誓ったはずだったのにな」


    　新之助は周りを取り囲む亡者を睨にらみつけて小さく呟つぶやいた。


    　言葉一つで変われるほど、人は安くない。もし、それで変われるならそれほどに安い人間でしかないということだ。


    　だから、誓いを果たすならば、証あかしを立てるならば、言葉など必要ない。ただ己おのれの行動によって示す。


    　新之助は、皆より一歩前に出て、亡者の群れを真正面に捉とらえた。構えるともなく構え、敵を待ち受ける。


    　その背中がひどく頼りなかった。


    「新さん?」


    「悪い、俺のせいで巻き込んじまったな」


    　言葉をかけられて振り返った新之助の表情は情けなかった。自分の不ふ甲が斐いなさが申し訳ないと、しょぼくれた瞳ひとみが言っている。


    　その顔を見て、加か絵えは思わず笑ってしまった。どうやら人に謝ることに慣れていないらしい。


    　なんて不器用な男なんだろう。


    　加絵はその謝罪に首を振った。あんまり激しく振るものだから、瞳に浮いた雫しずくが飛ぶ。


    「いいよ。あんたを拾ったときから面倒ごとになるだろうとは思ってた」


    　加絵の言葉に新しん之の助すけは苦笑交じりに返す。


    「すまん。夜明けまでは踏ん張ってみる」


    　夜明けになれば、悪夢は終わる。ささやかな願いを胸に新之助は加絵から離れた。


    　不知しらぬ火いが燃えていた。


    　海面一帯に浮かんだその鬼おに火びは何一つ照らしはしないのに、ただ闇やみの濃さだけを教えてくる。鼓つづみが打たれるたびに、一つ、また一つと数を増やして、船へと寄せてくる。


    　船へと火が飛ぶと、その下の闇から亡もう者じやが這はい出てきた。


    　今度はさっきのざっと三倍はいる。増援を入れて一気に片を付けるつもりだろう。


    　あの数が一斉にとりつけばそれだけで船が沈む。新之助はそれを相手にただ一人立ち向かうつもりでいる。


    　夜明けまで。夜明けまで踏ん張ればきっとどうにかなる。根拠のない願望を胸に、ただ日の光を求めていた。


    　けれど、目に映る灯あかりは鬼火だけ。その火が照らすのは、自分を引きずり込もうとする亡者の群れだ。


    　すでに不知火は船ふな縁べりへと迫っていた。燐りん火かの下に無数の亡者が犇ひしめき合っている。腐敗した息遣いが届きそうな距離だ。


    　ようやく気づいたのに、あの男に告げたい言葉が見つかったのに。それなのに、こんなところで終わりなのか。結局誰だれ一人救えずに、誰一人守ることができずに死んでいくのか。


    　傷口から血が流れ出ると、微かすかな希望までもが零こぼれ落ちそうだった。


    　新之助は左手を強く強く握り締める。


    　挫くじけるものか。倒れるものか。心が折れてなるものか。蛮勇と呼びたければ呼べ。無謀だと笑いたければ笑え。愚かだと蔑さげすみたくば蔑め。


    「今いま更さら諦あきらめられるかよ。俺おれはこの道を貫つらぬき通す」


    　その約束は守るべき者のために、その決意は己おのれのために、その宣誓は道の先で待ち受ける者のために。


    　孤独で悲痛な咆ほう哮こうに答える者がいた。


    「その意気やよしっ!」


    　冴さえ冴ざえと輝く月光を受け、白い少女が声高に叫んだ。


    　帆ほ柱ばしらの先も先、一番上で腕組みしながら見下ろす少女がいる。月が照らし出す姿はまるで天女のようだった。船員たちはざわめきながらも、忽こつ然ぜんと現れた少女に向かって思わず手を合わせる。


    　新しん之の助すけは幽霊でも見たかのように、呆ぼう然ぜんとしていた。唐突に現れた白い少女は見飽きるほどにともにいた、ここにいるはずのない、あの少女だ。


    「……ましろ、か?」


    「だけじゃない……」


    　すっと影から抜け出してきたかのように、黒い少女が新之助の背後に立っていた。


    「くろえもか!?」


    　驚いて振り返った先にいたのはくろえ。暗い中に浮かび上がった姿は儚はかなげで、少し拗すねたような表情は艶あでやかですらある。


    　ましろがとんっと飛び降りてきて、くろえの横に並んだ。


    「お前ら、どうしてここに……」


    　くろえはつっと一歩進むと、新之助の口を指で塞ふさいで、耳元でそっと囁ささやく。


    「後で教えたげる」


    　艶つやっぽく微笑ほほえんではいるが、普段笑わないくろえの笑顔は怖い。剣けん呑のんな雰囲気を漂わせながら新之助のそばを離れる。


    　くろえの笑顔と対照的に、ましろは不機嫌さをあらわにしていた。無言でてくてくと新之助と距離をとってからくるりと振り向く。
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    「後で覚えときなさいよ」


    　ましろにぎろっと睨にらまれた。新しん之の助すけは苦笑してしまう。


    「安心しろ、一生覚えといてやる」


    　たぶん、忘れることなどできやしない。今までこんなに嬉うれしかったことはない。この場にいてくれることが、何も言わないでもともに戦ってくれることが。


    



    　鼓つづみの音はまたも速度を上げていく。一つ打たれるたびにまた一人、亡もう者じやが湧わいて出た。数を増しながら、わらわらと船ふな縁べりに取り付いては、浮塵子うんかのように群がり集まる。


    　一度、二度と銅ど鑼らが鳴ると、亡者は四つん這ばいになって船へと乗り込んできた。かさかさと素早く動き、獲物を求めて這い回る。


    　新之助を起点に、ましろが右翼、くろえが左翼を受け持つ。三人は加か絵えら船乗りをくるりと囲みこむ形になっていた。別に言い交わしたわけではない。ただそれぞれが己おのれのすべきことを理解している。


    　その光景を前にして、亡者はかたかたと歯を鳴らす。そんな小こ勢ぜいで何ができるとあざ笑うかのように、歯を鳴らし、床を踏み鳴らして這い寄ってくる。


    　それらを相手にしているうちに、屍しかばねの山が築き上げられていた。もしも、地獄があるならばちょうどこんな光景なのかもしれない。四肢を断たれ、のた打ち回ることもできなくなった亡者の群れが累々と折り重なっている。


    　海に投げ込んだものもあるから、かれこれ七、八十は始末しただろう。


    　それでも、なお船上には亡者が群れていた。


    「きりがないなぁ……」


    　うんざりした表情でましろが爪つめを振るう。それだけで亡者は紙切れのように消し飛んでいく。あやかしとしての格が違うのだから当然だ。金きん眼げん白はく髪はつ双そう尾びの化ばけ猫ねこにしてみれば、船ふな幽ゆう霊れいなど千体寄り集まったところで敵ではない。


    　それは銀ぎん眼げん黒こく髪はつ一いち尾びの犬いぬ神がみも同じだった。くろえは溜ため息いき交じりに拳こぶしを繰り出し、亡者の顔面を吹き飛ばす。


    　くろえは、いっそのこと全力を出して片を付けようかと、ぐっと力を溜ためる。


    　だが、ぎしっと船が軋きしみをあげるのを聞くと、首をふるふると横に振った。


    「ないない……」


    　くろえとましろが全力を出せば、亡者を一掃することはたやすい。だが、代わりに船が消し飛ぶ。新之助は自分たちが助けるからいいにしても、他ほかの人々は海の藻も屑くずと消え、亡者の仲間入りを果たすだろう。


    　また耳障りな銅鑼が鳴った。もうこれで四度目だ。今までと同様に亡者の群れがぞろぞろとお仲間を引き連れてやってくる。


    　それを見て、くろえはまた一つ溜ため息いきをつく。まだしばらくこの退屈な戦いを続けなければならないのかと思うと、頭が痛い。夜明けに綺き麗れいさっぱりいなくなってくれればいいが、その保証もないのだ。昼も夜も関係ないあやかしだっている。


    「こういうのを千せん日にち手てという……」


    　呟つぶやきが漏もれた。あまりに飽いていたせいか、思いのほか声が大きかったようだ。新しん之の助すけの耳にも声が届いた。


    　くろえの言葉で思い至ったことがある。


    「くろえ」


    「何?」


    「さっきの銅ど鑼ら、どこから聞こえたかわかるか?」


    「んー。あそこ、あの先の舟」


    　くろえは眠たげな眼めで沖のほうを見る。その先へあるのは燐りん火かが燃える小舟だ。


    「よし、ここを頼む」


    　言うが早いか、新之助は舳へ先さきへと駆け出した。群がる亡もう者じやを薙なぎ倒し、引き倒し、打ちのめす。船ふな縁べりに上ろうとしていた亡者の頭を蹴けり飛ばして舳先へ辿たどり着いた。


    　そこから跳んだ。


    　目の前に浮かんだ燐火を切り裂き、亡者の乗る小舟へ降りると、周りの亡者を斬きり伏せて、また、跳ぶ。着地の瞬前に抜刀した。亡者の首が三つ飛んで、海中へと没する。さらに跳んだ先の小舟でも刀を振るい、さらに先へと跳んでいく。


    　一艘そう、二艘と跳び移りながら、新之助が降りたのがちょうど八艘目。


    　その小舟は楽音に包まれていた。


    　竜りゆう笛てきに合わせて鼓つづみが打たれる。一いつ時ときの間まを置いて、篳ひち篥りきが吹かれる。笙しようが音律を奏かなでると、影が動いた。


    　影はゆっくりと舞う。手にした扇おうぎがさらに鼓の音を速くさせ、笙の音階を上げさせた。絵巻物でも見るかのように、厳おごそかで、魅入られるほどに美しい。


    　新之助に相対するのは、鎧よろい武む者しやだった。


    　その甲かつ冑ちゆうも当世風のものではない。乱世の頃ころよりさらに前、相当な年代ものに見受けられた。表面に錆さびが浮き、緋ひ縅おどしは朽ちている。


    　面めん当あての中からのぞく皮膚は爛ただれ落ちていた。双そう眸ぼうがぎょろっと動き、新之助を捉とらえる。


    　扇がぱちりと閉じられて、新之助へ向けられる。新之助はそれに応こたえるように抜いた刀を正面へ突きつけた。


    「王将をとらなきゃ、勝負はつかねぇよな?」


    「ならば、主ぬしも王将か?」


    　雷のような声だった。渋く、腹の底に轟とどろくような古ふる強つわ者ものの声だ。生前は名のある武む者しやだったのだろう。堂々たる立ち振る舞いには威厳と強きよう靭じんさが感じられる。


    「まさか。見ての通り、いいとこ桂けい馬まだよ」


    　新しん之の助すけは肩を竦すくめてみせる。古強者を前にして余裕を見せる新之助に、鎧よろい武む者しやは僅わずかに微笑ほほえんだようだった。


    「噂うわさに違たがわぬよい若武者だ。かつての英傑を思い出す……」


    「そいつは光栄至し極ごく。誰だれに聞いたか知らないが、買い被かぶりもいいとこだ」


    「何、それは今から確かめれば済むことよ」


    　鎧武者は佩はいていた大おお太だ刀ちを抜き放つと上段に構えた。大きな体たい躯くに見合った、長く太い刀身、構えた姿は天を衝つくようだ。


    　だんっと踏み込むと、太刀は風を巻いて落ちてくる。鈍重な動きながら、その一撃は恐ろしいまでの威力を秘めていた。舟底を突き破り、水みず柱ばしらが上がる。


    　横に跳んでいた新之助に飛沫しぶきがかかった。


    　裂け目からごぽごぽと海水が浸入し、足元は水浸しになっている。じきに、この舟は沈むことになるだろう。そうなれば、舟ふな幽ゆう霊れいならいざしらず、新之助は海うな原ばらに投げ出されてお陀だ仏ぶつだ。時に余裕がなくなっていた。


    　だが、ぐらつく小舟の上では、思うように動けない。狭い空間にあっては、必殺の一撃を持つほうが有利だ。動き回って、翻ほん弄ろうすることもできない以上、純粋な力比べとなる。


    　時間と空間とを制限され、新之助は本来の力を出し切れない。移動範囲が狭い状況下では一撃の重さが勝負を分かつ。その点においては相手の鎧武者のほうにやや分があるだろう。


    　とにかく、今の新之助にできることはひたすらに撃ち続けること。相手の体勢を崩し、重い一発を撃たせないことだ。


    　しかし、相手の着込んだ甲かつ冑ちゆうには独特の丸みがあり、刃が滑っていく。思うように手傷を負わせることができない。


    　鎧武者は新之助の打ち込みを甲冑でいなし、隙すきを見ては大振りな斬ざん撃げきを放つ。面めん当あてが笑いで揺れていた。


    「かかっ、聞きしに勝る精兵よ。近ちか頃ごろの武士は惰だ弱じやくだと嘆いておったが。永き時を経て、また、こうして太刀を合わせられるとは何たる僥ぎよう倖こう。ゆるり心行くまで死合いたいな。……されど、主命が大事。そっ首くびもらいうける」


    「主命、ね。そのお偉いさんはどこのどいつだい?」


    　骨が軋きしむような一撃を受け流すと、新之助は苦い顔で問うた。


    「池いけ殿どのよ」


    　剣けん戟げきの音の中にあって、その名はいやにはっきりと聞こえてくる。繰り返し読み耽ふけった書物の中に散見されたその名には覚えがある。正しき血統を受け継ぎながら、結果的には一族を裏切ったその名には、まさしく宿命が宿っているのだろう。


    「……はっ。そういうことかよ」


    　新しん之の助すけは納得したように言うと、柄つかを握りなおした。ようやく確信できた。この道の先に自分の求めるものがある。


    　刀を振るう速度は徐々に増していく。


    　切っ先は甲かつ冑ちゆうの隙すき間まを狙ねらい穿うがつ。俊敏な突きは針の穴を射い通とおすような正確さで繰り出されていた。組み紐ひもを断ち、胴どう丸まるが落ちる。中にはどろどろに溶け出した腸はらわたが溢あふれている。醜しゆう悪あくなそれを無視し、返す刀で肩当てを弾はじき飛ばしながら新之助は言う。


    「池いけ殿どの、ねぇ」


    　新あら鷹たかが一いつ閃せんした。


    「そんな偉そうな奴やつは知らねぇよ」


    　新之助が刀を納め後ろを向いたときには、鎧よろい武む者しやの首が高々と宙を舞っていた。


    



    　虚こ空くうへと刎はね飛ばされた兜かぶとは千石船からもよく見えた。鼓つづみの音も銅ど鑼らの音も今は聞こえてこない。


    　大将を失って、亡もう者じやの一団は混乱していた。それまでの組織的な動きはなくなり、ふらふらと船上を彷徨さまよい始める。一人、また一人と海中に身を投げ、そのまま沈んでいく。


    　新之助がまた小舟を跳びながら、元いた千石船へと舞い戻った頃ころには、あの地獄のような光景が嘘うそのように、綺き麗れいさっぱりなくなっている。彼らがいた痕こん跡せきは、船の端々につけられた引っかき傷と、膿うみに似たどろっとした液体だけだ。


    　じきに、東の空が白み始める。陸であれば、一いち番ばん鶏どりが鳴く頃だろう。


    　舳へ先さきから歩いてくる新之助の姿を見つけて、ましろとくろえが迎えに出てくる。それに続いて、気後れしたような表情の加か絵えがいた。


    　新之助の表情は険しい。鎧武者が口にした言葉がぐるぐると頭の中を回っている。


    　だが、ましろの表情はもっと険しい。


    「馬ば鹿かーっ!」


    「うおぁっ!?」


    　ましろは拳こぶしをぎゅっと握り締めると、新之助の顔面を力いっぱい殴なぐりつける。


    「この馬鹿は本当に馬鹿だよっ!　全っ然成長してない!　黙っていなくなるし、気づけば何かと戦ってるし、いつのまにか目は荒すさんでるし、筋金どころか鋼はがねの入った大馬鹿だよっ!」


    　新之助の襟えり元もとに縋すがり付いて、それでもましろは攻撃の手を緩ゆるめない。顔を伏せたまま、肝かん臓ぞうの辺りを弱々しく殴りつける。腹部よりも胸が痛む。


    「ほんと、馬鹿……。心配したんだからっ!」


    　最後に思いっきり叩たたき込む。捻ひねりを効かせた抉えぐり込むようないい一発だった。新之助の呼吸が一瞬止まる。


    「ましろ、その辺でやめてあげて」


    　くろえが仲裁に入るように、新しん之の助すけの後ろに回ってぽんと肩に手を置いた。


    「あとは、こっちでやるから」


    　肩に置かれていた両手が蛇へびのように、さささっと動いた。新之助の頭を捉とらえて、十字に組むと、右手を奥に左手を手前に動かした。それだけで、きゅきゅきゅっと新之助の首が締め上げられる。ぎりぎりっと不穏な音がすると、新之助が必死で腕を叩たたく音が続いた。


    　やがて、その音も途絶える。


    「ちょっ!　そのへんでおやめよっ!　蟹かにみたいになってるから!」


    　加か絵えの叫びも新之助の耳には届かなかった。


    　潮が流れを取り戻し、波打つ音が聞こえてくる。太陽は地平線に隠していたその姿をすべて見せようとしていた。


    　揺らいだ意識を取り戻したときに視界に入ったものは、沖に見える島だった。


    「おや、起きたかい?」


    　傍かたわらに座っていた加絵が顔を覗のぞき込んでくる。


    「ああ……。面倒かけたな」


    「気にしてないよ。誰だれ一人欠けずにすんだんだ。それに、これくらいの刺激があったほうが楽しいさ。連中をご覧よ」


    　加絵の指差したほうでは、どんちゃん騒ぎのまっ最中だった。積んでいた酒さか樽だるを開あけて、皆がめいめいに杯さかずきを酌くみ交わす。その輪の中心にいるのは二人の少女だった。


    　高らかに歌い、踊るさまは戦勝祝いのように見えた。


    「島はもうすぐそこだ。朝っぱらから何だけど……別れの宴うたげだよ」


    　目的地には到着したのだ。なら、ここでお別れ。長きにわたった加絵たちとの船旅はこれで終わりなのだ。


    「……随分と楽しそうにやってるな」


    　そんなに新之助との別れが嬉うれしいのかと思うと、少し複雑だ。そんな気持ちを見透かしたのか、加絵は豪快に笑った。


    「馬ば鹿かだね。絶対に忘れたくないから、素敵な出会いだったと覚えておきたいから、精一杯騒ぐのさ。それに、いきなり可愛かわいい女の子が乗ってきたんだ。盛り上がりもするさ」


    　最後に付け足された言葉を聞いて、新之助は小首を傾かしげた。女の子が乗っていると、騒ぎになるのだろうか。


    「なら、加絵だって同じだろ?」


    　大おお真ま面じ目めに聞かれて、加絵の顔が急にかぁーっと色づく。


    「ばばばばば、馬鹿いってんじゃないよ!　べ別に可愛くないしっ!　そ、それにほら、あたしは船頭だから、もう男とか女とかそういう魂の次元じゃないんだよ!」


    「どんだけ高尚な存在だよ」


    「い、いいからっ!　ほら、主役がいなくてどうすんのさっ!」


    　背中をグイグイ押されて、新しん之の助すけは輪の中心に放ほうり出されてしまった。男たちは新之助の姿を見つけると、新ちゃん新ちゃんと涙に濡ぬれた瞳ひとみで騒いでは、汗の浮かんだ筋肉で新之助に抱きついてきた。


    　サブもおじいも新之助の杯さかずきになみなみと酒を注いでは、思い出話に花を咲かせる。そこへ、加か絵えも交じってくると、ましろとくろえも割り込んでくる。


    　どこか、懐かしいと感じる時間だった。ずっと続いてくれればいいと、そこにいた誰だれもが思うような時間。


    　それでも、終わりは来る。前へ進むことを決めた者は決して留とどまることをしない。


    　太陽が東の空を照らし、高さを上げていくと、新之助は立ち上がる。


    「さて……、そろそろ行くわ」


    　新之助の言葉に、ましろとくろえも腰を上げた。その姿を眩まぶしそうに見つめて、加絵も立ち上がる。


    「よしっ!　お前たち、仲間の門かど出でだよ……。盛大に見送っておやり!」


    「応っ!」


    　男たちの声が海うな原ばらに響き渡る。


    　酔いもどこかへ吹き飛ばして、男たちはてきぱきと小舟を下ろす作業に入った。島の入り江は複雑すぎて大きな船をつけることはできない。加絵は声の限りに張り上げて、縄の上げ下ろしに檄げきを飛ばす。


    　新之助はその姿を一歩下がって見守っている。


    「仲間、か……」


    　自分にそう呼ばれる資格があるのかはわからない。けれど、許されるならば、彼らのことをそう呼びたい。


    　別れの宴うたげでなく、門出の祝いをしてくれた仲間たちは小舟を海に下ろし、整列した。準備が終わった。二列に並んだ男たちは、新之助と小舟とを繋つなぐ道をなしていた。


    　無言で、行けと。お前の求める道を進めと背中を押してくれる。


    　新之助は足を前へと出して、その心意気に答える。


    　それから、後ろを振り返り、仲間を見た。不安げにちょこちょこと後ろを歩くいている、この船に乗るより前から、ともにいた仲間を。


    「一緒に、ついてきてくれるか?」


    　その言葉に、ましろは顔を輝かせた。


    「あ、当ったり前じゃないっ!」


    「どこまでも憑ついていく……」


    　胸の前でだらりと両手を下げたくろえも口元が微笑ほほえんでいる。


    「ありがとよ」


    　新しん之の助すけは短く言葉を返すと、再び足を進める。どれだけの言葉を費ついやしても、この気持ちを表現できないなら、ただ一言でも変わらない。


    　男たちが作り上げた花道は、小舟へとかかる縄なわ梯ばし子ごへと続いていた。


    　櫂かいを握り締めて、元いた船を見上げる。


    　遥はるか頭上に見えたのは太陽だ。すべてを失いかけていた自分に数多あまたの恩恵をくれた、寒さに震える自分を照らしてくれた太陽は、少しばかり表情を曇らせている。


    　それでも、新之助と眼めが合うと、輝くような笑顔を見せた。


    「達者でね」


    「ああ、お前もな」


    「江え戸どに戻ったら、挨あい拶さつにくらい来なさいよ」


    「わかってる。喜き兵へ衛えさんにもよろしくな」


    「うん……、腹が減ったら飯ぐらい出すからいつでも来なよ」


    「年中、腹空すかしてるみたいに言うな」


    「どうだか。あんたみたいな侍は食いっぱぐれるに決まってる。だからさ……、行き場所がなかったらいつでもうちに来なよ」


    「そうならないようにせいぜい頑張るさ。お前も頑張れよ」


    「うん……」


    　そこで、話すことは尽きてしまった。もっともっと言いたいことはあるのに、どうしたってそれ以上は口から出てこなかった。


    「それじゃ、行くわ。じゃあな」


    　最後にそう言うと、新之助は櫂かいを操り、遠ざかっていく。片手をひらひらと振り上げて、別れを告げた。


    　すると、男たちはいっせいに船ふな縁べりに立って声を張り上げ、千切れんばかりに腕を振る。


    「新ちゃん、頑張れよ!」


    「また会おうぜぇっ!」


    　野太い声援に苦笑いしている新之助の姿が、加か絵えには滲にじんで見えた。すん、と鼻をすすり上げてから、くるりと後ろを向いた。


    　加絵のおかしな様子に気づいたサブが声をかける。


    「お嬢?　どうしたんで?」


    「なんでもないよっ!　あっちいってなっ!」


    　サブの尻しりを思いっきり蹴けり上げて、遠ざけた。一人になると、後から後から涙が出てくる。


    　最初にあの少年の姿を見たとき、捨て犬のようだと思った。


    　深い深い海のような瞳ひとみをしていた。何か人にはわからない事情を抱え、多くの嫌なものを見てきて、それでも、目を逸そらさずに受け入れようとする瞳。


    　諦あきらめても、必ず立ち上がってやると吼ほえる彼の姿を自分に重ね合わせて、憧あこがれた。


    　思えば、加か絵えは魅ひかれていたのだろう。


    「今日は、潮風が目に沁しみるねぇ……」


    　加絵はくしくしと、瞼まぶたをこすって溜ため息いきをついた。


    　よく晴れた風のない日の朝だった。
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     肆　まれびと　unwelcome_guest


    



    　その島は煙って見えた。


    　風に吹かれるでなく、潮に流されるでなく、ひっそりと、ただひっそりと荒海にたゆたう。隠れもない海うな原ばらにありながら、その姿の中に何か密ひそやかなものを感じさせた。


    　扁へん平ぺいな島に陰影を生み出すのは浜より先へ進んだところにある鬱うつ蒼そうと茂った森だろう。その最さい奥おうは小高い山となり、煙と湯気とを上げていた。降り落ちてくる霧と煙とが、雲に混じって薄うす絹ぎぬをかけている。のどか、そして峻しゆん厳げん。


    　新しん之の助すけは櫂かいを操りながら、小さな浜辺へと舟を近づける。そのまま砂浜へと乗り上げると、そこから陸地へと牽ひいていく。砂地に刻み込まれた軌跡が、確かにこの島へきたのだと実感させた。


    「さて、舟はこれでいいだろう」


    　積んであった縄を使い、手近な樹きに幾重にも念入りに舫もやいでおく。波打ち際からは離してあるが、潮の満ち引きによってはどう動くかわからない。


    「やっと舟から解放された……」


    　ふらふらとした足取りでましろが歩いたかと思うと、ずしゃっと砂浜に座り込んだ。


    　やけに静かだと思ったら、どうやら船酔いしていたようだ。青白い顔をして涙目になっている。


    「なんで小さい舟ってあんなに揺れるの?」


    「そりゃまぁ波を直じかに受けるからな」


    「納得いかない!　渡し舟は平気だったのに……」


    　そう言えば、山やま手てへ帰るときにも舟に乗ったな、と新之助には遠い日のように思い出される。まさか、あのときはましろとこうも長く一緒にいるとは思いもしなかった。


    　そして、今はいないあの男とも。


    　きゅっと胸が締め付けられるような思いに駆られて、新之助は慌あわてて笑顔を取り繕つくろう。


    「船酔いなんて修行が足らねぇんじゃねか?　くろえなんて平然としたもんだぞ」


    　後ろにいるくろえを振り返ってみると、微笑している。


    　ただ、その笑顔はとても儚はかなく、青白いどころか今にも消えうせそうなほどに色が薄かった。表情はかすかに笑えみを湛たたえたまま微動だにしない。


    「くろえ?」


    　返事がない。気を失っているようだ。


    「ちょっ、ちょっと」


    　ましろは自分の気分がすぐれないのも忘れて、がくがくと肩を揺すってやる。それでやっと正気を取り戻したのか、くろえは今にも消え入りそうな声で呟つぶやいた。


    「あと少しで向こう側へ渡るところだった……」


    「そんなに舟に弱いのによくここまで来れたもんだな……」


    　新しん之の助すけが半ば呆あきれたように言う。すると、ましろがぴくっと反応して、ふるふると肩を震わせた。


    「そもそも誰だれのせいだと思っているのかな?」


    「あ、いや、そういう意味じゃなくてですね……。純粋にどうやって来たのかなーって不思議に思っただけですよ?」


    　藪やぶをつついて出した蛇へびをこれ以上刺激しないように、新之助はへもへもとした口調になった。自然、逃げ腰で両手はましろの剣幕を抑えるように弱々しく前に出されている。


    「どうやっても何も最初からあの船に乗ってたけど」


    「はぁっ!?」


    　驚きよう愕がくで思わず大きな声が出た。


    　少なくとも、新之助があの船で二人の姿を見たのは舟ふな幽ゆう霊れいに襲われたときが最初のはずだ。それまでは影も形も、気配すら感じていなかった。


    「修行が足りない証拠……」


    「うっ……」


    　にやりと笑ったくろえにやり返されて、新之助はぐうの音も出ない。


    「でも、あの船に隠れるところなんてあったか?」


    「ふふん、樽たるの中に隠れてればわけないねっ!」


    　地味だ。


    　ましろは自慢げに言うが、とてつもなく地味な方法だ。食糧がちょくちょく減っていたのもましろとくろえが失敬していたのだろう。あまりに地味で地道な方法に、新之助はなんと言葉をかけていいやら考えあぐねて適当な言葉しか出てこない。


    「それはなんと言うか……。都合よく空樽があってよかったな」


    　それに、ましろはきょとんとした表情をした。


    「何言ってるの、新之助。世の中そうそう都合よくないよ」


    「空いてないなら空けるまで」


    　くろえが拳こぶしをぐっと握り締める。


    「醤しよう油ゆ一樽飲み干すのは大変だった……」


    「普通、死ぬけどな」


    　さすが、と言うべきなのかもしれないが、素直に驚けない。


    「おかげでなんだか身体からだが醤油臭いよ……」


    　すんすんと鼻を鳴らして、ましろが悲しそうな声を出す。白い服に醤油の染みがついていないのは不幸中の幸いだった。


    　しかし、そんな苦労をしてまでこうして来てくれたのだ。そのことには感謝するべきだろう。そう思って新之助が口を開いたとき、ふと疑問が頭をよぎる。


    「む、待てよ。ということはお前ら最初からついてきてたのかっ!?」


    　その問いにましろははぁっと長い溜ため息いきをついた後、やれやれと腰に手をやる。


    「あのねぇ、朝まで帰ってこなかったらさすがに捜しに出るよ。探しに探して見つけたと思ったら船に乗ってるんだもん。そりゃあ、ましろたちも乗るしかないでしょ」


    「どこで何をやってたんだか……」


    　くろえにじと目で凝視されて、新しん之の助すけはまたもや言葉を失う。どうにもさっきから一言多いらしい。久々に会ったことに加え、二人の機嫌が悪いというのも原因だろう。


    「今度はこっちの質問だね。新之助はなんで船に乗ってこんなところに来ちゃったのかな?」


    　にっこり笑ってはいるが、眉まゆ根ねがひくりと動き、眉み間けんには皴しわがよっている。


    　新之助は、たははーと笑ってごまかしながら、空を振り仰あおいだ。


    「あ、いけね。もうこんな時間か。さっさと人を見つけて話を聞かないと日が暮れちまうな」


    　言うが早いか新之助は駆け出した。


    「ちょ、ちょっと待ちなさいよっ!」


    　さくさくとした砂を巻き上げて、ましろも新之助の背を追って走り出した。


    



    　刻限が昼にさしかかったためか、島には数筋かの炊かしぎの煙が上がっている。


    　この小さな島にどれだけの人がいるかはわからないが、さして多くはないだろう。島の南部を岩肌が埋め、中央からは手つかずの森が延びている。人が住める平地はけして広くない。


    　当然、耕作に使える面積も限られてくる。定住するものにとって農作物は生命線と言っていい。まして、海に囲まれた離れ小島にあってはその重要度は格段に上がるだろう。


    　だが、田畑には石が転がり、雑草が伸びている。その草を牛がのっそりとした動きで食はんでいる。どうやら、耕作や放牧よりも漁ぎよ猟りようが主であるようだ。


    　新之助たちは一筋の煙を目指して歩いていた。


    　村、と言うよりも集落と言うべきなのだろう。煙の元を追っていると、数戸の家が寄り集まっている一角に出くわした。


    　米が炊き上がる香りがほんのりと鼻をくすぐる。久しぶりの甘い香りのおかげで、自分が空すきっ腹なのを思い出した。


    　新之助は様子を伺うかがうように、壁際から顔をのぞかせる。


    　竈かまどの前にいたのは、一人の老婆だ。


    　老婆はこれから飯の支し度たくにかかるのか、ちょろちょろと燃える火に薪まきをくべていた。


    　火吹き竹を口に当て、ひょっとこみたいな顔をして懸命に火を強くしている。


    　新之助が息を潜ひそめている壁の裏、家の内側からまたぞろいい匂においが立ちこめてきた。ぱりっと焼き上がった干物、出だ汁しが香り高い味み噌そ汁しる。たんたんと漬け物を刻む音にのっかるように、かぐわしい香りが周囲に漂う。


    　くーと可愛かわいらしく腹の虫が鳴いた。


    「ましろ、うるさい」


    　くろえが、じろっと軽けい蔑べつするような目をましろに向けた。


    「ちっちがっ朝から何も食べてないんだからこれが普通なんだよ!?　ましろが普段食べ過ぎとかそう言うんじゃ」


    「わかったから、ちょっと静かに」


    　新しん之の助すけが二人の口論を止めようとしたときだった。


    　からんと高い音がした。


    　物音にはっとして振り返る。左手は刀の鯉こい口ぐちを切り、いつでも抜き打ちを仕掛けられる状態になっている。


    　新之助の目の前にいたのは先ほどの老婆だった。


    　ころころと火吹き竹が転がる音だけがする。


    　老婆は三人の姿を認めるや、あらほらさっさと駆け出していく。老婆と思えぬほどの素早さだ。


    「ちょっ!　ばあさん!　待て、怪しいもんじゃない!」


    　だが、すでに抜刀の姿勢に入っている新之助には怪しさしかなかった。平和な島にいきなり浪人風の男が現れればそれだけで大事件だろう。


    　だが、いくら新之助が人に忌いみ嫌われるのに慣れているとはいえ、出会い頭がしらに逃げ出されたことはない。しょんぼりと肩を落とす。


    　奇声を上げて駆け回る老婆のせいで、集落の人がぞろぞろと集まってくる。


    「なんかちょっとやばそうな空気じゃない?」


    　ましろの問いかけに新之助は黙って頷うなずく。


    　人々はみな、共通して同じ感情を瞳ひとみに宿らせていた。ゆっくりと跪ひざまずき、伏目がちに新之助たちを見ている。


    　この視線には覚えがある。山やま人びとのそれがそうだった。剣を交えたときの巣す鴨がも三さん四し郎ろうの瞳、そして、古くは山やま手てにいた頃ころ、幼い新之助に向けられたものと同じ。異質なものを恐怖し、排斥しようとする視線だ。


    　もともとが地理的に隔絶された離れ小島なのだ。外から来た者にいい顔をしないのは当然のことかもしれない。


    「参ったね、どうも」


    　新之助は苦笑するようにはにかんだ。


    　こんな視線にはもう慣れた。どこであろうと新之助に向けられる視線は変わらない。いつだって拒絶されて、溝を掘られ、壁を築かれる。


    　所しよ詮せん、違う場所に生まれ、別の時間を生きている。わかり合うことなどできやしない。理解してくれ、受け入れてくれと泣き叫んだとて叶かなうわけでなし。同じ村で生まれ育とうと、同じ時を過ごそうと感じることまで同じではない。


    　違うのだ。人と人はどうしようもなく違うのだ。


    　だが、それの何が悪い。


    　身分も境遇もいずれ消えてなくなる。そんなものに拘かかわらずとも人は勝手に結びつき、当たり前の暮らしを営む。


    　どれだけ違いがあろうとも、そのことに間違いなどない。


    　種族が別だとしても、身分が異なろうとも、宿命が分かとうとも、違うことに目を背そむけなければ、ともに歩むことはできる。


    　だから新しん之の助すけは声高に名乗りをあげる。自分は人とは違う。それでも、やはり人だと、確信を込めて。


    「俺おれは大おお久く保ぼ新之助。故ゆえあって江え戸どから捜し物に来た。別に取って食いやしない。話を聞かせてくれればいい」


    　その声は風に飲まれることなく、人々の耳じ朶だに響いた。あまりにも堂々と、自分のあり方を示した。


    「捜し物、とは?」


    　新之助の姿に何が感じるものがあったのか、村人の中から一人、年かさの男が歩み出てきた。立ち振る舞いから見てこの集落の代表者なのだろう。


    　彼の彫りの深い顔をしっかりと見つめて、新之助は答える。


    「抜け荷に興味があってな。一枚噛かみたいんだが紹介しちゃくれないか」


    　その言葉を聞いて、男はぴくと眉まゆ根ねを寄せる。抜け荷、という言葉はこのあたりの人間にとってはよほど不穏当なものに違いない。


    「抜け荷か……。あなたがご存じかは知らないが、この一帯の島々は多かれ少なかれ抜け荷に関かかわった過去を持っておる。一昔前は近海を船が行き交っていたゆえ、船が逃げ込むくらいのことはあったが……。今はそれも聞かぬな」


    　男の言うように、地理的に考えればこの島は薩さつ摩まと琉りゆう球きゆう、唐から国くにとを結ぶ中継地点になるはずだ。海が荒れれば、島陰に入ってやり過ごすくらいのことはあってもおかしくない。実際、『唐とう船せん淵ぶち』と呼ばれる地名を持つ島も存在するくらいだ。むしろ、無関係だと断じるほうが無理があるだろう。


    　新之助は男の言い分に理を感じて、質問を変えた。


    「そうか。いやなに、最近、このあたりの海でおかしなことが続いていると聞いて、様子を見に来たんだ」


    「さて、どうであろうか。特に変わったことはないと思うが……。他ほかの者はどうだ?　何か知っているか?」


    　男は少し考えてから、周囲を振り返って尋ねる。大人たちは互いに顔を見合わせると誰だれもが揃そろって首を振った。子供たちはそもそも何を問われたのか理解していないのか、きょとんとしている。


    「ご覧の通りだ。お役に立てず申し訳ござらん」


    「いや、こっちこそいきなり押し掛けて変なこと聞いて悪かったな。ついでと言っちゃなんだが、飯食わせてもらえないか?　お代はちゃんと払うからさ」


    　新しん之の助すけは袂たもとから取り出した茶ちや巾きん袋を空中に放ほうり投げて見せ、支払う意思があることを示す。


    「銭などは不要。好きなだけご馳ち走そう致そう」


    　男は鷹おう揚ように笑って、近くにある一番立派な屋敷へと招いてくれた。


    　その屋敷は、江え戸ど近郊や山やま手てで言うところの庄屋屋敷に当たるのだろう。村で一番権力を持つ者の邸宅に相応ふさわしい立派なものだった。


    　低く築かれた石いし垣がきとともに簡素な門がしつらえてあり、母屋の間ま口ぐちは十五間けんにも及ぼうかという大きなものだ。屋根は杉板で葺ふかれ、飛ばされないように重おも石しが置かれている。


    　それは庄屋屋敷と言うよりはむしろ、武家屋敷に近いかもしれない。新之助にとってはどこか懐かしい風景だ。


    　新之助たちが通された客間もこれまた広い。床の間を見るといやに長い刀が飾られていた。


    　刀狩りがあったとはいえ、今でも江戸近郊、日ひ野のや多た摩まの豪農の蔵を探れば刀の十本や二十本は埋まっている。また、名みよう字じ帯たい刀とうを正式に許されている者もいる。幕府の目から遠く離れた地域ならなおのことだろう。


    「大したもてなしもできぬが、ゆるりとして行ってくだされ」


    　男はそう言ったが、運ばれてくる膳ぜんはどれも豪華だった。鯖さばの刺身に、煮物、山菜の漬物、鹿しか肉の叩たたき、麦むぎ味み噌そで仕立てたあら汁と枚挙に暇いとまがない。何より、ほっこりと炊き上げられた米が嬉うれしい。


    「おいおい、こんな豪華なもんじゃなくていいんだが……」


    　ひきもきらずに並べられる料理を前にして、新之助は気後れしたように言う。だが、男はにっこり笑って、配膳を粛しゆく々しゆくと進めている。


    「気にされんでよい。昔から、マレビトには畏い敬けいの念を持って接するのが我らの流儀」


    「まれびと?」


    　耳慣れない言葉に新之助は思わず聞き返した。


    「左様。稀まれに訪れる人ゆえ、マレビトと呼ぶ。外より来るものは神、あるいは聖人だ。故ゆえにもてなすのは当然のこと」


    　男が手短に説明するのを、新之助はぽかーんとした顔で聞いていた。


    「はぁ?　俺おれは神だの聖人だのなんてご大層なものじゃないぜ?」


    　言わずもがなのことであるが、新之助はただの人だ。確かに、少し人と違うところはあるが、少なくとも初対面の人間にめったやたらに尊そん崇すうされるような存在ではない。


    　新しん之の助すけの言葉を聞いても、男はゆっくりと首を振っただけだ。


    「いや、マレビトはマレビトだ。神仏の類たぐいでなくとも、外から来た者は多くのものを運んでくる。我われらとは違うものを持っているのだ。ならば、畏おそれ敬うやまうのは当然のこと」


    　男の言うように、外部から来る存在への複雑な感情というのは人として当たり前に備わっているものかもしれない。


    　こうした、外より来るものへの信仰というのはこの島だけでなく各地に存在する。出で羽わのナマハゲなどはその最たる例だろう。また、盆に帰ってくる先祖も他界からのマレビトと言えるかもしれない。


    　つまりは、この国における一つの精神性の表われと言っていい。


    　また、外から来る者は実際に変化を孕はらむ。単なる信仰に留とどまらず、極めて実際的な変化を生み出す。そのことは歴史そのものが証明しているだろう。


    　例えば技術だ。火縄銃のような兵器は言うに及ばず、今となっては生活の一端に溶け込んでいるものでも外に起源を求められるものは多い。外部からの来訪者によって伝えられた技術が今のこの世界を育はぐくんでいることは間違いがない。そうした恩恵が外から来た者を歓待する流儀に繋つながっていることは非常に納得ができる。


    　一方で、恐れる気持ちもまたある。外から来る者が幸福ばかり運んでくるとは限らない。時に種を根絶やしにするほどの災さい厄やくを引き連れていることもある。それは流は行やり病であったり、害獣であったり、悪あしき風習であったりと、とる形は様々だろう。


    　もっとも、その来訪者自身が災厄であることすらあり得る。侵略し、征服し、搾さく取しゆし、陵りよう辱じよくする途方もない災いということだってあるのだ。


    　だから裏を返せば、恐れるからこそ歓待するのかもしれない。


    　福を授けよ、祟たたってくれるなという二つの思いが交錯して、外より来た者をもてなす。


    　こう言ってしまえば、極めて利己的な思想に思えるかもしれないが、人の世にあっては当然の作用だろう。なんでもかんでも受け入れる、または拒むというのであれば、その世界は腐っている。完全な肯定、絶対の否定の先にあるのは破滅だけだ。回避するために必要なことは柔らかな衝突と、そこから自身に必要なものを取捨選択することである。


    　この国は幸いなことに四方を海に囲まれており、突発的、かつ大規模な未知との遭遇という事態は起こりづらい。言ってみれば緩かん衝しよう材ざいとしての海が存在している。そのおかげで緩慢な接触を持ち、その上で適応するための選択が行われるのだ。拒絶するでなく、同化するでなく、歪いびつな融和を繰り返すことでいつのまにか文化の中に取り込んでいく。


    　この国が未いまだ本格的な侵略を受けない理由はそこにあると言っていいだろう。


    　文化とは、世界とは常に変化を求める。外から来るものへ、融和し、反発し、混じり合うのだ。


    　その縮図がこの島の文化なのかもしれない。


    　世が変わり続けることを望むというのなら、世のひと欠片かけらである人もまた同じ。


    　自みずからのうちに閉じこもっていた新しん之の助すけが、多くの出会いを通して変わりつつあるのがその証左だ。


    　それが正しいことかはわからない。事実、出会わなければ新之助は人を斬きらず、戦いの日々に身を置くことはなかっただろう。流されずに済んだ血だってあるかもしれない。


    　それでも、間違いだと断じるにはあまりに多くのものを手に入れてしまった。決して届くことはないと思っていた日常のひとこまや、新たな絆きずな。そして、越えるべき壁。それを手放したいとは思わない。


    　あの男は歌った。


    　諸行無常、変わらぬものなど存在しないと。生きる限り、己おのれに、世に問い続けよと。


    



    　八割がた飯をかっ込むと、男はほっとしたように微笑ほほえんだ。


    「お口に合ったようだな。どれ、茶の用意でもしてこよう」


    　男がいそいそと部屋から出て行ってしまうと、残っているのは新之助たちと給仕のために残った数人の女たちだけだ。


    　ぺんぺんと小山のように盛り立てられた茶ちや碗わん飯を片手に、新之助は刺身を口に運んでむぐむぐと噛かみしめる。ごま鯖さばのこりこりとした舌触りが美う味まい。


    　美味いのだが、少し気になる点がある。新之助は次に米を口に入れながら、違和感の正体を探ろうとしていた。


    「ねぇ、新之助。ちょっとおかしくない?」


    　ましろが余人に聞こえぬように、耳打ちしてきた。どうやらましろも何か感じることがあるらしい。


    「ああ、確かにおかしい……」


    「だよねっ!　醤しよう油ゆが甘いなんて絶対におかしい!　煮物とかには合うけど、さすがにお刺身にはちょっと……」


    　ぽろっと新之助が箸はしを取り落としてうな垂だれる。


    「そっちか……」


    　確かに、この独特の甘い醤油には驚かされた。ましろの言うように、煮物や焼き物との相性は抜群にいいが、如何いかんせん刺身にはやや不向きだ。風土の違いは味付けに色濃く出る。


    　だが、新之助の抱いだいた違和感はそれではない。ましろやくろえが疑問に思っていないということは単なる思い過ごしなのかもしれない。


    「まぁ、もう少し様子を見るか」


    　新之助は盛りに盛られた茶碗飯をあら汁で流し込む。


    　最後にそっと出されたお茶を受け取り、やっと一服。ましろもくろえもお茶請けの金こん平ぺい糖とうへ手を伸ばした。


    　ずずずっと三人はめいめいにお茶をすすり、腹がこなれてくるのを待つ。人ひと心ごこ地ちついたところで、誰だれからともなしに居住まいを正した。


    「ご馳ち走そう様でした」


    　三人揃そろって、手を合わせて一礼すると、給仕の女たちは深々と礼を返してくる。


    「いや、美う味まかったな。あの魚はこのあたりで獲とったものか?」


    　新しん之の助すけが爪つま楊よう枝じを咥くわえながら尋ねた。


    「ええ、このあたりの海は黒潮のおかげで良い鯖さばが獲れます。今朝獲ってきたものだから新鮮でしょう?」


    「ぷりぷりこりこりしててもう最高だよっ!」


    「イカ刺しも歯ごたえがあってよかった……」


    「な、生イカはちょっと嫌かな」


    　生イカには微量の毒があるので、猫に与えるのはよろしくない。ましろは本能的に危険を察知したのか、いっさい手をつけなかった。気づいたら、くろえの皿にイカ刺しの山ができていた。それを一言も口をきかずにもくもくと食べ続けたくろえは食事に大満足の様子だ。


    「朝早くからご苦労さんだな。おかげで美う味まいもんが食えたよ。ありがとう。ここらの海じゃ奇妙な噂うわさを聞いたもんだからおっかなびっくりだったんだが……」


    　言って、新之助が一人の女をちらと見る。


    「普段と変わらぬ海だったと聞いていますよ。喜んでいただけて何よりです」


    　女はにっこりと笑って、かたかたと箱はこ膳ぜんを片付け始める。手早くしまうと、そそと立ち上がり下げていってしまった。


    　女が去った襖ふすまからちろりと覗のぞく者がある。座っている新之助と眼めが合うのだから、背丈は低い。ちょこっと開あいた隙すき間まを入れ替わり立ち代わり、子供たちが覗いている。


    　その瞳ひとみにはたくさんの好奇心と少しばかりの恐怖心が宿っている。絵巻物に出てくる人間に出会ったような、そんなときめきが胸に躍っているのだろう。


    　その無む垢くな瞳を新之助が見つめ返すと、慌てて襖が閉じられる。それから一ちよ寸つとすると、またそおっと僅わずかばかり襖が開けられた。


    「……用があるなら入ってきたらどうだ?」


    　声をかけられて、また襖がぴしゃりと閉められた。向こう側では行くの行かないのと喧々囂ごう々ごうの議論が繰り広げられているようだ。


    　子供たちはわいわい言い合っていたかと思うと、急に静かになってほんの少しだけ襖を開けて新之助たちを窺うかがい見る。


    　どう応じたものか計りかねて新之助は皿に山と盛られた金平糖をつっと押して寄越す。くろえはその意図を汲くんで皿を手に取ると、来い来いと子供たちを手招いた。


    「別に怖くないよー。こっちおいで」


    　ましろに声をかけられると、意を決したように襖ふすまが開あけ放たれた。十人近い子供たちは恐る恐る金こん平ぺい糖とうへとにじり寄り、おのおのそっと手を伸ばした。


    　ぽりぽりと無言で金平糖を頬ほお張ばる様さまは栗り鼠すか何かのようだ。甘い味が口の中に広がると、警戒心は一気に解けて目元が緩み始めた。


    「ちょろいな……」


    　子供らの愛らしい姿に思わず新しん之の助すけの本音がこぼれ出た。


    　その言葉ではっと我われに返ったのか、一番活発そうな、ともすれば勝ち気そうな少年がばばっと飛びのくと、もごもごと金平糖を飲み込んでから問いただしてきた。


    「お、お前たち、何者だっ!?」


    　語気こそ荒いが、腰が引けている。可愛かわいげある姿に苦笑しながら新之助は答えた。


    「怪しいもんじゃない」


    「怪しい奴やつはみんなそう言うんだ!」


    　ひくっと新之助のこめかみに青筋が走る。なかなか利発なクソガキだ。仮にも侍に向かってこんな態度をとれば、人によっては無礼討ちにするかもしれない。


    　だが、新之助は心を落ち着けて可愛げのない言葉にも、笑顔を絶やさないように心がける。


    「俺おれは山やま手て藩士、大おお久く保ぼ新之助だ」


    「山手なんて聞いたことねぇな。……お前、田舎侍か?」


    「どっちが田舎者かよく考えてみたほうがいいぞ」


    　言われて、少年は考える様子を見せる。だが、口を開いたのはくろえだった。


    「どっちもあまり変わらない……」


    「馬ば鹿かなっ!　ぜんぜん違うじゃねぇか!　ここに城があるか?　店があるか?　俺の故く郷には田舎じゃねぇぞ!」


    「田舎者はみんなそう言うんだ!」


    「このクソガキ……」


    　新之助が口元をひくひくとさせて、少年をぎろっと睨にらみつける。さすがに生まれ故郷を悪あし様ざまに言われるのは気分がよろしくない。


    　少年は小さな悲鳴をあげて、ばばばっとましろの背中に回り込む。


    「新之助、大人気ないよ。子供にはもっと余裕を持って接してあげないと」


    　ましろは少年を背にかばったまま、人差し指を立てて講釈を垂れる。にっこり微笑ほほえんで少年に手を差し伸べると、少年はその手を払いのけた。


    「子供扱いすんな!　お前だって子供みたいな体してるくせに!」


    　ぴしっとましろの笑顔が凍いてついた。


    「うふふ、縊くびり殺しちゃうぞ?」


    　ぎぎっとましろが強こわ張ばった表情で振り返ると、少年は今度は大きな悲鳴をあげてくろえの背中に隠れてしまった。よっぽど恐ろしいのかがくがくと震えている。


    　くろえはぽんぽんと少年の頭を軽く撫なでてやった。


    「よしよし……。田舎者同士、仲良く。ね?」


    「田舎じゃねぇ!」


    　新しん之の助すけが吼ほえると、少年も応じるように喚わめく。


    「そうだ、田舎なんかじゃない!」


    　声を張り上げると、勇気が湧わいてきたのか少年は自慢げに立ち上がる。


    「城くらいある!　物もの見み櫓やぐらだってあちこちにあるんだ!　店ならおいらたちが店みたいなもんさ」


    　どうだと言わんばかりにふんぞり返る少年に、新之助は呆あきれ顔で尋たずねた。


    「阿あ呆ほう。そんなもんどこにあんだよ」


    「う……ば、場所は秘密だ!　おいらだって行ったことないのに、余よ所そ者に教えられるもんか!」


    「あー、そうかよ。じゃあ、店はどうだ?　こんな辺へん鄙ぴな島じゃ商売なんか成り立たないだろう?　だいたい金の使いどころがあるかも怪しいもんだ」


    　新之助に問われると、少年は目をぱちくりさせる。今、言われたことを反はん芻すうして自分の中にある常識と照らし合わせているようだ。ちょっとばかり考えてからおずおずと新之助に質問してくる。


    「店ってものとものを交換することだろ?　父ちゃんたちはよくやってるぜ。うちにないものが蔵に入ってたりするんだ。それもまた誰だれかと交換してるみたいだけど」


    「ああ、そういうことか」


    　商取引はもっとも単純化してしまえば貨幣と商品とを交換していることになる。原則的には同価値を持つもの同士を交換することこそが商取引であると言える。


    　だから、自給自足のこの島にあっては物々交換は確かに、一種の商取引だ。その機能自体を店という概念だと認識していても不思議ではない。


    　どうやらここの子供たちは新之助の知る子供という存在とはいくらか違うようだ。経済を知りながらも身分を知らない。この子たちが大人になれば明らかに今とは違う世を作るだろう。


    「悪かったな、田舎呼ばわりして」


    　新之助は少年に向かって微笑ほほえむ。


    　故郷を誇れることは素晴らしいことだ。この子供はこの地で生まれ、この地で育つ。いずれはこの地を離れるのかもしれない。それでも、いとおしみ、懐かしむことができたなら、きっととても幸せなことだろう。


    　願わくば、この島に永と久わの幸福を。


    　形だけのマレビトとはいえ、祈るくらいのことはできる。どうか、自分の行いが災さい厄やくを招きませぬように。


    



    　子供たちは座に飽きると風が吹きぬけるように屋敷を飛び出していった。それを潮に、新しん之の助すけたちも立ち上がる。


    「いつまでも、ここにいても仕方ない。そろそろ行くぞ」


    「行くってどこへ?」


    「ちょっと探し物」


    　ましろの質問に、新之助は至し極ごく簡潔に答える。あんまりあっさりとしたものだから、さらなる疑問が浮かぶ前に、後について歩き始めてしまう。


    　玄関口でばったりと、庄屋と出くわした。


    「あ、ご馳ち走そう様でした」


    　ましろが丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをして、くろえもそれに続く。庄屋はにこにこと笑って会釈を返してきた。新之助も一礼して、その横をすり抜ける。


    　戸を開いて、ましろとくろえが先に外に出た。最後に新之助が出ようとしたところへ背中に声がかかった。


    「もう行かれるのか。よろしければ、今夜はこちらで過ごされてはいかがか?」


    　普段、人が訪れることのないこの島では、陣屋も旅籠はたごも存在しない。そうした場合、村の有力者や寺院に一晩の宿を請こうのが普通だ。


    　新之助はましろとくろえに外で待っているように言うと、庄屋の前に戻ってくる。


    「申し出はありがたいが、そこまでお世話にはなれねぇな。宿くらいはなんとかするさ」


    　その言葉に庄屋は残念そうな顔をわざわざ作ってみせる。だが、瞳ひとみまでは誤魔化せないようで、明らかに安あん堵どの色が浮かんでいた。それを見透かして新之助もことさらに爽さわやかな笑えみを作った。


    「代わりといっちゃなんだが、教えて欲しいことがあるんだ」


    「なんなりと」


    　庄屋はうやうやしく返してくる。新之助は小さく息を吸ってから、ゆっくりと言葉を吐き出した。


    「この島はおかしいことだらけだ。田畑は打ち捨てられて、牛も馬も放しっぱなし、時々は船も出ているみたいだがとても全員食わせられる量じゃない。けど、それならさっき出された米は、野菜はどこから来たんだ?　働かないでどうやって糧かてを得てる?」


    　すでに新之助の顔に笑みはない。酷こく薄はくとすら取れるほどに冷ややかな眼まな差ざしを庄屋に向けていた。


    　最初は島の厳しい環境がそうさせているのかと思った。岩肌が露出し、潮目の難しい海域にある。夏秋にかけては台風も嵐あらしも来る。塩害、飢き饉きんだって珍しくはないはずだ。働こうという意思が砕かれてもなんらおかしくない。だが、この島は豊か過ぎた。約束された王道楽土のような、遠い遠い理想郷のような場所だった。


    　けれど、それでは理に合わない。他ほかの要因が絡からんでこなければこんな結果は出ない。


    「何もないんだ。物々交換だってできやしない。なのに、子供たちは取引があることを知っている。なら、この島の物じゃない物をこの島じゃないところと取引してるんじゃないのか?」


    「子供の、戯ざれ言ごとであろう」


    　庄屋が低い声で呻うめくように言うと、それを新しん之の助すけは挑発的に笑って返した。


    「どうかな?　俺おれはこれでも一応は侍だ。江え戸どや故く郷にじゃそこいらのガキに面と向かってなめた口聞かれたりはしねぇ。どうやらあの子たちは、俺たちの知らない常識の中で育ってるみたいだな。異国には身分の差がないところもあるそうだが、こいつらはまるでそれだ」


    　子供というのはいつの世も時代の変化に敏感だ。既成概念にとらわれず、目の前にある新しいものに適応していく。道具や技法、果ては文化や思想ですら当たり前のように吸収してしまう。なら、異国の風土すら肌で感じ、新たな常識として刷り込まれるだろう。


    　新之助の言うことを庄屋は黙って聞いている。是とも否とも言わない。台風の夜に家に閉じこもったように、ただひっそりと外で吹きすさぶ風の音を聞いているようだった。その戸を打ち破ろうと新之助が畳み掛ける。


    「それだけじゃない。あんたらこのあたりの海でおかしなことは起きてないと言ったな。でもな、近ちか頃ごろこのあたりの海じゃある噂うわさで持ちきりなんだよ。やれ燐りん火かを見ただの、海うみ坊ぼう主ずが出ただの、舟ふな幽ゆう霊れいが出ただの、挙あげ句くの果てには島が沈んだとよ。口々にあることないこと言い始めるんだ。なのに、あんたらは口を揃そろえて何もないと言った。何を隠してる?」


    　それでも庄屋は嵐あらしが過ぎ去るのを待つかのように、ただただ黙っていた。新之助は痺しびれを切らした。


    「回りくどい言い方はよそう。この島全体が抜け荷をやってるんだろう?　舟幽霊はさしずめ目くらましってところか。あれが人を避けさせ、あるいは注意をひきつける隠れ蓑みの」


    　低く、唸うなるような声が新之助の耳に届いた。だが、それきりで庄屋の口元はきつく引き結ばれている。


    「ここまで言ってもだんまりかい」


    　半ば呆あきれたように、新之助は最後の切り札を切った。理で動かぬのなら、あとは情で動かすしかない。彼らの奥底に眠るであろう一つの誇りに望みをかける。


    「あんたら、ただの百姓じゃないだろう」


    　ぴくっと庄屋の肩が揺れた。新之助は努めて冷静な声こわ音ねで続きを口にする。


    「床の間にあったあの長い刀、ありゃ太た刀ちだ。拵こしらえも置き方も太刀のもの、源げん平ぺいの頃ころのもんだろう。普通の庄屋が持ってるもんじゃない。それに舟ふな幽ゆう霊れいの正体ってなどこぞの落ち武む者しやの霊だってな。ひょっとして、あんたらの正体は」


    「……そこまで気づいておられたか」


    　庄屋がふうっと重い息を吐き出した。


    「あなたの推測どおり、確かに今も抜け荷は行われている。だが、私たちはこの島をお貸ししているだけだ。その対価として、糧かてを得ている」


    「じゃあ、首謀者は他ほかにいるんだな?」


    　庄屋は無言で頷うなずく。


    　誰だれ、とは問わない。彼らが付き従う者など決まっている。


    「そいつに会うにはどうしたらいい?」


    　問われて、庄屋は口くち籠ごもってしまう。教えるべきか否か、逡しゆん巡じゆんするが、新しん之の助すけにひたと見据えられていては誤魔化すわけにもいかない。


    「一つ、聞いてもよろしいか。あの方と会ってどうされるおつもりだ」


    「決まってんだろ。勝手なことすんなってぶん殴なぐってやんのさ」


    　新之助の声は揺るがない。見ているこっちが笑ってしまいそうなくらい、あっけらかんと話すものだから庄屋が声を失ってしまった。


    　呆ぼう然ぜんとしている庄屋を心配したのか、新之助は神妙な顔つきになった。


    「悪い。今の暮らしはもうできないかもしれねぇ」


    「構わん。時代が変わったのだろう。うたかた、遥はるか昔日の夢を見せてもらえただけで十分だ。驕おごれる者も久しからず、か。ずっと言われて育ってきたのに忘れていた……」


    　庄屋はひと時の繁栄を惜しげもなく手放した。この青年の顔を見ていると、そんなものはどうでもよくなってしまった。


    「岩山の先に洞ほら穴あながある。そこの社やしろに行くといい」


    「……すまん」


    「我われらの行動が間違っているとは思わない。むしろ、鎖国という行為こそが間違っているのだ。閉じたままでは中のものはやがて腐るのみ。我らはそれを良しとしたくなかっただけだ。この国もいずれ……。そのために、やろうとしていたことだけは忘れないで欲しい」


    　新之助は頭を下げた。おそらく、この抜け荷がなくなってしまえば島の暮らしは厳しいものになるだろう。田畑が実りをつけるのはまだしばらく先になるかもしれない。放牧を再開しようにも半ば野生に返った牛や馬を手て懐なずけるのは骨が折れるはずだ。


    　だが、それでも庄屋は己おのれの中に流れる血を、受け継がれる誇りを選んだ。眼めの眩くらむような黄金にも腹の膨ふくれる御ご膳ぜんにも勝るものだと信じて。


    　促うながされて、新之助は外へ出る。


    　庄屋たちは門の先まで総出で見送りに出てきてくれたが、誰一人、今夜の宿をどうするのかとは尋ねてこなかった。


    　マレビトの歓待は先ほどの儀式をもって終了した。ならば、災いを振りまく前に、気持ちよく送り出すだけだ。


    　新しん之の助すけは屋敷が見えるか見えないかという位置まで歩いてから、振り返って礼をした。歓待への感謝、そして、これから自分がすることへの謝罪を込めて。
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     伍　夕べの骸　today_red,tomorrow_dead


    



    　じきに、夜が来る。


    　赤々と燃える夕日は空だけでなく、紺こん碧ぺきの海さえも朱に染めていた。


    　浮かぶ日輪と映る日輪とがぶつかり、やがて一つの円へと溶けていく。実像と虚像が重なり合うと、深く深く海の底へと沈んでいく。


    　残照もやがて消え、闇やみばかりになる。


    　瞬まばたきの間にその美しい光景は真っ黒に塗りつぶされてしまうだろう。


    　この光景は日ひ毎ごとに繰り返されているはずの出来事にすぎない。


    　なのに、こうも心を揺さぶられるのは、あまりに儚はかないからだろう。単に短い時間の出来事というだけではない。今日とまったく同じ夕焼けには二度とお目にかかれないのだ。ただただ失われてゆくだけのもの。


    　それでも、安心して見ていられるのは、明日もまた日が昇ると、自分を照らすと盲信しているからだ。


    　そんな保証などどこにもないというのに。


    　少女は薄闇の中を昼と変わらぬ足取りで歩いていた。山道を登り詰めた先にはとうの昔に朽くちた城がある。そこで横になっている男を見つけた。壁も天井もない、いささか風通しの良すぎる楼ろう閣かくで男は空を見上げていた。


    「お主の試こころみとやら、調子はどうだ?」
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    　少女が傍かたわらに立ち、話しかけても男は返事をしない。かったるそうに手を挙げて、先刻承知とばかりにひらひらと手を振った。


    　そのやる気の感じられない素振りにいくらかむっと来て、少女は硬い口調で言葉を繋つなげる。


    「急がぬと、この国はやがて終わるぞ。いずれ押し寄せるものに飲み込まれて滅ぶ」


    　男は少女の真剣な表情から彼女の機嫌を察すると、やれやれと両手を挙げて面倒くさそうに溜ため息いきをついた。


    「知ってますよ。だから、どうにかしようとしてるんじゃないですか」


    　男は山の頂、遥はるか高みからこの島を見下ろしていた。


    　この島は一つの箱庭なのだ。この国全体の行く末を占う計画のもと、ひとつの楽園を築き上げた。


    　おかげでわかったことがある。否いな、再確認したといったほうがいい。


    　押し寄せる情報に対しての取捨選択機能がしっかりと働けば、人々は共存することができる。


    　かつて、海を渡ってきた神仏も飲み下し、緩やかな秩序のうちに内包した奇跡の国。ある国では災厄を呼び込む悪魔がこの地では神としてあがめられることもある。とうに滅び古びた神が流れ着く、神々が進化を忘れた島。


    　それがこの国だ。


    　悪魔すら疫神と呼び習わし、他国の神すらありがたがる。


    　過去の歴史を紐ひも解とけばそれが事実としてわかる。なら、これからの世においてもそれは当てはめることが出来るだろう。


    　だが、今のこの国ではそれは不可能だ。


    　絶対的な変革を前にして、今の状態では適応できない。一つの思想に染め上げられてしまい、殻からに閉じこもった現状では急激な変化には耐えられないだろう。


    　思想や信仰、宗教は薬に近い。ましてや、唯一無二、絶対の信仰というものは薬効として強すぎる。外の世界を忌み嫌い、遮断する鎖国という制度によって柔軟性を損なった状態では取捨選択をする前に、土台である価値観自体が崩壊してしまう。仮に、公然と立ち向かうという選択をしたところで、国力に差がありすぎる。無理やりにでも侵略されることになるだろう。


    　だから、男は一つの試みを施した。


    　服するでも抗するでもない、他ほかの選択肢を模索したのだ。


    　一時、この国に外界の風を入れ、少しずつ触れることで徐々に慣らしていく。そうすれば理解が深まり、いずれは融合する。


    　どこか眠りこけているようなこの国は外から来たものを受け入れていくのが異常なほどにうまい。仏教にしろ鉄砲にしろいつのまにかこの国独自のものに改変し吸収してしまった。


    　この国の分岐点であるからこそ、この国の本質に賭かけた。


    「細工は流々。後は仕上げを御ご覧ろうじろってなもんです」


    「武器弾薬を流す手て筈はずが整ったのか?」


    「ええ、買い付ける為ための道は整備できやした。あとは薩さつ摩まやらどこやらの偉い人たちがなんとかするでしょう」


    　そう、これ以上は自分のする仕事ではない。自分の役目はお膳ぜん立だてをするところまでだ。種を蒔まいたら、刈り取るのは他の者に任せればいい。


    　しかし、だからといってこれでやるべきことがすべて終わったわけではない。あくまでこれは保険。最悪の事態に備えての布石の一つに過ぎない。


    　男は少女の顔色を窺うかがうようにちらと見た。


    「次善策は用意できやした。なら、後は最善の策を考えたいんですがね」


    　だが、少女は強こわ張ばった表情をしていた。


    「何度でも言うが、アレと戦おうなどとは思うなよ」


    　いつも眠たげな顔で調子外れなことばかり言っている、どこか超越した存在の少女。その彼女が今、瞳ひとみに宿しているのは、恐怖だった。


    「アレはわらわや他ほかの古き神々とは根本から違う。真実人が人のために作り上げた人の神じゃ」


    　まるで、親が子を心配するように何度も念を押してくる少女に男は苦笑してしまう。


    「唯一絶対の存在ってやつらしいですね。信じる者は肯定し救済する。けど、信じねぇ奴やつはぶっ殺してぐちゃぐちゃに犯してもかまわねぇってのはなんとも人間臭くてあっしは嫌いじゃねぇんですが」


    「馬ば鹿かなっ!　唯一絶対の存在を信じるということは、他のすべてを捨てるということだぞっ!　わかっているのかっ!?」


    　その存在がこちらへ向かってくることはもはや避けることができない。そして、抗あらがうという選択肢はありえない。アレはどんな神仏も悪魔として扱い、いずれ人の心から排斥する、そういう類たぐいの存在だ。事実として、いかなる神も文化も一色に塗りつぶしてきた。そのことは同じ領域に属する少女だからこそわかる。


    　少しからかっただけのつもりが、ことのほか本気で怒られて、男は肩を竦すくめた。


    「わかってますよ。神も仏もあやかしもあっしらの生活の中に根付いちまってる。それを排除しようとすりゃあ、結局この国は終わっちまう。文化を失った国なんざ国と呼べるかわかったもんじゃねぇ。だから、うまいことやろうとしてるんじゃないですか」


    「……わかっているならよい」


    　宥なだめるように言う男に少女はようやく落ち着きを取り戻す。


    　後世を見通す瞳を持つからこそ、誰だれよりも恐ろしく思うのだ。自分の愛するこの地が、その形を失う未来が少女の目にはありありと浮かんでいる。


    　男とてその未来は望むものではない。


    「でもねぇ、連絡が途絶えちまった以上、もう抜け荷はできねぇ。もう少し続けて様子を見たかったんですがね。まったく……」


    　言葉とは裏腹に、声の調子が楽しげに聞こえる。表情はよく見えないが、おそらく笑っているのだろう。


    「そうだな。余計なことをする奴やつもいるものだ」


    　男の笑顔に答えるように、少女も微笑を浮かべた。


    「誰の仕業かの?」


    　少女の問いかけに男はようやく身体からだを起こす。


    「わかってるくせに聞くのは野や暮ぼってなもんですよ。あの連中を倒すなんてことできるのはあの人らしかいないでしょ」


    　男は懐から煙管きせるを取り出して、煙草たばこを詰める。手て際ぎわよく一度で火種を作るとぽっと灯ともして、煙をふかした。吸い込んだ煙をほうっと輪っかにして吐き出す。


    「それにしても、遊ゆ佐さの旦だん那ならしいやりくちだ。あの人を利用しようなんざいい趣味してやがりますよ、まったく」


    　その口調がどこか懐かしむようだった。


    「知り合いの差し金か」


    「昔の同僚ですよ」


    　男の言葉に少女はほうと感心したような声を出した。この男が自分の過去を匂におわすようなことを言うのは珍しい。よほど思い入れの深い人物なのだろうか。


    　否いな、そうではないだろう。おそらく、自分のこれまでの道程を振り返りたかったのかもしれない。古老が自身の足跡を語り残す行為にそれは似ていた。


    　加えて言えば、彼がそうして振り返るような真ま似ねをしたのは後ろから追ってくるものがあるからだろう。


    「あやつと戦うのか」


    「さて、向こうの出方次第じゃないですかね。でも……、あの人が何か邪魔しようってんなら全力で叩たたき潰つぶす。それだけのことですよ」


    　男は言いながら拳こぶしを握ったり開いたりしていた。あの少年の出す答えなど半ばわかっているのに、態度は空々しい。


    「あやつ、また強くなったかもしれぬな」


    「どうでしょうねぇ。それでも、まだあっしには届かねぇと思いやすが」


    　言いながら楽しげに笑う。自信過剰を装いながら、まだ足りぬと、早く追って来いと言外に告げていた。


    「あれは天才と呼ばれるものだと思うぞ」


    「天才だって?　そいつは違ちげぇ。天才ってのはあっしみたいに生まれながらにして負け知らずのことを言うのさ。あんな無様に地べた這はいずり回ったりゃしねぇ」


    　だから嫌なんだ、と男は小さく付け加えた。


    　ともすれば吹く風の中に飲まれてしまいそうな囁ささやきだったが、少女の耳にははっきりと届いていた。あの少年の姿を思い起こして、感慨深げに答える。


    「まこと努力とは恐ろしいものだな。努力できるのも才能よ」


    　だが、男はそれを鼻で笑った。


    「そいつも違ぇ。才能だの努力だのでどうにかなる問題じゃないんですよ、こいつは。あっしとあの人は……そうさね、言ってみれば生き物としての領域が違う。猫と虎とらほどにね。どんなに鍛きたえたところでもともとの存在が違うのさ。勝負するまでもなく勝ちが見えてる」


    　言われて、少女は改めて男を見る。確かにこの男は人と呼ぶのが躊躇ためらわれるほどの力を持っている。才能などという安っぽいもので語られるべきではない、もっと別のものだ。それがたまたま人の形をとって生まれてきただけに過ぎない。


    　あの少年も、その強大さはかつて戦いの中で見せ付けられたはずだった。


    「だってのに、あの人は追ってきやがる。あれは、執着ってんでしょうね。ずたぼろになりながら立ち上がってきやがる。あっしはあれが怖こえぇ……」


    「意外だな。お主にも怖いものがあるのか」


    　男の言葉に少女は目を瞬かせた。傍ぼう若じやく無ぶ人じんで怖いもの知らずなこの男には似合わない言葉を聞いたものだ。


    　問いかけられると、男は片目を閉じて、にやりと笑った。


    「ええ、ありますよ。ここらで一杯お茶が怖いってなもんでしてね」


    「真ま面じ目めに聞いたわらわが阿あ呆ほうじゃったわ」


    　少女は深々と溜ため息いきをついて、頭を振る。


    　なんのことはない。結局、この男はあの少年のことが気に入っているのだ。わざわざ本音を茶化すんだから素直じゃない。


    　まったくなんて男だろうかと少女は心底呆あきれる思いで睨にらみつけてやる。


    　すると、胸がぎゅっと締め付けられた。


    　からからと笑っている男はぽんっと雁がん首くびを叩たたいて火種を落とすと、ぎゅっと踏み消す。火が消えるさまを見つめる男の横顔は寂しげだった。


    　どれだけ願ったところで必ず終わりはきてしまう。男が夢見た未来も思い描いた光景もきっと訪れることはないのだろう。


    　そして、そのことは男自身が一番よく知っている。


    　だから、いつもこうして笑い飛ばして見ないふりをしているのだ。


    　今なら、本当の想おもいを伝えてくれるのではないかと、少女は一瞬期待した。笑顔と笑顔のその狭はざ間まにある、まるで夕暮れのような寂しい顔の奥底に沈んだ感情を吐き出してくれるのではないかと、そう思ったら口にしていた。


    「……本当にこれでよかったのか?」


    　だが、言ってから後悔した。男が浮かべた表情はやはり笑顔だった。


    「あれがよかった、これがよかったなんてぬかす表ひよう六ろく玉だまはどのみちろくな人生送れやしませんよ。あっしはこれでも自分って奴やつを気に入ってる。平へい家けの血も含めてね」


    　言うと男は立ち上がり、少女に背を向ける。


    　平家とは常に破壊者であり敗者である。その流血による革命でのみ、世は変わる。新しん皇のうしかり大おお入にゆう道どうしかり。無論、第六天魔王は言うに及ばず。その死によってこそ、新しき時代は来るのだ。


    　命を使って一つの時代を終わらせ、骸むくろをして新たな時代の礎いしずえとなるが平家の運命。世を平らかなるものとせんがために、その命を平らげる。


    　故ゆえに、この身もまた同様に、破壊とその死によって次代に暁あかつきを告げる。それこそが平家の宿命であり、役割。


    「今いま更さら変えられねぇさ。もうあっしには時間がねぇ……」


    　少女はその呟つぶやきに答えてやる言葉が見つからず、ただ黙ってその場を去った。


    



    　月影は清さやかに、この島へ降り注いでいる。弓のように細く反そり返り、触れれば切れそうなほど研ぎ澄まされ美しかった。


    　岩肌に穿うがたれた洞ほら穴あな、その前で炎が上がっている。薪まきの中に生木が紛まぎれていたか、時折ぱちっと弾はじけるような音がした。


    　すぐ下には海がある。線のように細い月を水みな面もに映しては、それを打ち消すように波が寄せては返す。


    　潮騒に混じって、ましろの声が聞こえてきた。


    「寒い……」


    　ましろは膝ひざを抱えて丸くなっている。


    　社やしろの脇わきにある洞穴で潮風は防げるものの、正面から入ってくる冷気はどうしようもない。申し訳程度に火を焚たいてはいるが、戸や壁があるわけでなし、遠慮なく吹き付ける風の前ではあまりに無力だった。


    「なんで野宿を選択するかな……」


    　ましろが不満たらたらで新しん之の助すけにじと目を向ける。


    「こっちを睨にらむんじゃねぇよ……」


    　さっきからじと目を向けてくる二人に辟へき易えきして新之助は呟いた。


    　だが、非難の目は止やむことを知らず、いっそう恨めしさを増した。


    「しょうがねぇだろ!　安全を保障できない以上、あそこにはいられなかったの!」


    「はぁ?　危ないことなんて何もなかったけど?」


    　こくこくとくろえも頷うなずく。


    「くろえ。もし、誰だれとも知らない奴やつがお前の大事な秘密を知ったらどうする?」


    　くろえはしばしの思案の後、静かに答える。


    「……殺す」


    「正解」


    「そ、それが正解でいいの?」


    　ましろの当惑も新しん之の助すけはさらりと流してしまう。


    「ここの人たちにも秘密があったのさ、抜け荷っていうな」


    「……新之助はそれを探りにきたの?」


    「まぁな。最初はそうだったんだが、今はどうでもいい」


    　問われて、新之助はすっきりとした笑顔で答えた。監視の目があるわけでなし、ここで投げ出したところでわかりはしない。不正は発覚しない限りは不正ではないのだ。


    　あの男を追うために、公こう儀ぎ隠おん密みつに入った。それが今は事件の黒幕と新之助の追う幻影とが重なり始めている。


    　何にせよ、これで手段と目的は一つになった。結果的には公儀隠密の任務も果たされることになる。


    　いや、遊ゆ佐さは始めからそれを狙ねらって、新之助へ声をかけてきていたのだ。


    　彼は告げていた。今度の敵は、将軍家が潜在的に恐れるもの。源げん氏じの末まつ裔えいを名乗るものが恐怖を抱いだく存在が敵だと。


    「とにかく、この抜け荷の厄介なところは彼らの意思でやってるわけじゃないってところだ。命令されてるのさ」


    　くろえとましろは互いに顔を見合わせてから、続きを促すように視線を新之助に向ける。


    「庄屋の家にあった刀見たか?　あれは太た刀ちだ。今の打ち刀とは大きさも反そりも違う。あんな年代ものをただの庄屋が持ってるわけがない」


    「さすが刀馬ば鹿か……」


    　相も変わらず刀剣の類たぐいへの眼力だけは確かなものらしい。ましろが幾分呆あきれながら言ったが、新之助はどこか誇らしげだ。


    「お褒ほめに与あずかり恐悦至し極ごく。彼らはある一族の末裔なんだよ。壇だんノの浦うらで敗れて、こっちのほうへ流れてきたって話はある。山や島、都から離れた土地にはわりと多くある伝説なんだ。昔の大戦の落ち武む者しや、かつてこの国で栄華を極めた武門の宗そう家けの一つ。だから、彼らが従うのはその棟とう梁りようをおいて他ほかにいない」


    　新之助は一いつ旦たん、言葉を区切ると、新あら鷹たかを鞘さやぐるみにひっ掴つかむ。表情が一転して険しいものになった。


    「相手は、……あいつだからな」


    　言葉の後には僅わずかな沈黙が流れた。それが意味するところを三人がそれぞれに噛かみ締めるための間まだったのかもしれない。


    　だが、その静せい謐ひつな空気を砕くようにぱちぱちぱちと手を打つ音が聞こえた。


    「誰だれっ!?」


    　音のするほうを探ると、社やしろの上に小さな人影があった。拍手するたびにその小さな肩が動いている。


    「ようここまでたどり着いたものよ」


    　幼い容姿に不釣り合いな古びた言葉遣い、後世すべてを見通すが如ごとき遠い目。その少女は世に飽いたようにけだるげに手を叩たたいていた。


    　とっと軽く跳ぶと、羽根が落ちるように音もなく地面に降りた。微笑こそ浮かべているが、その瞳ひとみには憂いにも悲哀にも似た感情が沈んでいる。少女は小さな歩幅でゆっくりと歩いてきた。


    「あ、すくねちゃんだっ!」


    　ましろは走り寄ると、すくねの頭を撫なで始める。くろえもそれに倣ならってかいぐりかいぐりする。


    「ええい、やめんか小娘っ!　これから大事な話を、あ、頭を撫でるなっ!」


    　すくねが必死に威厳を保とうと頑張るが、どうあがいても二人が離れる様子はない。


    「こんなところに……迷子?」


    「ちびっ子一人で来たの?　すごいねー」


    「……ち、ちびっ子!?　おのれっ!　この小娘っ!」


    　まるで初めてのお使いを褒ほめそやすように、ましろはすくねの頭と言わず頬ほおと言わず顔全体を撫で回した。すくねはその手に噛み付こうと、きらんと八重歯を剥むき出しにしている。そういう態度は、見た目にふさわしい。


    　新しん之の助すけは溜ため息いきをついて、右手でましろの首根っこ、左手でくろえの首根っこを掴つかんでぐいぐい引っぺがした。


    「後で好きなだけじゃれついていいから、今は我慢しろ」


    「いや延期でなく禁止にして欲しいんじゃが……」


    　乱れた髪を手て櫛ぐしで撫でつけながらすくねがぼやいた。小さく溜息をつくと、整えられた髪がはらりと揺れた。


    「あまり驚かんのだな」


    　さらさらと指の間を流れる様さまに満足すると、またぞろ年に似合わぬ艶なまめいた表情を新之助に向けて浮かべた。


    　新之助はその視線を受け流し、至って平静な声で返す。


    「予感はしてたからな。お前一人か?」


    　この少女がいるならば、他ほかにいなければならない人間がいる。新しん之の助すけが口にした疑問はましろもくろえも同様に抱いだいているものだ。だが、すくねはその言葉に答えるように、両手を広げてくるりと一回転した。


    「ご覧の通り」


    「そうか」


    　とだけ、新之助は短く答える。


    　だが、すくねの言葉の意味するところをそのまま受け取ったわけではない。おそらく、今この瞬間この場においてはすくね一人だという意味で解釈するのが正しいはずだ。


    　すくねが此この度たびの一件における黒幕だとは考えづらい。


    　返事をしてからしばらく、黙りこくった新之助をすくねは興味深そうに見つめている。


    「一応、聞いておこうか。お主はここへ何しに来た?」


    　その問いに新之助はなかなか答えなかった。


    　言いづらい、というわけではないだろう。むしろ、その言葉を用意していないように、すくねには見受けられた。


    「なんて言やぁいいのかな……」


    　言ったきり、新之助は頭をがりがりと掻かいて考え込む。


    　はじめはただがむしゃらにあの背中を追おうとしていただけだ。そこへ偶然、公こう儀ぎ隠おん密みつの誘いを受けて、すべてを捨てる機会を拾った。そこまでして追いかけたかったのだ。


    　理屈ではない。けれど、この感情にむりやり言葉を与えるとすれば。


    「見極めたいのさ、あいつが進もうとする道を。つっても、宿命だ運命だなんて言って、誰かを見捨ててまでやろうなんてことは、どうせ碌ろくなことじゃねぇ。誰だれも止められねえなら、俺おれが止めてやろうと思ってな」


    　新之助の言葉を聞くと、すくねは一瞬相そう好ごうを崩す。不器用でへたくそな言葉の中に、何かとても尊いものを見つけた気がした。


    　けれど、冷たい真実がすくねの心と表情を凍いてつかせる。


    「止められぬよ。否いな、あれはもう止まれぬのだ。それでも、止めようと言うなら、戦うことになる。それはわかっているな?」


    　その問いに新之助は首しゆ肯こうした。そこにあるのは迷いではなく、決意。戦ってでも止めてみせるという清すが々すがしいまでの強い意思だった。


    「……では、お主が勝てないことも理解しているな?」


    　すくねの瞳ひとみには好奇心が見え隠れしていた。あの男の強さを見せ付けられてなお、この少年がどんな答えを出すのか純粋に興味があった。如何いかんともしがたい絶望を前にして、それでも前に進む姿を見てみたいとも思った。


    　ぐっと息を呑のむ音が聞こえてきた。新しん之の助すけではなく、ましろが拳こぶしを握り込んで二人の姿を真剣な面おも差ざしで見つめている。何を話しているのか、詳しいことまではわからない。それでも、彼がこれから出す答えはきっと大きなものだ。


    　けれど、その答えは簡単にわかってしまう。ましろもくろえも、大おお久く保ぼ新之助という人間が嫌と言うほどわかっているのだから。


    「理解してるよ。その上で、戦うのさ」


    　新之助が言った言葉に、二人は嘆息した。あまりにあっけなく口にするものだから拍子抜けしてしまった。


    「な、なんだよ……」


    　長く深く溜ため息いきをつかれて新之助が戸惑う。


    「別に」


    　にべもなくくろえが言い放った。予想していたとはいえ、なんの逡しゆん巡じゆんもなく言われてしまうと呆あきれてしまう。


    　その様子をくつくつと笑いながらすくねは見ている。けれど、決して優しい微笑ではなかった。無知を嘲あざ笑わらうような、稚気を責めるような、暗いものを感じさせる笑えみだ。


    　言葉の上では理解していても、その意味するところをこの男はわかっていない。少し、教えてやるべきかとすくねはこほんと咳せき払ばらいを一つした。


    「お主ら、人臣最高位が何か知っているな?」


    　突然出された謎なぞかけに、三人は目をぱちくりさせる。その中で、いち早く答えたのはましろだ。


    「さすがにそれくらいはねー」


    「ほう、言ってみよ」


    　すくねの挑発的な物言いにも、ましろは自信満々な様子で薄い胸を張った。勿もつ体たいつけて得意げに答える。


    「ふっふーん、ずばり将軍!」


    「はずれ」


    　答えを聞くや否いなや、すくねがましろの頭をべしべしべしっと叩たたく。はずれたことへのお仕置きのようだ。


    「ぎにゃっ!」


    　頭を抱えるましろを、くろえは鼻で笑った。


    「ましろは何も学ばない。その浅はかさは愚かしい」


    「自信ありげじゃの?」


    　すくねの問いかけに、くろは無言で頷うなずいた。すでにその瞳ひとみは勝利を確信している。ずばっと答えを言った。


    「一番偉いのは帝みかど」


    　それを聞いて、すくねはさもありなんとばかりにうんうんと首しゆ肯こうする。


    「ふむ。言いたいことはわかる。だが、それもハズレじゃ。わしが言ったのは人臣に限ったこと。帝は神にして人にも臣にもあらず。事実はどうあれ、そう言われておるな」


    「残念。間違えた」


    　ぺろりと舌を出して、てへっと軽く頭を叩たたく。それをすくねも慰なぐさめにかかる。


    「惜しかったの」


    「え、ええっ!?　なんでくろえは叩かれないのよ!?」


    　ハズレへのお仕置きはどこへ行ったのだろうか。さっき、べしべしべしっと三回も叩かれたのに扱いが違いすぎる。


    　だが、そんなましろの不平にすくねはしれっと答える。


    「手が届かん。ちびっ子なもんでな」


    　しっかり根に持っていた。さすがは神と言うべきか執念深い。


    　ましろが絶句したのを満足げに見てから、すくねは新しん之の助すけへと水を向けた。


    「新之助、お前はどうじゃ?」


    　問われて、新之助はごく普通に答える。庶民にとっては常識とまでは言えないが、武家である程度学問を積んだものなら即答できる問題だ。


    「さすがに知ってるよ。官位の上で最高位は太だ政じよう大だい臣じんだ」


    「左さ様よう」


    　すくねはこくっと頷うなずく。なんてことはない単なる問いでしかないはずなのに、彼女の顔には嗜し虐ぎやく的な笑えみが浮かんでいた。


    「すなわち、太政大臣は帝に最も近き位。人の身で昇り詰めることができる最高位。それが何を指すかわかるな?」


    　新之助は答えることができない。とうの昔に古びた官位になどなんの意味もないはずだ。今どきの感覚で言えば、位など簡単に売買できる。諸しよ侯こうの中にもそうした連中は多くいる。正式に任官したところで、公く家げに実質的な力などない。今の時代において太政大臣という官位に価値などない。すっかり形けい骸がい化かしてしまっている。


    　しかし、それの本来意味するところを知る者にとってはこの上ない価値を、力を発揮する。


    　存在の力。


    　意味づけがなされることで、それはただの言葉ではなく、実質以上の力を持つ。


    　すくねがにっと笑うと、尖とがった八や重え歯ばがちらりと覗のぞいた。


    「帝に次ぐと言うならば、それは神の一歩手前ということ」


    　すくねはくすくすと意地悪そうな顔で笑っている。


    　なぜ、今こんな謎なぞかけをしたのか、新之助はその真意を問うまでもなく理解している。


    　史上最も強大な力を持った太だ政じよう大だい臣じんが誰だれであるかを知っているのだ。


    　平たいらの清きよ盛もり。武門の宗そう家け、平へい家け筆頭にして総大将。


    「お主はこれから、その一門と戦おうと言っているのだ。あの男はな、この国で最も血に塗まみれ数多あまたの死を食くらった一族が裔すえ。お主とは生き物としての格が違う。神に最も近い存在だ」


    　すくねの声は小さく、低い。それでも、潮しお騒さいに負けることなく新しん之の助すけの耳じ朶だへとゆっくり響いてくる。


    　平家、それは史上最も人を殺した一族だろう。抗する者を葬ほうむり、果ては自みずからの命すら喰くらう武士の祖。手にかけた敵の怨うらみも、ともに滅んだ同胞の恨みもすべて一身に背負う。怨えん恨こんも憎悪も己おのれの中に飲み下し、力と変える。その力が生み出すのは死と破壊。ただそのために生まれたのだ。そうした存在を前に勝つ見込みなどあるはずもない。


    　遠い昔、この国を治め、人の世の頂点にまで上り詰めた者。武家の祖にして、尊き血を受け継ぎし者。ならば、それを束たばねる者こそ天てん下か無む双そうを冠するにふさわしい。


    　そんな存在を前にして、ただの人がどうして勝てる。如い何かに力をつけようと技を磨こうと、すでに次元が違うのだ。


    　新之助自身、神と呼ばれた目の前の少女を相手に戦った。そこで得た答えはこの身では抗あらがうことすらできぬというものだった。それを、あの男は左腕一本潰つぶしただけで倒してみせた。人の身体からだを持って生まれただけで、そもそもの領域が違うのだ。


    　だというのに、新之助は笑った。


    「なぁ、すくね。さっきから一体誰の話をしてるんだ?　俺おれはな、太政大臣だのどこぞの末まつ裔えいだのに知り合いはいねぇ。俺が知ってるのはちんけな拝おがみ屋一人だよ」


    　だから、関係ない。


    　新之助にとって、あの男が強いのは、存在の力なんてものがあるからではない。あの男の強さはそんな説明も意味づけも必要としない。


    　大おお久く保ぼ新之助が憧あこがれたあの強さは、大久保新之助を救ったあの強さは、彼ただ一人の存在に由来する。あの男の血筋になど興味がない。今いま更さら、彼の由縁を聞かされたところで揺るぐはずがない。


    「……お主が勝てる見込みはかなり低いぞ。千に一度勝てるかどうかというところだろう」


    　すくねは誇張でもなんでもなくただ事実を告げた。


    　代償を払わずに得られるものなど何もない。誰かの命を奪うというなら、誰かの命を救うというなら己の命を天てん秤びんにかけよ、贄にえに捧げよと静かに伝えてくる。


    　彼の者の力を正しく評価し、また新之助の実力を測り、その決意を問うたのだ。


    　実際にあの男の強さを肌で感じて、その言葉に偽りがないことは理解しているつもりだ。


    　だから、迷うことなどない。


    　そんなことはわかりきっていたことだ。剣をこの手にしたときから、いつか死ぬことなど百も承知。この身が人である限り、死が等しく訪れることを知っている。


    　死が怖くないわけではない。何度も何度も命がけで戦っておかしくなりそうなくらい血を流して、人を殺あやめて、それでも死は怖い。幾度も直面してきたからこそ、怖い。


    　死に美しさなどない。ひたすらに惨みじめで、残酷で、悲しい。


    　肌が爛ただれ、肉が溶け、臓ぞう腑ふが腐り、骨が晒さらされる。火に焼かれ、土に埋められ、石で蓋ふたされ、いずれは忘れ去られる。


    　そこに感動や情熱など入り込む隙すき間まはない。心癒いやされる愛の闘病劇も、戦の末の悲恋の物語も真実を覆おおい隠すために塗まぶされた粉砂糖だ。


    　だから、新しん之の助すけは生きたいと願う。生きるためにあらゆる手を尽くしたいと祈る。生き残って貫つらぬきたい想おもいがある。命を賭としても伝えたい想いがある。


    　死んで花はな実みが咲くものか。


    　恐怖は今ももやもやとした闇やみのように胸のうちにある。けれど、ただこの覚悟を篝かがり火びに進むのだ。


    　限りある命を燃やし尽くそうと、最後まで我われを貫こうと、少しでも求めるものに近づこうと。悔いのないように生きることなんてできやしない。後悔ばかりの人生だ。たらればを言い出せば際限がない。容易たやすく失われるくせに後戻りもやり直しもきかない、一回こっきりの出来損ない。


    　だから、剣を取った。簡単に奪われてしまうから、簡単に奪ってしまえるから、少しでも護まもりたいと願ったのだ。


    　そして、それを教えてくれたのは、他ほかの誰だれでもない。あの男だ。


    「いいや、確率は五分五分さ。生きるか死ぬかどっちかしかねぇんだから。悪い賭かけじゃないと思うぜ?」


    　新之助の言葉にすくねは呆あきれ顔になった。


    「……お主、算術は苦手なようだの。確率とはそういうものではないのだが」


    　短く溜ため息いきを吐ついた後に、ふと笑いがこみ上げてきた。本当に馬ば鹿かな男だ。馬鹿正直にまっすぐだ。揺さぶりをかけると、すぐにふらふらとなるくせに、その覚悟を貫こうとする。惑えども決して迷わない。


    「どうしても止める気か?」


    　愚問、と言っていい。新之助からすれば問うまでもないことだ。


    　すくねはまるで心の内へ踏み込んでいくかのように、新之助の瞳ひとみを見つめる。


    「今、この国は分岐点にある。来きたるべき大いなる存在によって滅ぶか、あるいはごく僅わずかな犠牲を払って新たな道を模索するか……。あの男はこの国を救うつもりでいるぞ。少なくとも私情で何かするような手合いではない」


    「それがあいつの宿命とやらか」


    「いかにも。あるいは、あの男だけがこの国の行く末を救えるのかも知れぬ」


    　すくねは溜ため息いきついでに新しん之の助すけを諭さとすように言った。だが、新之助はきっと遥はるか虚こ空くうを睨にらみつけて答える。


    「気に入らねぇな」


    　そうだ。まったく気に入らない。新之助は自分の言葉を反はん芻すうするように噛かみしめる。


    「まったく、何様のつもりだあの馬ば鹿かは……。何もわかっちゃいねぇ。なんだって、この国のことを、ここに生きる俺おれたちのことをあいつが勝手に決めてやがるんだか」


    　よくもまぁ、そんな大それたことをしようとするものだ。


    　確かに、あの男は途方もなく大きな存在なのだろう。来きたるべき滅亡へ対抗できるのかもしれない。だが、それがどうした。そうやって上から降りかかってきて、圧倒的な力で事の是非を勝手に選び取ると言うなら、両者の存在意義は変わらない。


    「そんなもんがあいつの宿命だなんてほざくならぶん殴なぐってでも正してやるさ」


    　くだらねぇ、と新之助は吐き捨てる。


    　あの男が宿命なんてくだらないものに縛り付けられているなんてまったく気に入らない。


    　すくねは身体からだを少し捩よじって、新之助を真っ正面から見た。その心の奥底に眠る真意すら見透かしているようだ。新之助は決して視線を外すまいとじっと見つめ返す。


    　すると、ふいっとすくねは目を逸そらしてしまった。そのままましろとくろえのほうへ向き直る。


    「お主等ら、よいのか。この男死ぬぞ」


    　未来を見通す瞳ひとみが告げた言葉には真実味が籠こもっている。何より、この少女にしては珍しい、心底気き遣づかわしげな表情に切迫した雰囲気が感じられた。


    　けれど、ましろはこざっぱりと笑う。


    「馬鹿は死ななきゃ治らないって言うしね。ほんっと、何度死にかけてもわからないんだから」


    「むしろ、いい薬になる」


    　二人の予想外の言葉にすくねはぽかーんと口を開あけてしまう。てっきり泣きすがってでも止めるものと思っていたのにあてが外れた。


    　新之助もとんだ愚か者だが、この二人も並外れたお馬鹿さんであるらしい。


    　気づくとすくねの口から笑いがこぼれていた。


    「馬鹿につける薬はないがな……。もうよい。好きにしろ。骨くらいは拾ってやる」


    　その申し出に今度は三人がぽけっと大口を開けた。あれだけ遠回しに戦いを避けさせようとあれやこれやと並べ立てたくせに、いきなり投げ出すようなことを言い出されてしまえば、こんな反応をしても無理はない。


    　すくねは新之助の拍子抜けしたような表情を見つめる。そんな顔をしていると、まだまだ少年のあどけなさを感じた。


    　だが、この若い命もその瞳ひとみの輝きも、遠からず失われるのだ。


    　永い年月の中、数多あまたの命が失われた。とうに慣れきって、人一人死んだくらいでは心が動かなくなっていた。


    　それなのに、この三人を見ていると人の命が惜しいものだと思い知らされる。


    　なら、あの男の人生だって同じように尊いものであるはずだろう。そんな想おもいがついこぼれ出た。


    「あれはな、その生まれゆえにもうじき死ぬ」


    「なんだと?」


    「あやつは呪のろい憑つきなのだよ」


    「なぁ、その呪い憑きっていったいなんだ?　狐きつね憑つきみたいなもんか?」


    　確かあのとき、宮みや家けの呪じゆ術じゆつ師も同じ言葉を口にしたはずだ。そこには明らかな畏い怖ふが込められていた。


    　すくねはぴくりと眉まゆ根ねを寄せると忌いま々いましげに説明する。声こわ音ねは嫌悪にまみれていた。


    「まるで違うな。狐よりもよほどたちが悪い。人の放つ呪のろいほど恐ろしいものはない。あれはな、平へい家けという呪いに憑かれておる。宿命と言い換えてもいいがな」


    「なんでそんな呪いが……」


    　ましろは少しばかり声を潜ひそめて尋たずねる。呪いという言葉にはいつも後ろ暗い印象がついて回る。おおっぴらに口にすることははばかられた。


    「奴やつはな、一族の中で滅びなかった者の末まつ裔えいだ」


    　それでも、すくねははっきりと答える。顔には怒りにも似た感情が滲にじんでいる。それはある種の理不尽さへ向けられたものだろう。


    「生き残った人は他ほかにもいるはず」


    　くろえの言葉にすくねは軽く頷うなずいてみせる。


    「生き残り方が問題だったのだ。あれの祖先、池いけ殿どの、平たいらの頼より盛もりはな、源げん氏じに優遇されていた」


    　平頼盛は平家の都落ちにも、平家が滅亡した壇だんノの浦うらの戦いにも参加していない。なぜ参加しなかったのかは諸説あるが、事実として戦の場に赴おもむいていない。


    　彼は源氏と接触を持ち、重用されていた。仇きゆう敵てきの間柄、それも敵の総大将であった清きよ盛もりの弟でありながら頼盛が厚遇されたのには理由がある。


    　乱の折、源みなもとの頼より朝ともが囚とらわれの身になったことがある。源氏の御おん曹ぞう司しを捨ておく馬ば鹿かはいない。当然、処断の声が上がった。しかし、頼盛の母、池いけの禅ぜん尼にが、死んだ息むす子こに生き写しだからと助命を嘆願したと言う。そうした経緯から、今度は頼朝が頼盛を助け、恩を返したのだとものの本にはある。


    　だが、実際のところは京都と密接な関かかわりのある人材を登用したいという頼朝の思おも惑わくがあったに違いない。清きよ盛もりの死後、平へい家けの力はみるみる衰え、官職者も清盛の子らが中心になっていたから、頼より盛もりが見切りをつけて源げん氏じと接触を持つのは当然のことだろう。


    　しかし、世間の目は、同胞の口はどうであっただろうか。


    　一族を見捨て、自分たちだけが生き残った裏切り者として映りはしないか。


    　加えて、頼盛は平家の中でも正しき血筋を受けた者だった。単に清盛の弟、というだけでなく、正室の子であった。世が世ならまさしく平家の御おん曹ぞう司しとなっていたかもしれない。敵方の大将が欲するほどの実力を有し、由緒ある血統を持っていた。


    「祟たたられるには充分だろう。事実はどうあれ、な」


    　人の心とは不条理なものだ。永久にも近い時間、人々を見てきてなお、理解を超えた部分がある。嫉しつ妬とも怨えん恨こんも呪じゆ詛そもまるで見当違いの方向に向かってしまうのはなぜなのか、すくねにはわからない。


    「そして、その血筋の正しさが災いした。一門の中でも特に近しい者でありながら、裏切ったとなれば恨みの深さは増すだろう。その罪を償えと、平家を再興せよと子々孫々祟られても仕方あるまい。あの男は生まれたときから常に蝕むしばまれているのだ。その呪いは命を脅かす。このままでいればじきにあの男の寿命は尽きる」


    「そんな……」


    　ましろがぎゅっと自分の肩を抱いた。あの男に刻み込まれた呪詛はあまりに痛ましい、あまりにいたたまれない。


    　ひょうひょうとした仮面の下にはきっといくつもの傷が隠されていたのだろう。


    　だから、彼は新しん之の助すけに優しくできた。生まれついて重荷を背負わされた者だけが分かる特別な感情が彼にはたぶん、あったのだろう。


    　ましろは気遣わしげに新之助に視線を向ける。新之助は一言も語らず、ただ黙って話を聞いている。うつむきがちなせいで何を考えているのか、その顔からは読みとれなかった。


    　すくねが見下ろす新之助の肩は震えていた。怒りか、あるいは悲しみか、そこまではわからない。だが、声を張り上げるばかりが怒りではない。涙を流すばかりが悲しみではない。新之助の胸の内は誰だれにも伺い知ることができない。


    「だがな、一概に悪いことばかりではない。平家再興の旗頭ということは平家総大将の名を、名跡を継ぐことに等しい。そうした意味付けが行われることで、そのまま力を受け継ぐことになる。命を代償にしてな……その短い命すらも力のために使わねばならぬ。それをしなければ救えぬから」


    　その力が、彼の救いであればいい。彼にとって一つでもよかったと思えることであってほしい。すくねには、新之助の声なき声が聞こえた気がした。


    　その優しさが心地いい。枷かせを背負っても、人に蔑さげすまれても、決して失うことのなかったまっすぐでひたむきな眼まな差ざしは彼に眩まぶしく映ったに違いない。彼にとっての救いはこの少年だったのかもしれない。


    　それが真実であってほしいとすくねは微かすかな希望を込めて言った。


    「無理を承知でお願いする。……あれを救ってやってはくれぬか」


    　新しん之の助すけがはっと顔を上げた。


    「そんなやり方はわからねぇよ。自分の救い方すら知らねぇってのに」


    　震えそうな声を抑えてそう言った。


    　だが、その濡ぬれた瞳ひとみを見れば充分だ。言葉とは裏腹に、その願いは誰だれよりも彼自身が強く抱いているものなのだから。


    　すくねは新之助の眼まな差ざしを受け止めると、応こたえるように笑った。
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     陸　遠い背中　pursue_his_ideals


    



    　昼をだいぶ過ぎても、ましろとくろえはすぅすぅと眠っていた。


    　昨夜は遅かったから仕方あるまいと、ただ一人起きた新しん之の助すけは苦笑する。


    　日が昇った後も、深い岩屋の中までは光が入ってこない。社やしろから失敬した蝋ろう燭そくが申し訳程度に灯ともされてはいるが、ちろちろと僅わずかばかりの空間を舐なめるだけだ。


    　かつて、ここに隠れ忍んだ者たちも同じようにこうして火ほ影かげを見つめたのだろうか。追われ、逃げ隠れて、誰だれかを恨みに思いながら、それでもその者に望みを繋つながなければならない複雑な心中でこの炎を見ていたのだろうか。


    　怨えん恨こんの闇やみの中で、一筋の憧あこがれを見み出いだすのはきっとこんな気分なのだろう。新之助にはその感傷が今は親しく感じられた。


    　蝋燭一つで闇を照らすことなどできはしない。ちっぽけな光を後生大事に抱え込んで、ぶるぶると震えながらいつか陽ひのあたる場所へいくのを夢見ることしかできないのだ。


    　けれど、その光は目に染みるほどに眩まぶしく、美しい。


    　あの光を追うためにここまで来た。


    　新之助はぐっと拳こぶしを握り込むと跳ね起きた。


    　短い時間だったが、深く寝入ったおかげで身体からだに疲れは感じていない。


    　ちらと外に目をやれば、遠い西の空、そのふちには薄い朱色がひかれている。夜までにはまだ時間があるようだ。


    　新之助は岩屋の外へ出て、思いっきり空気を吸い込んだ。すると残っていた眠気も消えていく。


    　社へ回って、正面の手水ちようず鉢ばちに柄ひ杓しやくをつっ込む。ばしゃりという水音がいかにも冷たそうだ。柄杓から手に移した水で顔を洗った。きんと冷たく澄みきった水を浴びると、水みず垢ご離りでもしている気分になる。


    　この社が一体どんな神を祀まつっているかは知らないが、いずれこの身を守るものではあるまい。おそらくはここへ逃れた民が願い、祈りを込めた場所だろう。


    　夕暮れにほど近い天を仰あおぐ。すると、夕焼けに染まった山が目にとまった。今から登ればちょうど月が一番高い頃ころには着けるだろう。


    　かつて、城があったその場所は彼かの者にこそふさわしい。血筋と宿命に取り憑つかれた男が自分を待っているのだ。


    　あの男は言った。誰も何も教えてはくれない。求めるならば自みずから追えと。そして、願わくばこちら側へは来るなと。


    　それでも、新之助はここへ来た。思い願ったものも追い求めたものも、あの男だったのだから。


    　ずっと山を見つめていて気付くと、はるか東の空の片隅には薄闇が忍び寄ってきている。そろそろ一番星が輝きを放つ頃合いだ。


    　新しん之の助すけは山にくるりと背を向けて、もといた岩屋へと戻る。


    　転がしてあった新あら鷹たかを引っ掴つかむと、すらりと抜いて刃筋を見、目め釘くぎを確かめる。今こ宵よいもこの相棒と戦に臨のぞむことになる。


    　愛刀の手入れを終え、すっと腰に差すと、眠っていたましろが気配を察して半はん身しんを起こした。重なるように寝ていたくろえも一緒に身体からだを起こす。


    　新之助がぐいと刀を押し込む様子をぼんやりと見つめていたが、それが何を意味するのかを察すると、険しい顔になる。


    「まさか、一人で行くつもりじゃないでしょうね?」


    「そのつもりだが?」


    「ばっかじゃないの!?　そんなの許すわけないじゃないっ!」


    　その言葉を予期していたように、新之助は少し困った顔をした。


    「悪い、こればっかりは譲れない」


    「なんで……」


    「……あいつが、俺おれを待ってるから」


    　それだけでわかってしまった。


    　この少年の苦悩は常に己おのれを取り巻く人々のためになされている。自分と関かかわった人々が不幸にならないようにと、祈るように生きている。


    　彼が悩み抜いて貫つらぬき通した決断で助けられた人がいる。彼が血みどろになって振り上げた剣で救われた人がいる。その行いを誰だれが責めることができるというのだ。


    　黒白の少女は自身のあり方で、少年の正しさを示していた。今の自分があるのは大おお久く保ぼ新之助がいてくれたから。


    　そして、新之助は今度は彼を助けるために、その刀を振るうのだ。


    「新之助は優しい」


    　本当に甘くて優しい。だから、傍はたで見ているだけなのは少し辛つらい。


    「いや、優しくなんかねぇさ」


    　答える声には迷いがなかった。確信に似た響きがそこにはある。


    　結局、いつも戸惑ってばかり。


    　自みずからの行いが正しいことかはわからない。


    　かつて、激情に身を任せ、ただ信念のもとに師を斬きった。義ぎ憤ふんに駆られ、運命に憤いきどおり山やま人びとの里の瓦が解かいを見届けた。


    　その都度その都度、新之助は悩み苦しんできた。だが、それでも、貫くべき思いがあった。


    　決して、見捨てたくないと、世間に見捨てられた自分は絶対に見捨てるものか、切り捨てるものかと固く心に誓った。


    　けれど、本当に正しかったのか。自分は彼らを見捨ててしまったのではないか。その答えは未いまだに出ない。


    　結果だけで言えば、日ひ暮ぐれ上うえ郷さとは死に、山やま人びとは散り散りになった。


    　仮にそれが最善の結果だったとしても、おそらく最高の結果ではなかっただろう。そこが新しん之の助すけにできる限界だったのだ。


    　すべてを守ることなどできない。目的のためには何かを犠牲にせざるを得ない。そんなのはみんな同じだ。生死に関かかわる事柄だけではあるまい。菓子を買うためには銭を失う。幼おさな子ごにだってわかることだ。失われ行くことを防ぐことなどできない。


    　それでも、いや、それだからこそ、新之助は謝ってなどやらない。だから、優しくなどない。


    　こんなのは手前勝手な感傷でしかないから。選んで、切り捨てて、それなのに上から目線で助けてやれなかったと嘆くのは間違っている。


    　新之助は片かた頬ほほを皮肉げに吊つり上げて笑った。


    　自分に救えるものなどたかが知れている。申し訳ないが、どうしたって手を差し伸べてやれない相手だっている。


    　だから、ずっと惜しんで悔やんで、少しでも良い未来を問いかけていくのだ。


    　仕方がなかったなんて絶対に言わない。たとえ、現実はそうであってもこの心の内では切り捨てたりするものか。


    　許してくれとは言わない。恨んでくれればいい。自分は決して忘れないから、一生背負っていくから、この心に刻みつけるから。


    　その瞳ひとみには力が宿っていた。


    　見据えた先は高く棚引く煙と湯気。模も糊ことした遥はるか高みで待つものがある。そこへ導かれたのは如い何かなる配剤かと思う。だが、選び取ったのは己おのが意志だという確信が視線に力を与えていた。


    「もう何も言うな。決めたことだ」


    　遠くを見つめる新之助の横顔をましろはじっと見ていた。そこにはこれまでにはなかった表情がある。今までのただまっすぐなだけの彼ではない。


    　新之助と眼めが合うと、ましろはすっと目を伏せた。不満げに口を尖とがらせて、ぽつりぽつりと言葉を紡つむぐ。


    「……それでも、話して欲しい、頼って欲しいって思っちゃうんだけどなぁ。間違ってる?」


    「いや、間違ってなんかいないさ」


    「だったら!」


    　だったら、言って欲しい。何を思い、何を考え、何を感じているのかを。一人じゃないと、こんなにも近くにいるのだとわかってもらいたい。


    　その言葉だけでどんなことだってしてみせる。


    　見ているだけでは不安すぎて、確認したくなる。ちゃんとした言葉が欲しくなる。しつこいくらいに聞いて、何度だってわからせて欲しいと思う。


    「ましろ。言葉にすることがすべてじゃない」


    　くろえの声は冷たく聞こえた。けれど、その冷たさは心情から来るものではなく、厳然とした世の事実から来ているものだ。


    　言葉に意味はない。友情だ信頼だ愛情だのの言葉に意味なんてない。


    　どんなに聞こえのいい美辞も耳に優しい麗句も結局は戯ざれ言ごとだ。渾こん身しんの願いを込めた祈りですら、叶かなわなければ虚言妄もう言げんでしかない。


    　神に祈るな、心挫くじける。


    　信じている、頼りにしている、愛している。そんな空虚な言葉になんの意味がある。


    　言葉よりも大事なものが、言葉にできなくても伝わるものがあるからこそ、今二人は新しん之の助すけについてきているのだ。


    　仲間を頼る、信頼する。それはとても崇すう高こうで美しいことだ。


    　だが、それは言葉にするだけで成立するものではない。


    　人は抽象的な言葉や観念だけで心を動かすのではない。ただ具体的な行動でのみ刺激される。その文もん言ごんに意味があるのではなく、意味を与える行動にこそ価値が生まれるのだ。


    「俺おれは俺の思ったことをする。それをなんて言葉で呼ぶのかはお前の自由だよ。……だから、見ていて欲しい。最後まで、ちゃんと」


    　綺き麗れいに飾り立てた言葉なんて思いつかない。そんなもので言い表わせるとも思わない。


    　だから、せめてこの自分の姿を見ていて欲しい。近くで見ていてくれるだけでいい。


    　それだけで、何度だって立ち上がって見せるから。


    「それじゃ、だめか?」


    「だめじゃない……」


    　ましろがかすれそうな涙声で答えた。


    　その背に背負わされたものはあまりにも過酷で、それなのに、いつだって意地を張って立ち上がる。些さ細さいなことで傷ついて思い悩んで苦しんで、それでも昔と変わらない笑顔で笑うのだ。


    　その荷物を少しでも持ってあげたかった。もっと楽に生きられるのだと、楽しく過ごせるのだと教えてあげたかった。ほんの一いつ時ときでもいい。その瞳ひとみを静かに閉じて休ませてあげたかった。


    　でも、それらはすべて彼が一人で自分自身で背負うもの。他ほかの誰だれが代わってやれるものでもない。


    　なら、せめて見守ろう。曇りなき眼まなこで、慈愛に満ちた瞳で、彼の行く末を永久に見届けようと静かに誓った。自分にできることがそれしかないなら、いつまでだって待ち続ける。


    　ましろは袖そででぐいっと目元を拭ぬぐった。


    「……ごめん、役に立てなくて」


    「何言ってんだよ。今まで充分よくしてもらったさ。感謝してる」


    　これまでのことを思えば、そんな言葉では足りない。


    　幼い頃ころ、この凍いてついた心を溶かしてくれた。陰謀渦巻く故郷で立ち上がる力をくれた。旅立った先でともに戦ってくれた。絶望的な状況で勇気をくれた。その場にいてくれることが嬉うれしくて、だから、この先へは連れていきたくない。


    「これが最後なわけじゃないよね?」


    　必ず戻るとは言ってやれない。


    「待っててくれ。とっておきの最後を見せてやるさ」


    　今はこれが精一杯。


    　けれど、信じてくれているなら、それだけでどんな相手にでも立ち向かってゆける。


    　ましろは新しん之の助すけの目をじっと見ると、しばし口を噤つぐんだ。


    　彼はいつも誰だれかのために剣を握っていた。誰かを救うために刀を抜き、そのたびに自みずからの手を汚した。煎せんじ詰めればそこには自らの生きる小さな世界を、あたりまえの日常を守りたいという、ただそれだけの為ためだったのだろう。結果だけを見れば、自分のためだと偽りながら、その実誰かのために戦っていた。


    　けれど、今回は違う。


    　真実、自分自身のために戦いに赴おもむく。それを妨げることなど誰にできる。


    　できるのは、気持ちよく送り出すことだけ。だから、ましろは不機嫌さを装ってぽそっと呟つぶやく。


    「……がっかりな最後だったら許さないから」


    「善処するよ」


    「約束ね」


    「ああ、約束だ」


    　交わしたのは言葉、交わされたのは約束。そんな上うわっ面つらのものに意味はないかもしれない。朝あしたに生まれ、夕べには骸むくろとなるのが世の常、言葉も約束も永遠を保証するものではない。それでも、信じる想おもいだけは何者も犯しがたい。


    　だから、今はその泣き出しそうな笑顔を信じる。


    



    　新之助は社やしろを出ると、島の中でも一ひと際きわ高い山を仰あおぎ見る。変わらず、霧がかかり、ここからではその様子を窺うかがい知ることはできない。今から登れば夜や半はんまでには頂上に着くことができるだろう。


    「もう別れは済ませたのか?」


    　背中に声が掛けられた。新之助は振り返らずに答える。


    「いや、約束をしただけさ」


    「そうか……」


    　すくねは新しん之の助すけの返事を聞き、悲しげに顔を歪ゆがめた。それが果たされることはないだろうと哀れんですらいるようだ。続けてなんと言ってやるべきか言葉が出てこない。


    　まごついていると、新之助のほうから声をかけられた。


    「なぁ、すくね」


    「なんじゃ?」


    「ありがとな」


    　出し抜けに礼を言われて、すくねは大きな目を二、三度瞬かせた。だが、すぐに気を取り直して切り返す。


    「まったくじゃ。あやつも含めて馬ば鹿かの相手をするのは疲れる」


    　大仰に溜ため息いきをつかれて、新之助は思わず苦笑する。


    「……だが、悪い気分ではない。わらわも興味があったのでな」


    「興味?」


    「左様。運命に抗あらがうことができるなら視みてみたかった。いや、違うな。見せてやりたいのだな」


    　誰だれに、と問う前にすくねは言葉を継いだ。きっとその瞳ひとみは新之助と同じく山の頂へと注がれているに違いない。


    「あれは運命に縛り付けられておる。それを断ち切ることができるのなら教えてやりたい」


    　そして、それができる人間に望みをかけた。先見という、言ってみれば最悪の能力を持ってしまったすくねだからこそ言える言葉だ。


    　未来を予あらかじめ知ることなど不幸以外の何物でもない。人が人らしく生きられるのは、後の世を信じることができるからだ。己おのれの結末を知り、それをなぞっていくだけならばぜんまい仕掛けと変わらない。運命、宿命という筋書きに沿ってしまえば楽だが、それだけだ。その先にあるのは虚無だけ。


    　しかし、それに抗おうとする者がいた。


    　呪のろわれた瞳を持ち、生涯己のうちに閉じこもっていずれはくるい死にしていたであろう少年は、その境遇を変えるために剣をとった。


    　世界を変えられぬなら自分を変える。


    　そんな綺き麗れい事ごとではない。そんな美しい言葉一つで変われるほど心優しくはない。言葉一つで変われる自分など、自分ではないだろう。それは詰まるところ、仕方ないと諦あきらめて、割り切って妥協して世間におもねることだ。


    　新之助が境遇を変えようとしたのは、世界との調和のためではない。単純に力をつけてねじ伏せ、屈服させようと思ったからだ。恨みつらみから来た努力だった。嘆くのではなく、殴なぐり返す。非難するのではなく、牙きばをむく。そう選択しただけだ。


    　彼は違ったのだ。世界を変えられるような自分に変わろうと剣を取った。


    　だから、賭かけてみたくなる。


    　新しん之の助すけはすくねの言葉を黙って聞いていたが、くっと不敵に笑った。


    「人に教えるなんて柄じゃねぇよ。あいつが勝手に学び取れってんだ」


    　あの男から多くのことを教わった。


    　わざわざ答えを教えてやるような野暮な真ま似ねはしない。解も心も露つゆ知らず、正も否も皆問わず、ただこの身は一つの覚悟を示すだけだ。


    　新之助は夕暮れ迫る山道へと足を向ける。その背中へ声をかけた。


    「大いなる久しきを保ち、新しく之を助ける者……。新之助、未来はその名の中にあり、その手の中にある。しかと掴つかみ取って来い」


    　新之助は振り返らずに、ただ高々と手を挙げた。


    　すくねは彼の後姿を微笑ほほえましく見つめていたが、すぐにきりっとした表情に戻る。見据える先は遥はるか先に聳そびえる山だった。


    　ここに至ってようやくすべての破片が出で揃そろった。されど、未いまだ真実は遠く、事実には及ばない。欠片かけらはただの欠片だ。そこに意味を見み出いだし、繋つなぎ合わせなければ完成しない。そして、それは教えるべきことではない。鉄が刀になるか鎌かまになるか、それとも錆さびて朽くち果てるか。それは手にした者が決めることだ。


    　新之助の辿たどる道は如い何かなるものか、当人にも見当が付かない。わからぬままであれば、その道自体が断たれる。


    　その結末を見届ける者は誰だれ一人としていない。なら、正解もまた誰一人知らない。


    　それでも、すくねの瞳ひとみにはもう明日の行方ゆくえは映っていなかった。


    



    　夕日は西へ西へと追いやられていた。その分、濃い夜の闇やみが広がりつつある。


    　普段なら満天の星空が広がるはずが、暗い夜空にはまだ星が二つくらいしか見えない。


    　まわりが少し明るいからか、山に霧きりがかかっているからか。それとも己おのれの瞳が濁っているからか。


    　それでも、星の光はまっすぐに大地へ向かって伸びている。


    　光はまっすぐ進む。


    　自分はまっすぐになど進めない。少年は自みずからを嘲あざけるように笑った。


    　もともと夢なんてご大層なものは持ち合わせていなかった。願ったところで手に入るとも思えない。


    　しいて言えば強くなりたかった。夢らしい夢などその程度のものだ。


    　昔から弱い自分が嫌いだった。強くありたいと願っていた。


    　どれだけ傷ついても笑い飛ばせる男になりたかった。自分のためじゃなく誰かのために泣けるような優しい男になりたかった。自分の足で歩ける男になりたかった。


    　新之助はぐっと拳こぶしを握りしめた。


    　竹刀しないだこができ、真冬の稽けい古こでひび割れた手。刀の握りすぎで骨までも変形している。その顔立ちに似合わず、やたらとごつごつとした拳こぶしを強く強く握りしめる。


    　この身には誇れるものなど何もない。尊い血筋も、きらびやかな経歴も、雲上の位も持ち合わせない。


    　あるのは親にもらった身体からだと、あやかしを視みる目。そしてあちこちに刻まれた傷だけだ。


    　剣の才能なんてあるはずもない。あったらこんな苦労はしない。毎度毎度無ぶ様ざまに地面に這はい蹲つくばって必死で立ち上がったりしない。指が曲がるまで素す振ぶりをすることも、潰つぶれたまめから血が出ることも、破れた先から肉が剥むき出しになることもない。それだけのことをしてやっとここにいる自分に才能なんてあるはずがなかった。


    　生まれも育ちも背負うものも与えられたものも違うのだ。


    　たとえ、戦わずして逃げたとしても誰だれ一人責めることはないだろう。それどころか、立ち向かえば気でも触れたかと笑い者になるかもしれない。


    　初めから勝てる要素などない戦いに身を投じるなど愚の骨頂。早いとこしっぽを巻いて逃げ出すのが賢い選択だ。


    　才能が境遇が血筋が環境が能力が状況が時代が生い立ちが違うのだと、仕方がないのだと、勝負できるはずがないのだと、そう言ってしまえばいい。


    　新しん之の助すけはふっと力を抜いて微笑ほほえんだ。


    　そんなことができるなら、初めから望んだりしない。山やま里ざとで圧倒的な力量差を見せつけられたときに、自分がどう努力したところで追いつくことができないのはわかっている。あの男が生きる領域へ進めば自分はいとも簡単に命を落とすだろう。


    　それでも、諦あきらめることなんてできないから、結局ここにいる。相変わらず刀を握っている。これからもきっとそうだ。


    　叶かなわないから夢を見ないのもきっと一つの正解だ。


    　新之助だって諦めていることはたくさんある。もともとできることなんて大してないのだ。算術もろくすっぽできなければ人に仕えることもできそうにない。


    　だから、これだけは譲るわけにはいかない。相手が誰であろうと関係ない。周りの雑音も聞こえない。この手は己おのれの道を切り開くために剣を取ったのだから。


    　山道は次第に途切れ途切れになっていく。どうやら頂上が近いらしい。


    　少し時間が経たちすぎたようだ。


    　星はもう見えない。


    　けれど、それでいい。他ほかに見るべき物がある。


    　あの背中を追うと決めた。
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     漆　夢想　daydream_ believer


    



    　もとは城壁があったであろう、その場所は今は鬱うつ蒼そうと茂る木々によって囲まれていた。ただ、朽くちた石いし垣がきと縄張の跡がかつての城郭を偲しのばせる。規模から察するに、それは城というよりは砦とりでに近い。


    　城じよう塞さいはあるべき姿を失っていた。


    　遠い過去の光景なのか、それとも遥はるか未来の風景なのかは判断がつかない。兵つわものどもが夢の跡であり、形あるものがいずれたどり着く境地。故ゆえに滅びの落日は過去であり、未来だ。


    　その両端を繋つなぐ現在に新しん之の助すけはいる。


    　そして、もう一人の男も。


    　草を踏み分ける音を聞いて、寝転がっていた男がゆっくりと身を起こした。


    「やっぱり来ちまったんですねぇ。新之助さん」


    「待たせちまったみたいだな、ふくろう」


    　ふくろうと呼ばれたその男は座ったままの姿勢で新之助をしげしげと見つめる。会ってさほどの時間も経たたず、別れて間まもないのに無性に懐かしく感じられた。


    　それだけ二人は深いところで結びついていたのだろう。憧あこがれ、あるいは哀れみ、互いに抱く感情は決して悪いものではない。それなのに、袂たもとを分かったのは運命なのかもしれない。


    　けれど、再会を誓ったのは紛まごうことなき己おのれの意思。新之助にとってこの道行きは当然のことだった。

  


  [image: ]



  
    　久方ぶりの会話にそよ風さえも遠慮して、ただ互いの声だけが聞こえる。


    「……一緒に、来やすか?」


    「……冗談。せいせいしてたのに今いま更さらお前みたいなうざったい奴やつの面倒見たくないね」


    「はぁ……。まったくあんたってお人は人の言うこと聞きゃあしねぇ」


    「聞いてたさ。おまえに言われた言葉を忘れたことなんかない」


    「へっ。愛の力ってやつですかね」


    「恨み骨髄ってやつだよ」


    「そういうのをね、逆恨みってんですよ」


    　離れていた分、言葉は逸はやるように飛び出てくる。どこまでも上うわっ面つらで横滑りして空回っていく虚むなしい会話の応おう酬しゆうはこのままいくらでも続けられそうだった。


    　いっそそのほうがいいかもしれない、とそんな考えが新之助しんのすけの頭をよぎった。何事もなかったようにともに時を過ごし、少しずつこの男に追いついていき、やがてはその背を預け合い、相棒と呼び合うのも幸せかもしれない。


    　この男とだったら、世界を相手にしても勝てる気がする。


    　けれど、それは叶かなわぬ夢だ。このまま進めばふくろうは呪のろいに食われて死ぬし、ふくろうの生き方を肯定すれば新之助の信念が死ぬ。


    　そんな結末は認められない。結局は目の前の人間を見捨てることになる。それを許容できるなら、大おお久く保ぼ新之助は人を斬きっていない。


    　だから、終わらせねば。


    「お前、もうすぐくたばるんだってな?」


    　新之助がそれまでの会話の流れを打ち切るように問い質ただした。


    「おや。すくねちゃんから聞いたんですかい?　おしゃべりな娘っこだなぁ」


    　冗談めかした言葉にも新之助は答えない。だが、その無言は暗に是と伝えていた。


    　ふくろうは新之助を見据える。その瞳ひとみに覚えがあった。底なし沼のように暗く、引き込まれれば永久に闇やみの中を彷徨さまようことになるであろう、冷たい冷たい氷塊のような瞳。


    「力を持って生まれた以上、責任ってもんがある。その力に見合ったことしなきゃいけないんですよ。たとえ、命を代償にしてもね」


    「それがお前の言う運命か」


    「いかにも」


    　ふくろうはさも当然という風に笑って見せた。新之助はその仕草に苛いら立だちを覚える。


    「命の代償がこそこそ抜け荷をやることか?　えらくちっぽけじゃねぇか」


    　挑発的な新之助の言葉に、ふくろうはさも心外という風に渋じゆう面めんを作った。


    「見損なってもらっちゃ困りやすぜ。あっしの命はそこまで安くねぇ。ありゃあくまで次善の策。とんでもない奴が来ちまったときのためのもんさ」


    「なら、そのお高い命をなんに使うのか、お聞かせ願おうか」


    　新しん之の助すけが問うと、ふくろうは即答する。


    「そのとんでもねぇ奴やつと戦うんです。そんで、あっしは負けて死ぬ」


    　一瞬、間まがあいた。答えるべき者が黙ったが故ゆえに沈黙は流れる。


    　あまりにもあっさりと、まるで決定事項だというように、何なんの躊ちゆう躇ちよもなく自みずからの行く末を口にしたのだ。新之助はふくろうが語った結末に絶句していた。


    　言葉もなく立ち尽くす新之助にふくろうはなおも言葉を続けた。


    「なに、負けて死ぬのは織り込み済みのことですよ。むしろ、負けて死ななきゃいけねぇのさ」


    「……どういうことだ?」


    　負けて死ぬ。そこまではありえる事態だろう。強大な敵を前にしてそうした結果も充分に起こりうることだ。しかし、負けて死ななければならないという言い回しには他ほかの意味が潜ひそんでいるように思えた。


    　新之助の問いに、ふくろうは淡々と答える。その言葉のどこにも感情は宿っていない。


    「祟たたってやるんです。ぼろくずみてぇに惨めに死ぬ、その今わの際きわに、全力で相手を呪のろってやるんだ」


    　それが自分の取れる最期の策なのだと、ふくろうは静かに言った。


    「そんなこと……」


    　できるのか、と問いかけて新之助はすぐに飲み込んだ。もはや可能、不可能を問う段階ではない。この男は必ずやそれをやり遂げるだろう。神とすら対等に戦いうる力の源泉が呪のろい憑つきにあるのなら、その命が最期に放つ呪じゆ詛そは届くだろう。


    「祟りは平へい家けの十お八は番こ。この呪いは確実にあちらさんへ災さい厄やくを招く。なんせ恨みをたっぷり吸い込んだ命が放つ呪いだ。あっちは侵略どころの騒ぎじゃなくなるでしょう」


    　貴人の怨おん霊りようによって国の政まつりごとが滞ったという話はかの天神や上皇の話を引くまでもなく、多く聞かれるものだ。招き寄せる災いが何かはわからないが、それが天変地異にせよ内乱にせよ、異国の内部で火種がつけば他国にかかずらっている場合ではなくなるだろう。


    　そのためだけに、この身体からだは動き、この命は使われるのだ。


    　祟りが発動する条件は負けて死ぬこと。平家という血筋が長き時の果てに溜ため込んだ呪詛と怨おん念ねんは、その敗亡と死滅によってのみ解き放たれる。そして、その呪いは異国の地に災さい禍かを呼び寄せ、混こん沌とんと狂乱を引き起こすだろう。


    「その間に、この国は異国へ対応できるように成長するはずです。抜け荷という毒を少しずつ体の中に入れることで、異国の連中ともまともに向かい合えるようになるでしょう」


    　ふくろうはにこりと微笑ほほえんだ。それが自分の望みだと告げた。だが、その微笑みは新之助へは届かない。


    　新之助はうつむいて足元を見ていた。唇くちびるはわなわなと震え、拳こぶしは固く握り締められている。


    　なんて酷ひどい結末だろう。勝利のために敗死することが必要とされるなど皮肉なことこの上ない。


    　何より、哀かなしい。


    「ふざけんな……。そんなやり方認められるかよ」


    　声が震えていた。そこに宿る感情は怒りか悲しみか、新しん之の助すけにはもう区別がつかない。


    「それでもね、他ほかに方法なんてねぇ。あっしがこうしなきゃこの国はどでかいもんに飲み込まれてなくなっちまう。滅んじまうんですよ」


    　ふくろうは幼おさな子ごに言い聞かせるように優しい声こわ音ねで語りかける。


    「だから、これがたった一つの正解。幸せな結末ってやつなんです」


    　視線はただ天を仰あおいでいる。その先に広がる光景は新之助には見えないものだ。ただふくろうだけが知ることで、ふくろうだけが為なすべきことなのだろう。


    　だが、それでも。


    「気にいらねぇな」


    　新之助は忌いま々いましげに舌打ちをすると、吐き捨てるように言った。


    「そんなご大層なものをお前が相手してくれてるってわけか。なんのつもりだそりゃ」


    「なんのつもりだと言われましてもね」


    　ふくろうはぽりぽりと頭を掻かいて苦笑した。


    「お前一人が勝手に背負い込んで決めつけてんなら、お前もそいつも変わらねぇよ」


    　その言葉は初めてふくろうの肩をぴくりと揺らした。


    　新之助は力の籠こもった瞳ひとみでふくろうを睨にらみつける。運命だ宿命だと上から降りかかってきてこの身を縛り付けるものを憎悪するように、等しくふくろうへ想おもいを叩たたきつける。


    「俺おれの未来を、誰だれかの未来をお前が勝手に諦あきらめてんじゃねぇ」


    　自分の行く末くらい自分で選び取る、幸せな生き方など教示されるまでもない。ましてや、強制されるものなどでは断じてない。そんなもの認めてなどやるものか。


    　まっすぐな視線を受け止めて、ふくろうはくっと小さな笑い声を漏もらした。この少年は相も変わらず生きるのが下へ手た糞くそだ。もっと楽に生きられるだろうにと思うと、つい笑いがこみ上げる。


    「あんたのそういうところは嫌いじゃねぇが……。でも、こいつはもうそういう次元の話じゃねぇ。避けられねぇんですよ。なら、なるべく被害の少ない方法を選ぶしかないでしょう」


    　ふくろうの口調は優しくゆっくりとしたものだった。これが自分の役割だから、世界に与えられた宿命だからと説き伏せる。真実、ふくろうにとってみれば、目の前の少年すら救う対象だった。


    　だが、新之助はそれを認めない。


    「その被害とやらがお前か。目の前の誰かを見捨てるのは、気にいらねぇんだよ。それがお前みたいな嫌な野郎でもな。英雄気取りで死ぬつもりか。神様にでもなったつもりかよ」


    　認めるわけにはいかない。新しん之の助すけにとってのふくろうは神でもなければ救世主でもない。ただ一人、その背を追っていきたいとそう感じた男だ。


    　その男が宿命だの運命だのに縛られたちっぽけな存在であってたまるか。


    　お前は何をもって己おのれを語るのか。


    　与えられた役割を自己と呼ぶのは、単なる妥協である。受け入れると言えば聞こえはいいが、とどのつまりは諦あきらめることに等しい。そんなもので自分を語るなと、ふくろうという人間はそんな程度のものかと熱く濡ぬれた瞳ひとみが吼ほえている。


    　その愚直なまでの視線を、ふくろうは瞼まぶたを閉じて遮さえぎった。


    　生まれたときより、否、それよりも遥はるか昔から自分は人と違う。今いま更さら変えられるものではない。そもそもこの役割こそが世に生を受けた理由。ならば、そこに個たる人格は求められていない。


    　それでも、この少年は叫ぶのだ。そんなのは間違っていると。


    　闇やみの中で去来するのは過ぎ去った日々。さして昔でもないのにえらく懐かしい。だが、ふくろうはそれを振り払うように瞼をかっと見開いた。眼めに宿るのは殺意だ。


    「……言うだけ無駄ですかね。あっしの使命を邪魔するならあんたでも容よう赦しやしねぇ」


    「望むところだよ、馬ば鹿か野郎が」


    　新之助が啖たん呵かをきると、ふくろうはゆっくりと起き上がり、服についた土をぱんぱんと払う。そして、仰々しく礼をした。


    「今こん代だい平へい家け総大将、池いけの大だい納な言ごん福とみ朗あき、推して参る」


    　彼があくまでそう言い張るのなら、新之助の返す言葉は決まっている。


    「そんな偉そうな奴やつは知らねぇよ。俺おれが知ってるのはけちな拝おがみ屋ふくろうさ。こちとら無位無官、大おお久く保ぼ新之助。お相手仕つかまつる」


    　二人は互いの距離を確かめ合いながら、一歩、また一歩と近づく。


    　長き因縁の果てか、それとも、ただの男の意地か。


    　新之助は今、相対している男と戦うために、今この場所にいるのかもしれない。ただそのために生まれてきたのかもしれない。


    　ざわつく鼓動を押さえつけて、新之助は刀に手をかけた。


    



    　暗夜を切り裂くように剣けん閃せんは光こう芒ぼうを放つ。一太た刀ち目めは、それにふさわしく、開かい闢びやく。


    　だが、新あら鷹たかがふくろうの肉を捉とらえることはなかった。常人からすれば目にも留まらぬ速さで繰り出された一撃もふくろうの前では素振りと変わらない。喉のど元もとすれすれにまで届いた切っ先から身をよじって難なくかわしてしまった。


    　だが、新之助も手を休めることなく、返す刀で脛すねを払いにいく。それも手ごたえがなく、ふくろうの纏まとった薄うす衣ぎぬにすら触れることがない。


    「いい気分だ、ぞくぞくしやがる。天下の命運をかけた一戦にゃふさわしい」


    　感慨深そうにふくろうはうっとりと言う。まるで極上の酒を呷あおったように、頬ほおを上気させて気持ちよさそうに溜ため息いきをついた。新しん之の助すけは背せ筋すじに浮き始めた冷や汗を感じている。それでも、気力は未いまだ衰えない。


    「天下?　そんなのは知らねぇな。ここにいるのは俺おれとお前だ。世界なんかを言い訳にすんなよ。らしくねぇぜ。もっと単純に行こうぜ」


    「確かに似合いやせんね。そんじゃ、行かせてもらいやすぜ」


    　ふくろうはにぃと余裕の笑えみを浮かべる。


    　それが仕切りなおしの合図。


    　新之助は地面に深く刻み込むほどの勢いで踏み込むと、右肩にかかった上段から刀を振り下ろす。真正面からの斬ざん撃げきとはいえ、人並みはずれた速度であれば受けることは難しい。


    　風がひぃっと悲鳴をあげた。その瞬間、不吉な予感に新之助は飛びのいた。残心もほどほどに体の軸をずらして倒れ込むようにかわす。


    　右目がぎりぎりのところで捉とらえていたのは長い脚。


    　新之助の脳髄を衝撃が走った。


    　ぐらぐらと視界が揺れる。頭の中を箸はしでつついてかき回すような痛みに強烈な吐き気がせり上がってくる。


    　たたらを踏んでどうにか堪こらえて目の前のふくろうを睨にらみつける。ふくろうは左足を僅わずかに浮かしてふらふらと動かしては楽しそうに微笑ほほえんでいた。その笑顔はよくぞかわしたと褒ほめているようですらある。


    　あの一瞬で、ふくろうは見計らったように上段回し蹴げりを放った。それも、構えによって死角になった右側から正確に後頭部を狙ねらい澄ました。新之助の身体からだが前へと進む力を利用しての交差法は、かすっただけでもこの威力だ。


    　息つく暇ひまもなく、ふくろうはさらに仕掛けてくる。


    　浮かせてあった左足を大きく踏み込むと、低く、そして遠くへと飛ぶ。獣が走るように一投足で新之助の間合いに入り込むと、伸び上がって新之助の顎あごを打ち抜こうとする。


    　新之助は後ろに跳ねてやり過ごし、伸び切ったところへ身体のバネを使って打ち出すように突きを繰り出した。ふくろうはきゅっと小さく回転すると、長い腕をぐいと伸ばして裏うら拳けんを打つ。それが新之助の頬にまともに入った。


    　すぐさま、ふくろうが連打の体勢へと移る。それを胸の前で小さく構えた刀で牽けん制せいし、新之助はとにかく距離を取ろうとした。互いの間合いの外までじりじりと後退する。


    　新之助は両の足でしっかりと立っているが、唇くちびるを切っていてたらりと血が滲にじんでいる。それをぐいと袖そで口ぐちで拭ぬぐい、口中の血を飲み下した。


    　やはり強い。


    　身体能力、判断力、戦闘理論、どれをとっても一級品。個々の能力において新しん之の助すけを遥はるかに凌りよう駕がしていた。


    　しかも、総合力がまるで違う。ふくろうはそれぞれの能力が個々として存在しているのではなく、どれもが繋つながり合い、互いの力を高め合っている。その頭脳があるからこそ身体からだは限界以上に動く。人の身の可動域を補うだけの体からだ捌さばきをし、その機動は無限とも言える。


    　何より、新之助の太た刀ち筋すじ、癖くせ、身体の作りを知り尽くしていた。いっさいの無駄を省き、また人の予想を裏切る大胆な攻めで新之助を最も効率よくいたぶっている。


    　だが、新之助はまだ倒れていない。


    　あれだけ近くで太刀筋を見られてきた。この男のことだから、すでに新之助に勝つ算段を見積もっているはずだ。


    　だから、そこがつけいる隙すきになる。


    　ふくろうの知る大おお久く保ぼ新之助はあの山やま人びとの里までのもの。そこからの成長を多少は加味しているにしても、その計算に大きな変動はありえない。


    　そこまで理解しているふくろうにだからこそ効果のあるもの。


    　見せ付けてやる。お前が縛られ続けるというのなら、自分はそのしがらみを抜けて新たな領域へ踏み出す。


    　新之助は刀を一度納めると、乱れた呼吸を整える。


    　すべてはその名の中に、その手の中にある。


    　なら、新たに名づけよう。名をつけるということは世界と向き合うということだ。


    　世のすべてのものに名がある。それは名前が、言葉が人にとっての限界であり、すべてだからだ。言葉によって認識できるものが人にとっての世界の限界。ならば、名をつけられたものは自みずからの世界の一部と化す。曖あい昧まいな未来も、抱いた希望も、すべてこの手に掴つかみ取る。


    　難しいことなどない。小難しく考えずとも思うままに名づければよいのだ。思うまま、視みたいままに世界を視ればよい。それが大久保新之助の世界との向き合い方だ。


    　今まで己おのれが培い、磨いてきたすべてをぶつけ、さらにその名の意味するところを汲くむ。なら、この技にふさわしい名前はこれしかあるまい。


    「九きゆう尾び」


    　静かに唱えると、新之助は刀の鯉こい口ぐちを切る。事象に意味を与えることで、この技は初めて形を得る。頭に思い描いたものが組み上がっていく。一つ一つが繋がるたびに、身体に力が湧わき上がる。


    「九尾……。へぇ、そいつは初めて見やすね」


    　ふくろうは興味深そうに新之助をまじまじと見つめる。その視線をまっすぐに受け止めながら、新之助はじりじりと間合いを詰めた。


    　剣けん尖せんが届くか否いなかのぎりぎりの距離、ふくろうの眼前で風が巻き起こった。再開を告げた剣は開かい闢びやく。


    　すれすれで届かぬ剣けん戟げきに気を抜いたのもつかの間、新しん之の助すけはすばやく動き、下から滑り込んでくる。右肩に充分溜ためを作り、弾はじき飛ばした。脇わきにあったはずの剣尖が下段から現出する。飛び出すのは野の槌づち。


    「くっ!」


    　ふくろうは限界まで身体からだを反らすが、刃は顎あご先さきを裂いて血が噴き出す。痛みに顔を顰しかめて、一歩退ひいて体勢を整える。


    　ふくろうの瞳ひとみに入り込んできたのは、刀だった。


    　下から突き上げられる刀は上昇するたびに加速し、喉のど元もとを貫つらぬき穿うがつ。僅わずかに身を捩よじったふくろうの首筋に一本の赤い線ができる。


    　それでも、新之助は止まらない。


    　やや右寄りに構えた上段から剣を振り下ろし、下段にかかるや刃を返して天空を飛ぶ燕つばめを切るがごとく逆ぎやく袈げ裟さ切ぎりにする。


    　さらに、右上段打ち下ろし、下段逆袈裟切り、回転しての横よこ薙なぎと瞬く間に三連撃放った。


    　ふくろうの懐に飛び込むが、すぐに半歩退ひき、身体を捻ひねりながら小刻みに踏み込んでいく。踊るような足あし捌さばきにふくろうの身体が釣られて泳いだ。その隙すきを突いて引き胴を撃つ。


    　風ふう揚よう、乱よ曲れ、舞まい睦むつみの連なった攻撃もふくろうを捉とらえるには至らない。


    　まだだ、まだ止まらない。


    　そこから、刀を脇わき構がまえに寝かせる。横薙ぎは振り切らずに、手首を返す。さらに、肘ひじを回し、肩を回転させる。その度に刀は引かれ突き出され、都合三度の突き、三枝が放たれている。


    　ふくろうは肩口を突かれて、さすがにうるさくなったのか一歩退ひくや残りの刺し突とつをよけながら新之助の懐に入り込む。そこから、捻ねじり込むように拳こぶしを打ち込んだ。


    　それも新之助の計算のうちだ。新之助も距離を保つようにやや身体を下げると、拳に合わせて、ふくろうの腕に絡からめるように斬ざん撃げきを放つ。肘をかすり、骨と皮とを削っていく。先ほどの交差法のお返しだ。速度の乗った拳に鑢やすりをかけながらその龍りゆうはふくろうの首を狙ねらう。


    「ちっ!　こんな状態でも龍りゆう尾びを撃ちやがるのか!」


    　ふくろうは毒づくと、左腕を大きく払いのけて、新之助と身体を入れ替える。


    　離れようとするその動きを新之助は予測していた。ふくろうの頑強さを考えれば多少の傷を負うのは覚悟で離れようとするだろう。だから、冷静にその行動を観察した。


    　そして、充分な距離を取ったと足を止めた瞬間を狙って、大上段から刀を振り下ろす。静止した物体を心澄まして打ち砕くは玄げん翁のう。


    　ふくろうは避よけようのない攻撃にあえて拳を突き出した。至近距離で刈り取るような一打は刀の腹を内側へ巻き込む。抱きかかえるような仕草が完全に刀の軌道をずらし、剣けん戟げきは僅わずかに腿ももを切り裂くに留とどまる。


    　近づいたのを好機と見てふくろうは連携へと移る。抱き込むような拳けん打だと長く打ち出すような直線的な拳を組み合わせ、その圧力で新しん之の助すけを叩たたき潰つぶそうとする。


    　至近距離での撃ち合いを嫌って新之助が外へと逃のがれると、刀を納める。誘いをかける仕草を警戒してふくろうも深追いはしない。


    　新之助の瞳ひとみは笑っていた。子供が得意げにおもちゃをかざすような表情で笑っていた。


    　だから、全部受け止めてやろうと思った。


    　新之助とふくろうは真正面から向き合うと、どちらともなく駆け出す。すれ違いざま、ふくろうの拳が新之助の頭ず蓋がいを捉とらえる。


    　だが、新之助はまだ刀を抜かない。


    　踏み込んで沈んだ右足をバネにして、さらに一歩。新之助は送った足を追い越すように、最後の一歩を踏み締める。


    　ふくろうの拳こぶしは新之助の左目、眼底を打つ。横をすり抜けるつもりが、一瞬で軌道を修正して、新之助を捉えていた。だが、そこでは倒れない。ふくろうの腕の中、まるで喉のど元もとに噛かみ付くような、互いの肌が触れ合う距離へ新之助は入り込んだ。


    　究極の近接戦闘、間合いの中のさらに中、腕の中へ入っての抜刀術。あまりに近すぎるが故ゆえにその斬ざん撃げきは視界に入らない。


    　ふくろうの背骨ごと両断する勢いで新あら鷹たかは走る。


    「やれやれ、とんでもねぇお人だ」


    　呟つぶやくと、ふくろうは片腕を新之助の肩にぽんと乗せた。そのまま、腕力だけで自分の身体からだを持ち上げると、高々と宙へと跳び、一回転する。とん、と軽やかに降り立った。


    　新之助の抜刀はただ空くうを斬きる。それまでの大おお崎さき夢む想そう流りゆうを超え、自みずからが編み出した秘ひ太た刀ちがかわされた。


    　自身の持つそれぞれの技、どれもが必殺の威力を秘めている。それを立て続けに九連撃放ったのだ。それなのにこの男にはまだ届かない。


    　これが、神に最も近き位を得た者の裔すえ。その血統に宿された力。人の肉を持ちながら、そこに秘められている力は人のものではない。


    　新之助はただ呆ぼう然ぜんとその姿を見つめた。とんでもない男を追っていたものだ。


    「さすがですよ、新之助さん。やっぱりあんたはすごいお人だ」


    　ふくろうは新之助を心の底から褒め称たたえる。あちこちに傷を負いながらも笑っている。だが、笑うたびに傷が痛むのか、時折顔に苦痛を滲にじませる。


    「いてぇなぁ」


    　ぼやきながらもふくろうは新之助へ向かってゆっくりと歩いてくる。動くたびに傷から血が吹き出る。その痛みを抱えてもなお彼は微笑ほほえむ。押さえ込み、飲み下し、笑い飛ばす。


    「ふくろう……」


    　新しん之の助すけはとうに望みが断たれたというのに刀を離さない。棒立ちになりながらふくろうの声を聞いている。


    「いやぁ、やっぱりあんたは強い。よくぞここまで鍛きたえたもんだ」


    　その言葉が新之助の耳じ朶だに響く。


    　どっと感情の波が押し寄せてきて言葉が出ない。どうにか搾しぼり出したのは自分でも驚くくらいに弱々しい声だった。


    「お前に追いつくって決めたからな」


    　知らず、新之助はすんっと鼻を鳴らした。たぶん、今の自分は情けない顔をしていることだろう。


    　ふくろうが、あの男が自分を認めた。それが嬉うれしくて、ぐっと嗚お咽えつを漏もらしそうになる。堪こらえても堪えても視界が潤うるむ。


    「馬ば鹿かな人ですねぇ……」


    　そう言いながらも新之助を見つめる瞳ひとみは温かい。こんな自分を目指して、必死の思いでここまで来た少年がいる。それだけで男冥みよう利りに尽きる。


    　初めてこの命に宿命以外の価値を見み出いだせる気がした。


    　だが、それならば告げねばならない。


    「あんたももう知ってるんでしょ?　あっしはこんな生まれだ。強さで言えば、もう人の範はん疇ちゆうじゃねぇ。あんたとは次元が違うんだ。あんたがどれだけ力をつけようと、技を磨こうと決して追いつけねぇ。勝負なんてするまでもなく結果は見えてるんですよ。だから……」


    　だから、もう終わりにしてくれと、諦あきらめてくれと懇願するように言う。もうこの背中を追うなと、こんな男の後ろ姿を見つめるなと、こんな強さを求めるなと、ふくろうは厳しい表情で言う。


    「それは違う」


    　それなのに、新之助はぐいっと目元を乱暴に拭ぬぐうと、あの輝く瞳でふくろうを見てくる。


    　この視線のせいで、またふくろうの決意は鈍る。


    「俺おれがお前を追ったのは、強くなりたかったからじゃない。ただ、お前に伝えたいことがあるからここまで来たんだ」


    　けれど、どんなに願っても、対等でなければ言葉は届かないから、だからその背中を追った。だから、今ここにいる。


    　それが、それだけが新之助が戦う理由。世界の行く末もこの国の未来も彼には関係がない。たった一言届けるためだけに刀を握り、剣と拳こぶしで語り合う。


    「お前が戦い続けるなら俺も一緒に戦ってやる……お前となら、どこまでだって汚れてやるさ」


    　だから、大おお久く保ぼ新しん之の助すけはふくろうの背中から決して目を逸そらさない。これが己おのれの選んだ道。己の定めた信念。


    「へっ、そんなのは御免ですね」


    　ふくろうは泣き笑いの表情になる。このままだと何かが零こぼれ落ちてしまいそうだったから、思わず空を仰あおいだ。


    「あっしはあんたを汚したくなんかない」


    　天に輝くのは星。悠久の時を輝き続ける星は、宿命の象徴であるという。


    　身体からだに流れる血を、宿された宿命を恨んだのはこれが初めてだ。こんなものがなければ今すぐにでも目の前の少年の手をとっていただろう。


    　この少年には高貴な血など流れていない。流れているのは熱く滾たぎる血潮。その熱で人の心を絆ほだし、誰だれかのために流される、何よりも尊き血。


    　この少年には名づけられた名がある。大いなる久しきを保ち、新しく之を助ける者。時代を繋つなぎ、いずれは歴史に刻まれるであろうその名前。


    　ふくろうは一人の少年へ微笑ほほえみかける。


    「初めて感謝したい気分ですよ、この宿命ってやつに。……あんたに会えてよかった」


    　言ってふくろうは新之助へ向かって歩む。全身に覇は気きを漲みなぎらせ、固く拳こぶしを握りこむ。


    　その拳は、目の前の敵を打ち倒すために作られている。その身体は怨おん念ねんによって生まれている。その命は破壊の後に失われるために宿されている。


    　だが、その涙は、少年のためだけに流されていた。


    



    　肉と肉、骨と骨がぶつかる激しい音だけがしていた。


    　月が照らすのは、殴なぐり倒されては立ち上がる少年の姿だ。取り落とした刀が高い音を立てて転がる。


    　這はい蹲つくばって刀を掴つかもうとあがく新之助の姿をふくろうは醒さめた顔で見下ろしている。そんな表情を作っていると心まで凍いてついてくる気がした。


    　新之助は立ち上がると、挑発的に笑う。


    「どうした。もうおしまいか?　なら、次はこっちから行くぞ」


    　ふらふらとした足取りで、新之助はゆっくりと近づいてきた。足を引きずり、それでも間合いに入り込もうとする。


    　ふくろうはぎりっと唇くちびるを噛かみ締めて、もう一度弾はじき飛ばそうと拳を繰り出した。


    　それを新之助はとっさに刀で打ち払う。


    　だが、その行動は次の攻撃を誘発するだけだ。


    　刹せつ那なの後、ふくろうの拳が伸びた。十二分に踏み込んでたっぷり体重を乗せ、腰の回転によって速度を増し、螺ら旋せんを描きながら破壊力を巻き起こす右拳。すべてが計算されつくした一撃は新しん之の助すけの左肩を打ち抜いた。


    　がっと砕け、ひしゃげる音がした。


    「ぐっ」


    　新之助は粘着質な呻うめき声を上げ、静かに崩れ落ちる。肩口にはどす黒い液体がぼだぼだと流れ始めていた。


    　仰あお向むけに転がる新之助の足首をむりやり掴つかみ上げるとそのまま引きずっていく。顔が地面にすれて肌はだと唇くちびるを切る。後には途切れ途切れに血けつ痕こんが続いた。


    　ふくろうは脚を持ち上げると石いし垣がきに叩たたきつける。


    　新之助は絶え絶えに息を吐くことしかできず、がくっと頭を垂れた。そして、そのまま動かなくなる。


    　やっと終わった。死んではいないだろうがこれ以上戦うのは無理だ。


    　これでよかったのだとふくろうは自分に言い聞かせる。そうしないと、息が上がってしまう。無造作に殴りつけるだけなのだから、身体からだは疲れようもない。それなのに、この心臓はどくどくと跳ね上がり、肺はい腑ふは空気を欲して喘あえぐ。


    　ぜぇぜぇと息をするふくろうの瞳ひとみは闇やみの中でうずくまる新之助を見つめている。


    　どうかこのまま動かないでくれ、すべてが終わるまでおとなしくしていてくれとひたすらに祈る。まだ立ち上がるというなら、殺さなければならない。


    　残されている時間は決して多くない。そう遠くなく、この命は失われるだろう。それまでに成し遂げねばならないことがある。


    　これまで多くの者を見殺しにしてきた。より多くの者を救うためにと少なからず手にかけてきた。それは自分ひとりが背負うべき罪であり、この命をもって罰としようとした。そうしなければ、これまで奪ったものはどこへ行く。命だけでなく、その悲嘆は、憤怒は、やり場のない思いはどこへ行く。


    　なのに、今いま更さらたった一人を殺すことを躊躇ためらっているのが滑こつ稽けいだ。


    　ふっと自じ嘲ちよう気味に笑うと、その声で眼めが覚さめたのか新之助がゆっくりと身体を起こす。石いし垣がきに寄りかかり、刀を杖つえにして、足を前に出す。


    「新之助さん……」


    　ふくろうはぐっとさらに強く拳こぶしを握り込む。爪つめが肌はだを食い破って血が流れ出た。


    「あんた、まだやる気ですか。そんな痛いてぇ思いしてなんで立ち上がってくるのか、さっぱり理解できねぇ……」


    　悲ひ愴そうな声が辺りに響いた。ふくろうの声こわ音ねには嫌悪と恐怖が入り交じっている。それに応こたえるように、前へ前へと進む足音がした。


    　左肩をだらりと下げて、足を引きずり、倒れそうになりながらも月明かりに映えるその顔は笑っていた。眼から血を流し、頬ほおは腫はれ、顎あごには吐血の跡がある。


    　それでも、その笑顔は美しかった。


    「痛くなんかねぇ。俺おれより痛い思いしてる奴やつを知ってるんだ」


    　胃液で喉のどを焼かれたのか、幾分低く聞こえる声で、苦痛に顔を歪ゆがめながら新しん之の助すけは言葉を吐き出す。


    　小さく弱々しい声を風が助けるようにしてふくろうへと運んだ。清すが々すがしい微風が頬ほおを撫なでて乾かしていく。


    「俺は知っている。知っているぞ、ふくろう」


    　だから、大おお久く保ぼ新之助は倒れない。どれだけ身体からだが悲鳴をあげても、もっと辛つらい声が聞こえているから。


    　新之助が近づいてくる間、ふくろうは一歩も動けずにいた。触れれば倒れるような相手なのに、思いっきり殴りつけたら死んでしまうような相手なのに。


    　ふくろうと新之助は真正面から向き合う。ふくろうは視線を外すことができなかった。肌が粟あわ立だっている。


    　これは恐怖か。


    　否、これは喜びだ。


    　己おのれの哀かなしみを真に理解し、そして、救い上げようと戦っている。その姿だけで涙が溢あふれた。


    　互いが互いを救うために殺し合うなんて、とんだ矛盾だ。


    　こんなにばらばらでちぐはぐなのに、それが心地いい。これが人間だと、彼の生き様が声高に叫んでいる。世界を呪のろったくせに世界が大好きで、人を恨んだくせに人を愛して、手を取り合いたいのに殴なぐり合う。


    　新之助はにこりと微笑ほほえむ。口の端から血を流しているのに、着物は紅あかく染まっているのに。それでも、なんの心配もないと、救ってみせると笑うのだ。


    　この心地よい温かさが、その眩まぶしい笑顔が、ふくろうに再び構えを取らせた。


    　そっと構えを取って、新之助に対たい峙じする。瞳ひとみに怒りはない。ただ月光に雫しずくが光っている。


    「あっしもね、知ってますよ」


    「そうかよ。なら、始めようぜ」


    「……いいえ、終わらすんです」


    　ふくろうは新之助の呼吸を探った。荒い息が徐々に小さく密ひそやかなものへ変わっていく。


    　新之助は静かにふくろうを見つめる。


    　今になってようやく理解した。すべてはその手の中にある。


    　あの強い憧あこがれは。あの深い悲しみは。あの優しい眼まな差ざしは。あの美しい面おも差ざしは。それはすべて己おのれが勝ち取ったもの。与えられたものなど何一つない。


    　運命だの宿命だのと、そんな安い言葉で括くくってくれるな。


    　だから、相手が誰だれであろうとなんであろうと譲らない。この想おもいはただ我のみが持つことを許されたもの。


    　それがどうしてわからない。おまえほどの男が。


    　すでに新あら鷹たかは鞘さやに納められている。構えは取らない。


    　もはや互いが交わすべき言葉は尽きていた。静かな時間が流れる。耳に届くのは梢こずえが揺れる音と潮しお騒さいの声、そして、相手の吐息だけ。


    　ふと風が動いた。


    　ふくろうはたっと駆け出すと正せい拳けん突きを打つ。荒ぶる神の一撃さえ受けきる腕が繰り出すのは、空気さえ打ち抜く拳。たとえ拳こぶしが砕けようと、半はん身しんを裂さかれようと、この一打だけは必ず貫つらぬき通す。


    　阻はばむものは鉄であろうと穿うがち、刀であろうとへし折り、人であろうと打ち砕く。


    　真実、渾こん身しんの一撃だった。


    　己の生命はおろか、この身が摘つみ取った命も、この耳に届いた悲鳴も、この身体からだに塗まみれた血も、この身体に刻まれた宿命も、この手で切り開く未来も、すべて込めた。


    　新しん之の助すけはただ待った。その拳が貫く瞬間を。


    　一緒に戦ってやると約束した。


    　ともに並び立ち、お前が背負わされたものを引き受けてやる。だから、もう休んでいいのだと、この刀を持もって教えてやる。

  


  [image: ]



  
    　いつか、この男とともに立ち、背中を預け合うことを夢見た。いつか、その背中を追い越してゆくことを想おもい描いた。


    　夢想は無む双そうに通ずる。思い描くからこそ、その剣に力は宿る。


    　拳けんは非情なまでの速度を持って迫る。刀は鞘さやの中で、ただ疾はしる瞬間を待っていた。


    　直前、互いの視線が絡み合う。


    　叶かなわぬと知りながらも死んでも貫つらぬきたい願いがあった。敵かなわぬと知りながらも命を懸かけて伝えたい想いがあった。


    　少年は泣いていたのかもしれない。ただ一人、その男のことを想って。


    　だから、男は笑ったのだろう。


    　拳こぶしが新しん之の助すけに触れる瞬間、総そう身みに戦せん慄りつが走る。


    　右手は刀を抜いていた。抜き手すら見せずに、剣けん尖せんは一いつ閃せんする。


    　拳は終ついぞ届かなかった。


    　男は、うたかたの夢を見るように、ゆっくりと目蓋まぶたを閉じる。


    「……へっ、間抜けな話だ。最後の最後に迷っちまった」


    　後には、崩れ落ちる音だけが聞こえた。


    　清さやけき月光の中に立つのはただ一人。天の下に並び立つ者は二人といない。


    　手に残るのは断ち切った感触。それなのに、勝利の実感はない。どこまでも空虚な悲哀だけがある。


    　こんな寂しい場所にこの男は立っていたのだ。こんなちっぽけでくだらないものにこの男は縛られていたのだ。


    　その胸中を思うだけで、新之助の涙はとめどなく流れ落ちる。


    　かける言葉も差し伸べる手もなく、ただ涙だけが溢あふれてきた。
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     捌　果てなき旅路　not_dead_end


    



    　風が船を運ぶたびに、島々は遠ざかっていく。


    　順風満帆、とどこぞのことわざ親子なら言っただろう。帆が風を孕はらみ、海の上をすいすいと進む。


    　新しん之の助すけは樽たるに腰掛けて、霞かすんでいく島しま影かげを見つめていた。


    　ついこの間まで船が沈む魔の海域と恐れられていたのが嘘うそのように、あちこちを漁船や廻かい船せんが行き交かっている。


    　船ふな幽ゆう霊れいの騒ぎも、抜け荷の噂うわさもぱったりと消え失せていた。


    　その中からどうにかこうにか付近を通る船を見つけ出し、無理やり乗り込んだのだ。どうやら女の子連れだと案外簡単に乗せてくれるものらしい。


    　その最大の功労者であるましろとくろえは、船の横を跳ねる飛び魚の姿を見つけるたびに歓声を上げていた。


    「あっ!　また飛んだっ!」


    「さすが飛び魚……」


    　こないだまで寝込んでいたというのに、もうこの有様だ。特に、ましろの瞳ひとみはらんらんと輝き狩人のような鋭さを宿している。


    「あいつ、飛び込んだりしねぇだろうな……」


    　新之助ははらはらしながら、見つめる。くろえも多分止めたりはしてくれないだろう。それどころかがけしかけそうで怖い。


    　だが、そんな心配ができるだけ、順調に回復したということの証あかしだろう。そう思えば悪いことではない。


    　あれからすでに一ひと月つきが経過している。


    　ずたぼろの身体からだを引きずって山を下りると、その場で倒れ、寝込んでしまった。その間、面倒を見てくれていたすくねも、ここにはいない。


    　後のことは任せろと、一言言い残してどこかへ行ってしまった。ただ心なしか、その表情は沈んでいた。もしかしたら、すくねにとってあの男はどこか特別な存在だったのかもしれない。


    　無論、新之助にとってもそれは同様だ。


    　戻ってきたときに誰だれも事の顛てん末まつを尋ねなかったのは、新之助が生きて戻ったという事実だけで事足りるからだ。ましろやくろえにとってもあの男の存在は大きい。だから、誰も尋ねなかったのではなく、知りたくなかったのだろう。


    　認めたくない、というのが正解か。今でもどこかで飄ひよう々ひようと怪しい話を胡う散さん臭そうに語っては煙管きせるをふかして煙けむに巻いている、そんな姿が思い浮かんだ。


    　ありえない想像だ、と新之助は自じ嘲ちよう気味に笑う。二人仲良く戻ってくるという未来はありえなかった。


    　けれど、それは運命ではなく、己おのれの意思で選び取った結果。


    　仕方がなかった、とは口にしない。


    　だから、決して謝罪も口にしない。あの男に謝るべきことなどありはしないのだ。むしろ、謝って欲しいとすら思う。


    　あの男に振り回され続けてこんなところまで来てしまった。挙句の果てに世界だ天下国家だの一大事まで聞かされる始末。そんなものに付き合わされてしまってはたまったものではない。一言謝罪があってしかるべしだろう。


    　その代わりに、謝辞だけは述べてやってもいい。お前に会えてよかったと、そう言ってやってもいい気分だ。


    　時折、南から一ひと際きわ強い風が吹きぬけていく。その度に帆は膨ふくらんで、どんどん前へと進んでいく。


    　冬が終われば、いずれ花芽吹く春がやってくる。この春一番が新しん之の助すけたちをもといた場所へと帰してくれるらしい。


    　遥はるか沖には、桜さくら島じまが見える。今日も元気に噴ふん煙えんを吐いていた。


    　もうもうとした煙は桃と紫を混ぜたような色をしている。立ち上ると言うよりはその場に留とどまっているに近い。あの男がさかんに吐き出していた煙ほどには軽くないのだろう。


    　降り積もる塵ちりもやがて風が吹いてどこかへ運んでいく。


    　ぽかぽかとした陽気で、きっと薩さつ摩まは桜が蕾つぼみをつけた頃ころだろう。江え戸どへ降り立つ頃には上うえ野のや隅すみ田だ川がわべりはちょうど見み頃ごろになっているはずだ。


    　山やま手ての桜はもう少し遅かっただろうか。これから向かえばぎりぎり散る前に着けるかもしれない。


    　そうなると、ちょっと急いだほうがいい。


    　風が吹いても雨が降っても花は散る。


    　変わらぬものなど何もない。古いにしえより続いた因縁さえもまた、どこかで終わるときが来るのだから。


    「風の前の塵ちりに同じ、ただ春の夜の夢の如ごとし、か」


    　新之助は呟つぶやくと、樽たるから立ち上がる。


    「おーい、二人とも」


    　呼び声に気づくと、ましろとくろえは船ふな縁べりから競い合うように息いき急せき切らして走ってくる。だが、息を切らしているのはましろだけでくろえはやたらに涼しげな顔をしている。


    「何?」


    　不思議そうに覗のぞき込んでくる二人に新之助は僅わずかに微笑ほほえみかける。


    「俺おれは一度山手に戻るけど、お前らどうする?」


    「もちろん、ついていくけど。……戻ってどうするの?」


    　ましろに怪け訝げんな表情で問い返されて、新之助はしばし思案する。


    「んー。いろいろと準備をして、あとは花見、かな」


    　その単語に二人は顔を見合わせる。こんな楽しげなことを新しん之の助すけの口から聞くことがあるのかと表情は驚きよう愕がくに満ちていた。


    　その顔にかちんと来て新之助は口を尖とがらせた。


    「なんだよ、ダメなのかよ。嫌なら別に来なくていいぞ」


    「とても心温まる提案。素晴らしいと思う」


    　くろえはきらきらと眼めを輝かせている。


    　あまりの食いつきのよさに新之助は苦笑交じりに微笑ほほえんだ。


    「じゃあ、決まりだな」


    「おー」


    　くろえが高々と腕を掲げて大きな声で賛同した。


    　賛成多数で可決。


    　これで桜が北へと駆け上るのと同じ速度で、新之助たちも北上していくことになるだろう。江え戸どからは陸路でいざ山やま手てへ。


    　だが一人、ましろは浮かない顔をしている。


    「でも、新之助がお花見だなんて言い出すなんて……。雨が降ったらどうしよう?　花が散っちゃうよ」


    　失礼なことを言い出した。まだ山手は遥はるか先だというのに、空を見上げて心配そうな顔をする。


    「ばーか、花は昔っから散るもんなんだよ。だから、いいんじゃねぇか。何事も終わりがあるから大事なのさ」


    　新之助の言葉にくろえがこくこくと頷うなずく。


    「これを無常と言う……」


    「そ、それくらい知ってるよ!　平へい家け物もの語がたりでしょ。祇ぎ園おん精しよう舎じやの鐘の声ってやつ」


    「おお、博学。その続きは?」


    　くろえが心底驚いたような顔で続きを促す。すると、ましろはふふんと鼻を鳴らして自慢げに胸をそらすと、続きを諳そらんじた。


    「行く川の流れは絶えずして、」


    「それは方ほう丈じよう記き」


    　べしべしべしっとくろえがましろの頭を叩たたく。間違えた者への制裁という規則は未いまだ継続中であったらしい。


    　二人がじゃれ合う姿を見ながら新之助も笑う。


    　この一瞬もまた過ぎ去る時間。いつかは失われ行くもの。


    　残された猶ゆう予よはあまりない。いずれ大きなうねりがすべてを飲み込もうとするだろう。そのときに、何をどう選択するのか。


    　新しん之の助すけの選んだ、決して見捨てず諦あきらめず切り捨てないという生き方はあまりに過酷だった。あの強く優しい男がそれを選び取れなかったほどに。


    　新之助は最後にあの島へと視線を向けた。あの男が眠っているであろう島はもう見えない。


    　だが、それでいい。


    　あの一瞬、確かに伝わるものがあった。それはただ二人だけがわかることで、ただ二人だけがわかればいいことだ。交わるはずのなかった道は一時触れ、そしてまた離れていく。


    　それでいい。それだけでいい。


    　一段と強い風に煽あおられて、新之助はそっと瞼まぶたを閉じた。

  



  
     あとがき


    



    　お久しぶりです。渡わたり航わたるです。あとがきを書くのもこれで三度目になります。


    　ついに、と言うべきか、やっと、と言うべきかはわかりませんが、この『あやかしがたり』も三巻まで来ました。時の流れは早いものですね。光こう陰いん矢の如しとはよく言ったものです。


    　しばしば似たような意味で使われる言葉に「少年老い易やすく学がく成なりり難がたし」なんていうのがございます。まことその通りで昔の人はいいことを言うなぁと妙に感心してしまいます。


    　ぼくもデビューしたての頃は明日への希望を胸に抱いだき、若き血潮を情熱に燃やす、キラキラと輝くような眼をしたイケメンだったのですが、今や健康診断で「血中脂質に要注意」とか「内臓脂肪が危険水域」とか書かれるほどに老いてしまいました。


    　ばっちりおっさんです。情熱を燃やす前に脂肪を燃やしたほうがいい気がします。


    　そのためには汗をかくのがいいと言われていますが、それは間違いです。打ち合わせのたびに嫌いやな汗をかき、担当さんからメールが来るたびに冷や汗をかいていたというのに、これっぽっちも痩やせた覚えがございません。最近は担当さんの次くらいに体重計が怖いです。


    　まぁ、その担当さんがいればこそ、この三巻は世に出ているわけですが。ありがたや。


    　思いがけず三巻の話に戻ってきましたので、たまには本の話をしようと思います。


    　ぼくは自分で書いてしまうくらいなので、もちろん本が好きです。


    　というか、本が嫌いだったらこの職業を選んでいません。もっと割りのいい仕事でバリバリ働いています。キリキリ痛む胃やパラパラ抜ける毛髪に悩まされない生き方をしているはずです。呼吸のつもりが溜ため息いきを吐ついてばかりで息を吸ってないなんて事態にはなっていないと思います。逆に言えば、そうしたことを苦痛と思わぬほどに本を読む、本を書くということが好きなんです。大好き。超愛してる。これからも頑張って書き続けられればと思います。


    　欲を言えば、もっと良いものを、皆さんに楽しんでもらえるような素敵な小説が書けるようになりたいのですけれど。


    　それは今後の活躍に乞こうご期待ということで、一つご容赦いただければと思います。


    　そのためにも、一つ一つ着実に成長していかないといけませんね。成長した部分が腹周りだけとか、恥ずかしすぎる。


    　さて、今回も多くの方々のお力添えをいただきました。


    　担当編集の星野さん。またしても七しち転てん八ばつ倒とう四し面めん楚そ歌かのカスプロットから一つの作品を書き上げるご助力をいただきました。ありがとうございます。


    　夏なつ目め義よし徳のり先生。キャラの魅力を限界以上に引き出してくださるイラスト、ありがとうございます。


    　諸先生方。いつもお楽しくお酒を飲ませていただいております。良い刺激と息抜きになっております。ありがとうございます。


    　友人数名。あんまり手厳しい感想は勘弁してください。もっとオブラートに包んで!　歯に衣着せて!　とりあえずは励みになっています。ありがとう。


    　この本の制作、流通に携わってくださる方々。皆様のおかげでこの本が形になり、世にでることができます。ありがとうございます。


    　そして、この本を手にしてくださったすべての皆様。このシリーズが続けられるのは皆様がいてくださるからです。三巻までお付き合いいただけるとは思ってもみませんでした。喜びも感謝も三倍です。次は四倍で感謝できることを祈っております。ありがとうございます。


    　そして、最後に我が祖父へ。ちょうどこの巻の原稿を書いているときに訃ふ報ほうを聞きました。放ほう埒らつで我わが儘ままな孫を可愛かわいがってくれました。庭に作ってくれたブランコ、シーソー。代わりにやってくれた夏休みの自由研究。連れられて歩いた山道。丘から眺めた種たね子が島しまの打ち上げ。崖っぷちでの魚釣り。方言で夜よ毎ごとに語ってくれた昔話。あれが、あのすべてが渡わたり航わたるの原点です。ようやく何かをしてあげられるような年齢になったのに、孝行の一つもできなかったことが悔やまれてなりません。もっと早く伝えればよかった。本当にありがとう。


    　頑張って名を上げればそれはあちら側へも届くものなのだろうか、と密ひそかに情熱を燃やしつつ、今回はこのあたりで筆を置かせていただきます。またお目にかかれることを切に願っております。次は……どうなるんでしょうね?


    二〇一〇年三月某日　千葉県某所にて


    
      渡航
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